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詞林　第58号　2015年10月

は
じ
め
に

前
稿（

１
）
よ
り
数
稿
に
わ
た
り
、『
源
氏
物
語
』
に
関
す
る
季
吟
の
著
述

等
に
つ
い
て
概
観
し
、
そ
の
う
ち
の
い
く
ら
か
の
翻
刻
を
供
し
、
以
て

季
吟
の
源
氏
学
の
再
検
討
を
企
図
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

前
稿
で
は
、
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
『
古
今
集
并
歌

書
品
々
御
伝
受
之
書
』
お
よ
び
『
源
氏
物
語
微
意
』（
以
下
、『
微
意
』

と
称
す
る
）
の
基
礎
的
研
究
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
、
前
稿
の
補
足
を
行
う
と
と
も
に
、
季
吟
周
辺
の
『
源
氏

物
語
』
関
連
書
に
つ
い
て
、
個
別
具
体
的
な
調
査
報
告
と
考
察
を
行
う

こ
と
と
す
る
。

一　
『
十
如
是
和
歌
集
』
に
つ
い
て

ま
ず
は
前
稿
の
補
足
と
し
て
、『
十
如
是
和
歌
集
』
の
新
出
伝
本
の

報
告
を
行
う
。『
十
如
是
和
歌
集
』
は
、『
古
今
集
并
歌
書
品
々
御
伝
受

之
書
』
の
一
部
で
あ
る
日
本
大
学
本（

２
）（

以
下
、
日
大
本
と
称
す
る
）
以
外

に
伝
本
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
佐
々
木
孝
浩
氏（

３
）が
日
大
本
以
前

の
形
態
を
留
め
る
伝
本
（
以
下
、
佐
々
木
本
と
称
す
る
）
を
所
蔵
さ
れ
て

お
り
、
稿
者
は
幸
い
に
調
査
の
機
会
を
得
た
。
以
下
に
書
誌
を
記
す
。

佐
々
木
孝
浩
氏
蔵
。
写
本
。
楮
紙
袋
綴
。
一
冊
。
縦
二
十
三
・
三
糎
×

横
十
八
・
二
糎
。
黄
土
色
無
地
包
み
表
紙
。
打
付
書
「
為
尹
卿
千
首
和

歌
題
抄
〈
全
〉」（
左
肩
）。
内
題
「
為
尹
卿
千
首
和
歌
題
抄
」。
墨
付
丁
数
、

14
丁
。
遊
紙
、
前
1
丁
。
一
面
概
ね
十
行
書
、
一
行
十
九
字
程
度
。

注
記
を
比
較
す
る
と
、
佐
々
木
本
に
は
頭
注
が
多
く
、
そ
の
頭
注
の

一
部
が
日
大
本
で
本
文
化
し
て
い
る
。
佐
々
木
本
を
訂
正
増
補
し
た
も

の
が
日
大
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

佐
々
木
本
の
奥
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。

元
禄
元
年
十
月
五
日
依
冷
泉
中
将
〈
為
綱
朝
臣
〉
／
御
所
望
抄
出

于
新
玉
津
嶋
菊
籬
下
畢
／
仙
洞
御
月
次
和
哥
冷
泉
中
将
出
題
即
此

北
村
季
吟
の
源
氏
学
（
二
）

―
―
附
・
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
『
源
氏
物
語
微
意　

中
』
翻
刻
―
―

　
　
　
　
　
　
　

宮
川　

真
弥
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／
千
首
之
題
也
依
之
令
考
之
去
三
日
被
仰
／
渡
於
今
出
河
之
亭
者

也元
禄
癸
酉
の
と
し
（
稿
者
注
：
六
年
）
此
一
巻
北
村
氏
正
立
よ
り

／
か
り
得
て
書
写
之
者
也
／
臘
月
七
日　

勝
尹

日
大
本
と
比
較
す
る
と
、
佐
々
木
本
は
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
の

奥
書
末
尾
の
小
書
「
彼
本
陸
奥
紙
小
本
」
と
季
吟
の
署
名
、
お
よ
び
元

禄
二
年
閏
正
月
六
日
と
元
禄
十
五
年
の
季
吟
奥
書
を
欠
く
。

佐
々
木
本
が
元
禄
二
年
奥
書
を
有
さ
な
い
こ
と
と
、
日
大
本
の
元
禄

二
年
奥
書（

４
）に「
聊
か
前
後
損
益
」が
あ
る
と
記
す
こ
と
と
に
よ
り
、佐
々

木
本
か
ら
日
大
本
へ
の
改
訂
は
元
禄
二
年
奥
書
追
加
の
時
点
で
行
わ
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
な
ぜ
改
訂
後
の
日
大
本
で
は
な
く
、
改
訂
前
の
佐
々

木
本
を
季
吟
の
次
男
・
正
立
が
所
持
し
て
い
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。

季
吟
と
長
男
・
湖
春
が
江
戸
に
召
さ
れ
、
京
を
発
っ
た
の
は
元
禄
二

年
十
二
月
十
日
の
こ
と
で
あ
る（

５
）。

当
時
、
大
坂
に
い
た
正
立
は
、
季
吟

の
指
示
に
よ
り
同
月
八
日
に
上
京
し
て
い
る（

６
）。『
北
村
季
任
聞
書（

７
）』の「
家

伝
切
紙　

三
鳥
之
口
伝
」
奥
書
に
は
、「
右
師
伝
之
趣
授
二―
与
正
立
生
一

者
也
。
明
十
日
東
行
／
之
節
依
レ
無
二
寸
障
一
而
使
二
正
立
生
書
写
一
以
加

二
奥
書
一
而
已
。
／
元
禄
二
年
十
二
月
九
日　

北
村
季
吟
〈
朱
印
〉」
と

あ
り
、
出
立
間
際
の
九
日
に
季
吟
か
ら
正
立
へ
と
「
三
鳥
之
口
伝
」
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
怱
卒
の
間
の
引
き
継
ぎ
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
改
め
て
書
写
を
す
る
暇
も
な
く
、
改
訂
後
の
『
十
如
是

和
歌
集
』
は
季
吟
が
江
戸
へ
持
ち
、
改
訂
前
の
も
の
は
京
に
残
る
正
立

に
付
与
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
書
名
が
『
為
尹
卿
千

首
和
歌
題
抄
』
か
ら
『
十
如
是
和
歌
集
』
へ
と
改
め
ら
れ
た
時
期
に
つ

い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

ま
た
、
佐
々
木
本
の
元
禄
六
年
（
癸
酉
）
の
勝
尹
奥
書
に
、
正
立
か

ら
借
り
て
書
写
し
た
と
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。『
微
意
』
が

季
吟
か
ら
正
立
に
送
ら
れ
た
際
の
書
状（

８
）に
は
「
必
々
よ
み
聞
せ
候
而
、

写
さ
せ
候
事
有
間
敷
候
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
扱
い
の
差
を
見
る
に
、『
十

如
是
和
歌
集
』
に
つ
い
て
は
、
柳
沢
吉
保
に
付
与
す
る
以
前
に
は
伝
授

書
と
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
前
稿
の
推
定
が
補
強
さ
れ

よ
う
。
な
お
、
勝
尹（

９
）に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
日
大
本
と
佐
々
木
本

と
の
詳
細
な
比
較
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
趣
旨
か
ら
や
や
逸
れ
る
た
め
、

別
稿
を
期
し
た
い
。

二　
『
湖
月
抄
』
の
年
立
に
関
す
る
「
一
説
」
に
つ
い
て

つ
い
で
、
本
稿
末
尾
に
翻
刻
し
た
『
微
意
』
中
巻）

（（
（

に
お
け
る
、
年
立

に
関
す
る
注
目
す
べ
き
記
述
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

『
源
氏
物
語
』
の
年
立
で
は
一
条
兼
良
の
旧
年
立
と
本
居
宣
長
の
新

年
立
が
著
名
で
あ
る
。
こ
の
二
者
の
間
で
乙
女
巻
と
玉
鬘
巻
と
の
接
続

の
捉
え
方
に
相
違
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
旧
年
立
が
玉

鬘
巻
を
乙
女
巻
第
三
年
の
翌
年
と
見
る
の
に
対
し
て
、
新
年
立
は
同
年

の
こ
と
と
見
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
年
立
の
見
解
が
既
に
『
湖
月
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抄
』
に
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る）

（（
（

。『
湖

月
抄
』
玉
鬘
巻
の
端
書
を
や
や
長
文
で
は
あ
る
が
引
用
し
よ
う
。

〈
花
〉
此
巻
は
乙
女
ノ
巻
に
次
第
を
た
て
ば
、
六
条
院
卅
五
歳
の

三
月
よ
り
十
二
月
ま
で

（
マ
マ
）事
を
い
へ
る
な
り
。〈
源
氏
君
の
年
数
諸

抄
如
レ
此
〉。

愚
案
ル
ニ
一
説
ニ
云
ク
、
此
巻
の
源
氏
の
年ネ

ン
レ
イ齢
卅
四
歳
の
九
月
よ
り

十
二
月
ま
で
の
事
あ
り
。
乙
女
ノ
巻
に
卅
四
歳
の
八
月
に
六
条
院

移ワ
タ
マ
シ徒

の
沙
汰
あ
り
し
、
其
次
の
九
月
な
る
べ
し
。
其
故
は
此
巻
に

三
月
よ
り
の
沙
汰
あ
る
は
、
玉タ

マ
カ
ヅ
ラ鬘
の
君
、
つ
く
し
に
て
の
事
に
て
、

源
氏
ノ
君
の
年
齢
に
は
か
ぞ
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
只
此
巻
に
右
近

初
瀬
に
て
玉
鬘
の
君
に
め
ぐ
り
あ
ひ
て
、
源
氏
の
君
に
申
せ
し
所

に
、「
〽
か
く
云
は
九
月
の
事
な
り
け
る
」
と
云
よ
り
を
、
源
氏

の
年
月
に
は
か
ぞ
ふ
べ
き
に
や
。
然シ

カ
レ
ば
乙
女
の
巻
に
秋
好
の
中
宮

よ
り
、
紫
の
上
へ
つ
か
は
さ
れ
し
紅
葉
の
か
へ
り
ご
と
あ
る
胡コ

蝶テ
フ

の
巻
、
翌ヨ

ク
ネ
ン年
源
氏
卅
五
歳
の
春
に
あ
た
り
侍
る
に
や
。

問
、
玉
鬘カ

ツ
ラ
の
巻
、
源
氏
卅
四
歳
、
六
条
院
う
つ
り
の
年
の
九
月
と

な
ら
ば
、
乙
女
の
巻
に
明
石
の
う
へ
は
、
か
の
巻
の
す
ゑ
に
神
無

月
に
六
条
院
に
わ
た
り
給
へ
る
よ
し
み
え
た
り
。
し
か
る
に
此
巻

に
源
氏
ノ
君
、
夕
顔
上
の
事
を
宣ノ

タ
マ
ふ
所
に
、「
〽
北
の
町
に
も
の

す
る
人
の
な
み
に
は
な
ど
か
み
ざ
ら
ま
し
」
と
の
給
へ
り
。
此
巻
、

源
氏
卅
四
歳
の
九
月
と
い
は
ゞ
、
い
ま
だ
明
石
の
上
、
六
条
院
に

う
つ
り
給
は
ぬ
已
前
な
る
べ
し
。
し
か
る
に
、
か
く
北
の
町
と
う

ち
ま
か
せ
て
の
給
は
ん
事
、
如
何
。

答
、
明
石
ノ
上
、
北
の
町
に
お
は
す
べ
き
事
は
、
乙
女
の
巻
に
、

四
ま
ち
つ
く
り
給
ふ
時
よ
り
既ス

デ

に
明
石
ノ
上
の
御
か
た
と
定
て
、

「
〽
わ
れ
は
が
ほ
な
る
は
ゝ
そ
は
ら
」
な
ど
あ
り
。
然
ば
い
ま
だ

わ
た
り
給
は
ぬ
已
前
に
も
、
北
の
町
と
う
ち
ま
か
せ
て
の
給
ん
事
、

さ
も
あ
る
べ
し
。

問
、
此
巻
を
源
氏
卅
四
歳
と
い
は
ゞ
、
若
菜
の
巻
の
上
、
源
氏
四

十
の
御
賀
の
年
数
に
あ
は
せ
ん
事
、
如
何
。

答
、
真
木
柱
の
巻
、
諸
抄
に
は
源
氏
卅
七
歳
よ
り
卅
八
歳
の
十
一

月
ま
で
と
い
へ
り
。
し
か
れ
ど
も
、
玉
鬘
、
男
子
を
う
み
た
ま
へ

る
十
一
月
の
事
過
て
末
に
、「
〽
秋
の
夕
の
た
ゞ
な
ら
ぬ
に
」
と

い
ふ
詞
あ
り
。
此
詞
一
年
を
く
は
へ
た
る
も
の
に
や
。
し
か
ら
ば

此
説
に
し
た
が
は
ゞ
、
真
木
柱
の
巻
は
源
氏
卅
六
七
八
歳
三
年
の

事
籠
り
て
、
諸
抄
の
説
に
一
年
お
ほ
く
て
、
わ
か
な
の
上
、
源
の

四
十
の
賀
年
数
相
異
な
き
な
る
べ
し
。
猶
哲
人
の
明
弁
を
待
而
已）

（（
（

。

（『
湖
月
抄
』
玉
鬘
巻
、
端
書
、
1
丁
オ
～
2
丁
オ
）

こ
の
よ
う
に
『
湖
月
抄
』
の
「
一
説
」
は
、
新
年
立
同
様
、
玉
鬘
巻

を
乙
女
巻
第
三
年
の
同
年
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
生
じ
た
旧
年
立
と
の

一
年
の
ず
れ
を
、『
湖
月
抄
』
の
「
一
説
」
は
真
木
柱
巻
の
末
に
一
年

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
年
立
は
帚
木
巻
か
ら
乙
女
巻
ま
で
を
一

年
ず
つ
繰
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
解
決
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、『
湖
月
抄
』
で
「〈
愚
按
〉
彼
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の
一
説
の
ご
と
く
な
ら
ば
卅
五
歳
歟
」（
蛍
巻
、
端
書
、
1
丁
ウ
）、「〈
愚

按
〉
彼
一
説
の
義
に
よ
ら
ば
源
氏
卅
六
歳
な
る
べ
し
」（
藤
袴
巻
、
端
書
、

1
丁
ウ
）
の
ご
と
く
言
及
さ
れ
る
、
こ
の
「
一
説
」
の
出
処
で
あ
る
。『
湖

月
抄
』
玉
鬘
巻
の
端
書
で
「
一
説
ニ
云
ク
」
と
記
す
こ
と
や
他
の
箇
所

で
「
彼
一
説
に
し
た
が
は
ゞ
」（
行
幸
巻
、
端
書
、
1
丁
ウ
）
な
ど）

（（
（

と
記

す
こ
と
か
ら
は
、
先
行
諸
注
か
ら
の
引
用
や
何
人
か
の
講
釈
に
よ
る
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る）

（（
（

た
め
、
宣
長
や
先
行
研
究
は
、『
湖
月
抄
』
の
「
一

説
」
で
は
、
と
慎
重
に
扱
っ
て
き
た）

（（
（

。
こ
こ
で
『
微
意
』
中
巻
、
乙
女

巻
の
注
記
181
に
目
を
転
じ
る
と
、
こ
の
「
一
説
」
が
季
吟
説
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
然
と
す
る
の
で
あ
る
。

お
と
ゝ
此
紅
葉
の
御
せ
う
そ
こ
い
と
ね
た
け
な
め
り
。
春
の
花
盛

に
此
御
い
ら
へ
は
聞
え
給
へ
。

是
、
来
春
の
花
ざ
か
り
に
此
返
報
は
あ
る
べ
し
と
也
。
是
、
光

君
卅
四
歳
の
九
月
也
。
来
春
卅
五
歳
の
三
月
に
こ
そ
此
御
い
ら

へ
あ
る
べ
き
を
、
諸
抄
に
あ
や
ま
り
て
卅
六
歳
の
春
と
す
。
何

ゆ
へ
に
か
く
は
げ
ま
し
給
ふ
御
い
ら
へ
の
一
年
を
隔
つ
べ
き
。

湖
月
抄
に
は
じ
め
て
こ
の
明
る
年
の
源
氏
君
卅
五
歳
の
三
月
な

る
よ
し
を
一
説
に
し
る
せ
り
。
是
則
正
説
と
用
ゆ
べ
し
。

傍
線
部
「
湖
月
抄
に
は
じ
め
て
」「
一
説
に
し
る
せ
り
」
と
あ
り
、

季
吟
自
身
が
玉
鬘
巻
端
書
の
「
一
説
」
を
独
自
の
説
と
認
識
し
て
い
た）

（（
（

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、『
微
意
』
中
巻
、
玉
鬘
巻
冒
頭
の
注

記
182
に
は
以
下
の
ご
と
く
記
さ
れ
る
。

花
鳥
餘
情
云
、
此
巻
は
乙
女
巻
に
次
第
を
た
て
ば
、
六
条
院
卅

五
歳
の
三
月
よ
り
十
二
月
ま
で
の
事
を
い
へ
る
也
〈
云
／
々
〉。

是
御
誤
り
な
る
べ
し
。
此
巻
の
源
氏
の
年
齢
、
卅
四
歳
の
九
月

よ
り
十
二
月
ま
で
の
事
あ
り
。
乙
女
巻
に
卅
四
歳
の
八
月
に
六

条
院
移
徒
の
沙
汰
有
し
、
其
次
の
九
月
よ
り
な
る
べ
し
。
猶
湖

月
抄
に
委
け
れ
ば
略
レ
之
。〔
後
略
〕

前
掲
の
『
湖
月
抄
』
玉
鬘
巻
の
端
書
と
は
、
注
記
の
態
度
が
異
な
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
他
に
も
『
微
意
』
真
木
柱
巻
の
冒
頭
に
は
「
卅

八
歳
の
秋
ま
で
の
事
有
と
心
得
べ
し
。
諸
抄
の
義
不
用
之
」（
中
巻
、
注

記
255
）
と
あ
る
の
に
対
し
て
、『
湖
月
抄
』
真
木
柱
巻
の
端
書
で
は
以

下
の
ご
と
く
『
細
流
抄
』
と
「
彼
一
説
」
と
の
併
記
に
と
ど
め
て
い
る
。

〈
細
〉
源
三
十
七
の
十
月
よ
り
三
十
八
の
秋
ま
で
の
事
あ
り
。
但

末
に
十
一
月
に
い
と
お
か
し
き
ち
ご
を
さ
へ
い
だ
き
給
ふ
と
あ
れ

ば
十
一
月
ま
で
の
事
あ
る
か
。〈
孟
同
義
〉

〈
愚
案
〉
彼
一
説
の
義
に
よ
ら
ば
此
巻
源
氏
卅
六
歳
の
十
月
よ
り

卅
七
歳
の
十
一
月
ま
で
の
事
を
か
き
て
さ
て
其
後
に
秋
の
夕
の

た
ゞ
な
ら
ぬ
に
と
書
た
る
に
一
年
を
く
は
へ
て
卅
八
歳
の
秋
ま
で

と
い
ふ
べ
し
。	

（『
湖
月
抄
』
真
木
柱
巻
、
端
書
、
1
丁
ウ
）
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『
湖
月
抄
』
は
こ
の
よ
う
な
抑
制
的
な
態
度
と
諸
注
集
成
的
性
格
と

に
よ
っ
て
、
物
足
り
な
い
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
し
か

し
、『
微
意
』
と
『
湖
月
抄
』
の
注
記
の
態
度
の
差
を
見
る
に
、
そ
れ

は
季
吟
の
能
力
の
限
界
に
よ
る
の
で
は
な
く
、『
湖
月
抄
』
の
方
法
ゆ

え
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、『
湖
月
抄
』
で
は
以
下
の
ご
と
く
、
師
説
の
肩
付
の
後
に
、「
一

説
」
の
肩
付
を
付
し
て
師
説
と
対
立
す
る
説
を
記
す
場
合
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
「
一
説
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
季
吟
説
で
あ
る
可
能
性
を

も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

人
げ
な
き
あ
り
さ
ま
を

〈
師
〉
空
蝉
の
身
を
卑
下
し
て
我
か
く
人
げ
な
き
さ
ま
を
う
ち

と
け
ま
み
え
ま
い
ら
せ
ん
も
あ
ぢ
き
な
く
と
也
。〈
一
説
〉
主

定
り
た
る
身
の
又
源
氏
に
あ
は
ん
事
貞
女
の
道
な
ら
ね
ば
人
げ

な
き
あ
り
さ
ま
と
な
り
。	（『
湖
月
抄
』
帚
木
巻
、
48
丁
オ
、
頭
注
）

三　

季
吟
と
『
源
語
秘
訣
』

続
い
て
、
季
吟
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
『
源
語
秘
訣
』
に
つ
い
て
取

り
扱
う
。
た
だ
し
、
既
に
旧
稿）

（（
（

に
触
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
本
稿

で
は
略
述
に
と
ど
め
た
い
。
詳
細
は
旧
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

稿
者
は
、
伝
季
吟
筆
『
源
語
秘
訣
』
に
つ
い
て
、
無
窮
会
所
蔵
本）

（（
（

と

九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本）

（（
（

の
所
在
を
把
握
し
て
い
る）

（（
（

。
ま
た
、
湖

春
筆
『
源
語
秘
訣）

（（
（

』
が
東
海
大
学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫
に
蔵
さ
れ
て

い
る
。

そ
れ
ら
三
本
に
共
通
す
る
季
吟
奥
書
に
は
「
右
一
冊
者
以
二
如
庵
宗

乾
伝
受
之
本
一
令
二
書
写
一
畢　

寛
永
十
九
年
十
月
中
旬　

拾
穂
（
稿
者

注
：
季
吟
）」
と
あ
る
。
傍
線
部
「
如
庵
宗
乾
」
は
、『
湖
月
抄
』「
凡
例
」

に
記
さ
れ
る
季
吟
の
源
氏
学
の
師
「
箕
形
如
庵
」
と
同
一
人
物
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
秦
宗
巴
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
の
刊
記
「
慶
長
九
暦

閼
逢
執
除
姑
洗
良
辰
／
日
東　

洛
陽　

如
庵
〈
宗
乾
〉
刊
行
」
な
ど）

（（
（

に

見
え
る
開
版
者
「
如
庵
宗
乾
」
と
も
同
一
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、

こ
の
開
版
者
「
如
庵
宗
乾
」
は
医
師
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。

さ
ら
に
、
秦
宗
巴
と
季
吟
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
か
つ
、

秦
宗
巴
と
季
吟
の
祖
父
・
宗
龍
は
と
も
に
曲
直
瀬
一
渓
（
初
代
道
三
）

門
下
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
年
代
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
北
村
家
と
秦
宗
巴
、
如
庵
宗
乾
ら
に
よ
る
医

師
の
交
流
圏
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
の
跋
文
を
中
院
通
勝
が
記
し
て
い

る
こ
と）

（（
（

と
、
中
院
通
勝
『
岷
江
入
楚
』
を
季
吟
が
『
湖
月
抄
』
で
用
い
、

『
微
意
』
で
参
照
し
て
い
る
こ
と）

（（
（

と
を
併
せ
考
え
る
と
、『
岷
江
入
楚
』

入
手
の
経
路
や
使
用
す
る
に
至
る
経
緯
も
こ
れ
ら
の
交
流
圏
に
由
来
す

る
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
交
流
圏
が
季
吟
に
与
え
た
影

響
に
つ
い
て
は
今
後
の
講
究
が
求
め
ら
れ
る
。
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四　
『
源
氏
物
語
忍
草
』
に
つ
い
て

本
章
で
は
、
季
吟
周
辺
の
『
源
氏
物
語
』
関
連
書
と
し
て
、『
源
氏

物
語
忍
草）

（（
（

』
の
伝
本
を
報
告
す
る）

（（
（

。
ま
ず
は
書
誌
を
記
す
。

洲
本
市
立
洲
本
図
書
館
蔵
、
柴
野
栗
山
旧
蔵
。
写
本
。
楮
紙
袋
綴
。
四

冊
。
縦
二
七
・
八
糎
×
横
一
九
・
〇
糎
。
栗
皮
色
無
地
表
紙
、
打
付
書

「
示
蒙
源
語
略
」（
左
肩
）、
貼
紙
「
函
三
八
号
／
集
門
二
三
号
／
一
部

四
冊
／
示
蒙
源
語
略
／
津
名
郡
教
育
会
」（
中
央
上
部
）。
各
冊
四
つ
目

綴
じ
の
三
つ
目
の
綴
じ
穴
の
右
下
に
そ
れ
ぞ
れ
「
春
（
夏
・
秋
・
冬
）」

と
記
さ
れ
る
。
第
一
冊
目
表
紙
の
み
、
右
下
に
貼
紙
「
奎
」、
中
央
に

白
墨
で
「
源
氏
物
語
／
の
指
導
書
」
と
あ
り
。

墨
付
丁
数
、
第
一
冊
77
丁
、
第
二
冊
68
丁
、
第
三
冊
70
丁
、
第
四
冊
75

丁
。
遊
紙
ナ
シ
。
一
面
概
ね
九
行
書
、
一
行
二
十
～
二
十
二
字
程
度
。

各
冊
、
巻
頭
に
巻
名
目
録
を
付
す
。
内
訳
は
第
一
冊
・
桐
壺
～
関
屋
巻
、

第
二
冊
・
絵
合
～
藤
裏
葉
巻
、
第
三
冊
・
若
菜
～
紅
梅
巻
、
第
四
冊
・

橋
姫
～
夢
浮
橋
巻
。

印
記
、
各
冊
に
「
柴
邦
彦
図
書
後
／
帰
阿
波
国
文
庫
／
別
蔵
于
江
戸
雀

林
／
荘
之
万
巻
楼
」（
陽
文
朱
方
印
）、「
柴
氏
家
／
蔵
図
書
」（
陽
文
朱
長

方
印
）。

奥
書
「
此
よ
つ
の
と
き
に
わ
か
て
る
巻
は
／
拾
穂
軒
季
吟
翁
の
わ
ら
は

へ
の
／
見
や
す
か
ら
ん
た
め
に
と
て
か
き
て
／
お
の
れ
に
お
く
れ
る
也

／
元
禄
の
す
ゑ
の
と
し　

広
澄
」。

洲
本
図
書
館
本
は
、
正
宗
文
庫
本）

（（
（

（
伝
季
吟
筆
）
を
祖
本
と
す
る
臨

模
本
で
あ
り
、
正
宗
文
庫
本
が
第
四
冊
の
み
の
零
本
で
あ
る
の
に
対
し
、

完
本
で
あ
る
こ
と
に
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。
洲
本
図
書
館
本
第
四
冊
は
、

正
宗
文
庫
本
と
字
詰
や
仮
名
の
字
母
ま
で
共
通
す
る
が
、
正
宗
文
庫
本

の
扉
に
あ
た
る
部
分
を
欠
く
。
な
お
、
正
宗
文
庫
本
に
お
い
て
本
文
と

奥
書
と
が
別
筆
で
あ
る
の
に
対
し
、
洲
本
図
書
館
本
は
同
筆
で
あ
る
こ

と
も
、
正
宗
文
庫
本
が
洲
本
図
書
館
本
の
祖
本
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と

な
る
。

正
宗
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
影
印
と
海
野
圭
介
氏
に
よ
る
解
題
が
備

わ
る）

（（
（

た
め
、
以
下
、
本
稿
で
は
略
述
に
と
ど
め
る
。

正
宗
文
庫
本
は
、
刊
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
跋
文
の
末
尾
の
二
首
の
和

歌
を
欠
き
、「
拾
穂
軒
」、
す
な
わ
ち
季
吟
の
号
が
記
さ
れ
る
。
加
え
て
、

前
記
「
広
澄
」、
す
な
わ
ち
住
吉
具
慶
の
奥
書
を
有
し
、「
住
吉
／
絵
所
」

の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
季
吟
周
辺
か
ら
住
吉
具
慶
に
送
ら
れ
た）

（（
（

も
の
と
考
え
ら
れ
、
奥
書
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
『
源
氏
物
語
忍
草
』
の

作
者
や
成
立
に
検
討
の
余
地
を
生
じ
さ
せ
う
る）

（（
（

重
要
な
伝
本
で
あ
る
。

た
だ
し
、
第
四
冊
の
み
の
零
本
で
あ
る）

（（
（

た
め
、
他
本
と
の
比
較
に
制
限

が
あ
っ
た
。
臨
模
本
で
あ
る
洲
本
図
書
館
本
の
出
現
に
よ
っ
て
、
一
定

程
度
、
そ
の
欠
を
補
い
う
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
洲
本
図
書
館
本
の
伝
来
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
こ
う
。
洲
本

図
書
館
本
は
、
住
吉
広
行
に
よ
っ
て
柴
野
栗
山
へ
と
伝
え
ら
れ
た
伝
本

で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。
両
者
に
は
、
共
著
『
寺
社
宝
物
展
閲
目
録
』

が
あ
る
。
同
書
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）、
柴
野
栗
山
・
住
吉
広
行
が
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幕
命
に
よ
っ
て
、
山
城
国
・
大
和
国
の
寺
社
を
調
査
し
た
宝
物
目
録
で

あ
り
、
屋
代
弘
賢
『
道
の
幸
』
に
も
そ
の
調
査
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
関
わ
り
に
よ
っ
て
、
住
吉
家
に
伝
わ
る
『
源
氏
物

語
忍
草
』
を
栗
山
が
手
に
す
る
機
会
が
生
じ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

終
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
十
如
是
和
歌
集
』『
源
氏
物
語
忍
草
』
の
新
出
伝
本
の

報
告
、『
微
意
』
の
記
述
に
よ
る
『
湖
月
抄
』
に
お
け
る
年
立
に
関
す

る
「
一
説
」
が
季
吟
説
で
あ
る
こ
と
の
証
明
、『
源
語
秘
訣
』
の
季
吟

奥
書
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
季
吟
周
辺
の
交
流
圏
に
つ
い
て
の
論
述
を

行
っ
た
。

次
稿
で
は
、『
微
意
』
全
巻
の
翻
刻
が
出
揃
う
た
め
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
、
季
吟
の
源
氏
学
の
一
端
に
言
及
し
た
い
。

注（１
）
拙
稿
「
北
村
季
吟
の
源
氏
学
（
一
）
―
―
附
・
日
本
大
学
総
合
学
術
情

報
セ
ン
タ
ー
蔵
『
源
氏
物
語
微
意　

上
』
翻
刻
―
―
」（『
詞
林
』
第
57
号
、

平
27
・
4
）。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
「
前
稿
」
は
同
稿
を
指
す
。
な
お
、

前
稿
に
以
下
の
誤
り
が
あ
っ
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
す
る
。
54
頁
上
段
1
行

目
、
誤
：
此
十
首
之
題
也
、
正
：
此
千
首
之
題
也
。
54
頁
上
段
5
行
目
、
誤
：

実
葉
卿
、
正
：
実
業
卿
。

（
２
）
請
求
記
号
：911.104/K

i.68/9

。
辻
勝
美
・
那
須
陽
一
郎
「
日
本
大
学

所
蔵
『
十
如
是
和
歌
集
』
に
つ
い
て
―
―
翻
刻
紹
介
・
付
初
句
索
引
―
―
」

（『
語
文
』（
日
本
大
学
）、
第
123
輯
、
平
17
・
12
）、
な
ら
び
に
前
稿
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
３
）
現
職
は
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
教
授
。

（
４
）
元
禄
二
年
奥
書
全
文
を
以
下
に
示
す
。「
元
禄
二
年
正
月
十
五
日
依
二
清

水
谷
黄
門
〈
実
業
卿
〉
／
御
所
望
之
旨
一
重
馳
二
禿
筆
於
新
玉
津
嶋
之
梅
花

／
下
一。
聊
有
二
前
後
損
益
一
者
也
。〈
此
本
蝋
地
鳥
子
八
半
之
小
本
〉。
／
同

年
閏
正
月
六
日　

七
松
処
士
」。
な
お
、
こ
の
奥
書
に
関
連
す
る
記
述
と
し
て
、

季
吟
「
新
玉
津
島
後
記　

元
禄
二
年
二
月
七
日
」（『
道
の
さ
か
へ
』）
に
、「
元

禄
二
年
閏
正
月
十
五
日
、
清
水
谷
中
納
言
〈
実
業
卿
〉
の
亭
に
て
、
詩
歌
の

会
に
、
神
祇
／
た
の
む
ぞ
よ
玉
津
島
江
の
も
く
づ
を
も
／
ふ
か
き
め
ぐ
み
の

か
ず
に
も
ら
す
な
」（
現
物
未
見
。
以
下
、『
道
の
さ
か
へ
』
の
引
用
は
『
道

の
栄
』（
北
村
季
吟
大
人
遺
著
刊
行
会
、
昭
37
・
9
）
に
よ
る
。
39
～
40
頁
）

と
あ
る
。

（
５
）
季
吟
「
橋
柱
の
文
台
の
記
」（『
道
の
さ
か
へ
』）
に
、「
元
禄
二
年
し
は

す
の
十
日
、
江
戸
に
ま
う
づ
る
か
ど
で
す
と
て
、
つ
と
め
て
御
社
に
ま
い
り

て
、
ま
か
り
ま
う
し
す
る
に
、
砌
の
松
に
雪
お
も
し
ろ
く
降
に
け
れ
ば
／
出

て
ゆ
く
名
残
を
い
と
ど
お
し
め
と
や
／
玉
津
し
ま
わ
の
松
の
し
ら
雪
」（
56

頁
）
と
あ
る
。

（
６
）
野
村
貴
次
「
第
四
章　

継
ぐ
べ
か
り
し
人
正
立
」『
北
村
季
吟
古
注
釈
集

成
解
説　

季
吟
本
へ
の
道
の
り
』（
新
典
社
、
昭
58
・
3
、
北
村
季
吟
古
註

釈
集
成
別
1
）
に
詳
し
い
。

（
７
）
無
窮
会
蔵
、
平
沼
文
庫
、
請
求
記
号
：
二
一
〇
五
九
。
正
立
の
古
今
伝

授
の
日
時
の
問
題
に
も
触
れ
て
い
る
た
め
、
詳
し
く
は
前
稿
注
（
10
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
８
）「
北
村
季
吟
書
簡
：
北
村
正
立
宛
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、請
求
記
号
：

チ06	03890	0029	0002

）。
元
禄
八
年
五
月
十
二
日
の
書
簡
で
あ
る
。
前
稿

40
～
41
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
９
）
林
述
斎
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
見
え
る
「
勝
尹
」
の
う
ち
、
生

没
年
か
ら
は
内
藤
勝
尹
が
該
当
し
う
る
が
、
元
禄
六
年
に
は
十
一
歳
で
あ
り
、

か
つ
正
立
と
の
関
わ
り
の
有
無
も
判
然
と
し
な
い
。
未
詳
と
し
て
お
き
た
い
。

（
10
）
な
お
、『
微
意
』
中
巻
に
は
、
既
に
題
簽
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
源

氏
物
語
微
意　

中
」
と
記
す
題
簽
様
の
紙
片
が
中
途
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
事
象
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
現
時
点
で
は
不
詳
と
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
諸
賢
の
御
教
示
を
賜
り
た
い
。

（
11
）
一
例
を
挙
げ
る
と
、
稲
賀
敬
二
「
第
二
節　

源
氏
小
鑑
の
類
本
と
成
立
」

『
源
氏
物
語
の
研
究　

成
立
と
伝
流　

補
訂
版
』（
笠
間
書
院
、
初
版
昭
42
・

9
、
補
訂
版
昭
58
・
10
）
に
、

（
稿
者
注
：『
源
氏
小
鑑
』
百
十
首
本
系
統
の
伝
本
に
）
少
女
巻
の
「
心

か
ら
」
の
歌
の
返
事
が
「
そ
の
つ
ぎ
の
春
」
に
来
た
と
書
い
て
い
る
の

は
、
注
目
し
て
よ
い
事
で
あ
る
。
花
鳥
余
情
は
少
女
巻
に
つ
い
て
「
源

氏
君
三
十
二
歳
の
三
月
よ
り
三
十
四
の
十
月
ま
で
の
事
」
と
云
い
、
玉

鬘
巻
を
「
六
条
院
三
十
五
歳
の
三
月
よ
り
十
二
月
ま
で
の
事
を
い
へ
る

也
」
と
す
る
。
花
鳥
余
情
の
考
え
方
で
ゆ
け
ば
、
胡
蝶
巻
を
含
む
初
音

巻
以
下
は
、
玉
鬘
巻
の
翌
年
、
す
な
わ
ち
源
氏
三
十
六
歳
の
事
と
な
り
、

少
女
巻
で
詠
ま
れ
た
歌
の
返
歌「
花
ぞ
の
の
」は
、一
年
へ
だ
て
て
翌
々

年
に
詠
ま
れ
た
こ
と
と
な
る
。
こ
う
な
る
と
こ
の
贈
答
は
ま
こ
と
に
間

の
ぬ
け
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
湖
月
抄
は
玉
鬘
巻
に
つ
い
て
、

愚
案
、
一
説
云
、
此
巻
の
源
氏
の
年
齢
三
十
四
歳
の
九
月
よ
り
十

二（
マ
マ
）まで
の
事
あ
り

と
云
っ
て
い
る
が
、
宣
長
の
「
玉
の
小
櫛
」
は
湖
月
抄
の
一
説
な
ど
は

全
く
無
視
し
て
、
花
鳥
余
情
の
年
立
に
代
表
さ
れ
る
立
場
を
「
諸
抄
」

と
よ
ん
で
、
そ
の
欠
陥
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
少
女
・
玉
鬘
・
胡
蝶
の
つ
づ
き
方
か
ら
云
え
ば
、
湖
月
抄
・
宣

長
の
云
う
通
り
で
あ
っ
て
、
花
鳥
余
情
の
兼
良
の
説
は
、
贈
答
の
間
に

三
年
を
要
す
る
点
で
不
充
分
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
花
鳥
余
情
以
前

か
ら
、
小
鑑
に
見
え
る
よ
う
な
、
少
女
巻
末
年
の
翌
年
を
胡
蝶
巻
と
次

で
す
る
年
立
の
考
え
方
が
あ
っ
た
事
は
、
右
の
小
鑑
の
引
用
文
か
ら
知

り
え
よ
う
。
小
鑑
の
資
料
的
価
値
を
示
す
一
例
と
申
せ
よ
う
。（
228
頁
）

と
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
。

（
12
）『
湖
月
抄
』
の
引
用
に
際
し
て
は
、『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』（
新
典
社
、
昭

52
・
7
～
53
・
7
、
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
7
～
17
）
を
用
い
た
。
同
書
の

底
本
は
早
印
本
で
は
あ
る
が
、
一
部
に
野
村
氏
の
操
作
が
加
わ
る
た
め
、
他

の
伝
本
も
適
宜
参
照
し
、
異
同
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
以
下
、
同

様
で
あ
る
。

（
13
）『
湖
月
抄
』
で
は
年
立
に
関
す
る
記
述
と
し
て
、「
源
氏
物
語
年
立　

上
」

25
丁
オ
・
25
丁
ウ
・
29
丁
オ
・
31
丁
オ
・
31
丁
ウ
の
頭
注
、
初
音
・
胡
蝶
・

蛍
・
常
夏
・
篝
火
・
野
分
・
行
幸
・
藤
袴
・
真
木
柱
巻
の
端
書
、
玉
鬘
巻
26

丁
ウ
～
27
丁
オ
の
頭
注
「
か
く
い
ふ
は
な
か
月
の
事
也
け
り
」、
真
木
柱
巻

39
丁
ウ
の
頭
注
「
其
年
の
十
一
月
に
」、
同
巻
40
丁
ウ
～
41
丁
オ
の
頭
注
「
秋

の
夕
の
た
ゝ
な
ら
ぬ
に
」
に
お
い
て
、「
一
説
」
に
関
す
る
言
及
が
見
え
る
。

（
14
）
以
下
、『
湖
月
抄
』
に
お
け
る
「
一
説
」
の
用
法
を
確
認
す
る
。

ほ
の
め
か
す

只
今
と
は
れ
ま
い
ら
せ
て
た
の
む
心
も
又
物
思
ひ
も
そ
ふ
故
に
思
む

す
ぼ
ゝ
れ
ぬ
る
と
也
。霜
は
む
す
ぼ
ゝ
る
ゝ
と
い
は
ん
縁
語
也
。〈
細
〉

な
か
ば
は
と
あ
る
を
源
と
小
将
と
の
事
を
思
む
す
ぼ
ゝ
る
る
と
云
説

あ
り
、
い
か
ゞ
。
た
ゞ
驚
か
し
給
ふ
に
よ
り
て
過
半
は
し
ほ
る
ゝ
と

云
な
る
べ
し
。
又
一
説
〈
孟
〉
荻
が
返
し
う
ら
み
申
心
也
。

（『
湖
月
抄
』
夕
顔
巻
、
49
丁
オ
、
頭
注
）

こ
こ
で
は
、『
細
流
抄
』
の
肩
付
の
引
用
「
た
ゞ
驚
か
し
給
ふ
に
よ
り
て
」
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の
後
に
、「
又
一
説
」
と
し
て
対
立
す
る
『
孟
津
抄
』
の
説
を
引
い
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
先
行
諸
注
を
引
用
す
る
際
の
「
別
の
説
」
と
い
う
意
味
で
も

「
一
説
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

と
く
ま
い
り
給
は
ん
事
を

〈
師
〉
若
宮
を
具
し
ま
い
ら
せ
て
母
君
に
と
く
参
内
し
給
へ
と
そ
ゝ

の
か
す
也
。
一
説
〈
抄
〉
光
君
を
と
く
内
へ
ま
い
ら
せ
給
へ
と
也
。

（『
湖
月
抄
』
桐
壺
巻
、
15
丁
ウ
、
頭
注
）

こ
れ
も
同
様
に
対
立
す
る
説
を
「
一
説
」
と
し
て
示
す
例
で
あ
る
。
こ
こ

で
は「
師
説
」と
対
立
す
る
説
を
示
し
て
い
る
。他
に
、以
下
の
ご
と
く
、「
愚

案
」
や
師
説
に
「
一
説
」
を
含
む
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
と
つ
ひ
き
ひ
う

〈
細
〉
こ
と
つ
ひ
は
源
の
か
き
な
ら
し
給
ふ
躰
を
い
へ
り
。
花
鳥
に

見
え
た
り
。
き
び
う
は
心
得
ざ
る
也
。
い
か
さ
ま
う
つ
く
し
き
か
た

ち
也
。〈
哢
〉
花
鳥
に
委
。
こ
と
つ
き
な
ど
い
ふ
詞
あ
り
。
琴
の
躰
也
。

〈
花
〉
狛コ
マ

氏
十
巻
抄
云
、
こ
と
つ
き
、
事
粒
、
こ
と
さ
い
、
三
説
あ
り
。

つ
き
は
人
の
か
ほ
つ
き
也
。
つ
び
は
其
姿
顔
つ
ぼ
み
た
る
物
か
ら

物
々
し
く
け
高
く
濃
コ
マ
ヤ
カに
あ
ひ
た
る
心
也
。〈
下
略
〉。〈
河
〉
こ
と
つ

び
は
其
す
が
た
也
。〈
愚
按
〉
河
花
に
事
の
字
の
一
説
あ
り
。
今
細
ノ

御
説
琴
の
義
な
れ
ば
事
の
義
不
レ
用
。〔
後
略
〕

（『
湖
月
抄
』
常
夏
巻
、
9
丁
ウ
～
10
丁
オ
、
頭
注
）

さ
ら
に
こ
と
な
く

〈
細
〉
こ
と
な
く
は
無ナ
ク

レ
事コ
ト

也
。
難
な
く
沙
汰
せ
よ
と
也
。〈
孟
〉
葬

礼
の
事
を
取
つ
く
ろ
へ
と
の
給
へ
ど
、
何
か
事゙
々
し
く
す
べ
き
ぞ
、

我
に
任
せ
ら
れ
よ
と
惟
光
が
申
也
。〈
師
〉
細
孟
如
レ
此
。
但
一
説
、

更
に
事
な
く
し
な
せ
と
は
、
更
に
こ
と
が
ま
し
か
ら
ず
、
ひ
そ
か
に

し
な
せ
と
也
。
さ
や
う
に
は
の
給
へ
ど
、
惟
光
が
御
前
を
立
を
御
覧

じ
て
忍
び
か
ね
て
み
づ
か
ら
も
出
だ
ち
給
ふ
と
の
儀
也
。

（『
湖
月
抄
』
夕
顔
巻
、
37
丁
ウ
、
頭
注
）

（
15
）
高
橋
和
夫
「
源
氏
物
語
年
紀
攷
」『
源
氏
物
語
の
主
題
と
構
想
』（
桜
楓
社
、

初
版
昭
41
・
2
、三
版
昭
55
・
10
。初
出
、『
群
馬
大
学
紀
要　

人
文
科
学
篇
』

第
8
巻
第
12
号
、
昭
34
・
6
）
の
よ
う
に
、「
旧
年
立
一
説
」
や
「
湖
月
抄

に
引
用
す
る
「
一
説
」」
と
し
て
、『
湖
月
抄
』
の
「
一
説
」
を
旧
年
立
の
一

部
と
す
る
例
も
あ
る
。

（
16
）
大
朝
雄
二
「
第
一
章　

並
び
の
巻
攷
」『
源
氏
物
語
正
篇
の
研
究
』（
桜

楓
社
、
昭
50
・
10
。
初
出
、
紫
式
部
学
会
編
『
源
氏
物
語
研
究
と
資
料
―
―

古
代
文
学
論
叢
第
一
輯
―
―
』（
武
蔵
野
書
院
、
昭
44
・
6
））
で
は
、『
河

海
抄
』
の
伝
本
に
よ
っ
て
は
「
少
女
巻
末
と
玉
鬘
巻
と
が
同
年
の
記
事
と
理

解
す
る
読
み
方
の
さ
き
が
け
が
河
海
抄
で
あ
っ
た
」（
39
頁
）
と
解
し
う
る

と
す
る
。
ま
た
、
注
（
11
）
の
ご
と
く
、「
花
鳥
余
情
以
前
か
ら
、
小
鑑
に

見
え
る
よ
う
な
、
少
女
巻
末
年
の
翌
年
を
胡
蝶
巻
と
次
で
す
る
年
立
の
考
え

方
が
あ
っ
た
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
季
吟
自
身
が
自
説

を
如
何
に
捉
え
て
い
た
か
を
焦
点
と
し
た
い
。

（
17
）
拙
稿
「
伝
北
村
季
吟
筆
『
源
語
秘
訣
』
と
箕
形
如
庵
宗
乾
」（『
語
文
』（
大

阪
大
学
）
第
104
輯
、
平
27
・
6
）。

（
18
）
無
窮
会
蔵
、
平
沼
文
庫
。
整
理
番
号
：
二
一
二
六
四
。
詳
し
く
は
注

（
17
）
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。
請
求
記
号
：
五
四
五
／
ケ
／
三
一
。
詳
し

く
は
注
（
17
）
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
20
）「
北
村
家
現
存
遺
物
目
録
」（
祇
王
小
学
校
『
北
村
季
吟
』（
昭
30
・
3
）

に
よ
る
）
に
は
、「
一
、
源
語
秘
訣　

一
冊　

同
（
稿
者
注
：
季
吟
自
筆
）」

（
132
頁
）
と
あ
り
、
昭
和
三
十
年
頃
に
は
季
吟
自
筆
『
源
語
秘
訣
』
が
北
村

家
に
伝
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
稿
者
は
所
在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
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（
21
）
東
海
大
学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
湖
春
筆
本
。
整
理
番
号
：
桃
九
―

八
一
。
詳
し
く
は
注
（
17
）
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

以
下
、
湖
春
筆
本
に
つ
い
て
、
注
（
17
）
の
拙
稿
の
補
足
を
行
い
た
い
。

湖
春
筆
本
は
、
桐
壺
巻
の
注
記
の
「
又
一
義
云
延
喜
七
年
法
曹
の
勘
状
に

職
制
律
の
【
ち
や
く
ふ
く
す
へ
き
人
の
喪
を
聞
て
か
く
し
て
挙
哀
せ
す
は
徒

罪
以
下
と
い
ふ
は
職
制
律
の
】
文
を
見
る
に
」（
本
文
は
無
窮
会
本
に
従
う
）

に
お
い
て
、【
】
内
を
欠
く
。
こ
れ
は
「
職
制
律
の
」
間
の
目
移
り
に
よ
る

誤
脱
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
湖
春
筆
本
の
親
本
に
お
い
て
、

二
つ
の
「
職
制
律
の
」
が
一
行
を
跨
い
で
隣
接
し
て
い
た
と
も
想
定
し
う
る
。

そ
の
場
合
、
湖
春
筆
本
の
親
本
は
一
行
十
七
～
十
八
字
と
考
え
ら
れ
、
無
窮

会
本
や
九
大
本
と
は
異
な
る
可
能
性
も
生
じ
る
が
、
確
証
は
な
い
た
め
、
指

摘
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
な
お
、
無
窮
会
本
と
九
大
本
で
は
「
又
一
義
／

云
延
喜
七
年
法
曹
の
勘
状
に
職
制
律
／
（
改
丁
）
の
ち
や
く
ふ
く
す
へ
き
人

の
喪
を
聞
て
か
く
し
て
／
挙
哀
せ
す
は
徒
罪
以
下
と
い
ふ
は
職
制
律
の
文
／

を
見
る
に
」
の
ご
と
く
改
行
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
稿
者
は
注
（
17
）
の
拙
稿
に
お
い
て
、
湖
春
筆
本
の
湖
春
に
よ
る

署
名
と
花
押
の
影
印
を
掲
載
し
、「
稿
者
は
該
書
の
他
に
、
湖
春
の
花
押
の

存
在
を
知
ら
な
い
」
と
記
し
た
。
そ
の
後
、「
北
村
季
吟
・
北
村
湖
春
書
簡
：

内
藤
寿
軒
・
乙
部
勘
右
衛
門
宛
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
：

チ06	03890	0029	0005

）
に
同
種
の
湖
春
の
花
押
を
見
出
し
た
た
め
、
湖

春
筆
本
の
花
押
が
湖
春
の
も
の
で
あ
る
と
確
認
し
え
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
報

告
す
る
。

な
お
、
湖
春
筆
本
は
、
奥
書
に
も
記
さ
れ
る
と
お
り
、
湖
春
か
ら
内
海
直

重
に
伝
え
た
伝
本
で
あ
る
。
内
海
直
重
に
関
連
す
る
記
述
と
し
て
、「
新
玉

津
島
後
記　

元
禄
二
年
二
月
七
日
」（『
道
の
さ
か
へ
』）
に
、「
内
海
直
重
が

も
と
に
て
、
湖
春
、
春
暁
月
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
し
と
語
り
け
る
翌
朝
に
、

と
く
お
き
い
で
ゝ
、
新
玉
津
島
の
木
の
ま
の
月
の
面
白
き
を
み
て
、
彼
題
を

思
出
て
／
春
は
い
ま
ひ
と
夜
ふ
た
よ
を
し
ば
し
猶
／
か
す
み
て
の
こ
れ
あ
り

あ
け
の
月
」（
42
頁
）
と
あ
る
こ
と
を
記
し
て
、
旧
稿
の
補
足
を
終
え
た
い
。

（
22
）
そ
の
ほ
か
、
文
禄
五
年
（
一
五
九
七
）
刊
『
証
類
本
草
序
例
』
や
慶
長

四
年
（
一
五
九
九
）
刊
『
元
亨
釈
書
』
の
刊
記
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
。
な

お
、
い
ず
れ
も
古
活
字
版
で
あ
る
。

（
23
）
川
瀬
一
馬
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』（
日
本
古
書
籍
商
協
会
、
昭
42
・

12
）、
330
頁
。
同
書
の
ほ
か
、
同
「
徒
然
草
寿
命
院
抄
解
説
」『
徒
然
草
寿
命

院
抄
』（
松
雲
堂
書
店
、
昭
6
・
6
）
な
ど
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
24
）『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
と
中
院
通
勝
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
小
秋
元

段
「『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
写
本
考
」（
佐
藤
道
生
・
高
田
信
敬
・
中
川
博
夫

編
『
こ
れ
か
ら
の
国
文
学
研
究
の
た
め
に
―
―
池
田
利
夫
追
悼
論
集
―
―
』

（
笠
間
書
院
、
平
26
・
10
））
な
ど
に
言
及
が
あ
る
。

（
25
）
松
本
大
「『
湖
月
抄
』
の
注
記
編
集
方
法
―
―
『
岷
江
入
楚
』
利
用
と
『
河

海
抄
』
引
用
に
つ
い
て
―
―
」（『
詞
林
』
第
54
号
、
平
25
・
10
）、
な
ら
び

に
前
稿
45
～
46
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
26
）『
源
氏
物
語
忍
草
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
中
西
健
治
編
著
『
源
氏
物
語

忍
草
の
研
究　

本
文
・
校
異
編　

論
考
編
』（
和
泉
書
院
、
平
23
・
1
）
が

詳
し
い
。

（
27
）
該
書
の
所
在
に
つ
い
て
、
勢
田
道
生
氏
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て

謝
意
を
表
し
た
い
。

（
28
）
実
物
未
見
。
後
述
す
る
注
（
29
）
の
影
印
で
確
認
し
た
。
正
宗
文
庫
調

査
班
「
正
宗
文
庫
目
録
（
五
十
音
順
、
典
籍
編
）」（『
調
査
研
究
報
告
』（
国

文
学
研
究
資
料
館
）
第
29
号
、
平
21
・
3
）
に
は
、
書
名
：〔
源
氏
物
語
梗

概
書
〕、
配
架
位
置
：
下
一
・
オ
八
、
仮
番
：
28
と
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）
財
団
法
人
正
宗
文
庫
・
国
文
学
研
究
資
料
館
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女



北村季吟の源氏学（二）（宮川）

― 47 ―

子
大
学
編
『
源
氏
物
語
中
の
人
々
・
河
海
并
花
鳥
余
情
抄
出
（
中
・
下
）・

源
氏
物
語
忍
草
（
冬
）』（
武
蔵
野
書
院
、
平
25
・
2
、
正
宗
敦
夫
収
集
善
本

叢
書
第
Ⅰ
期
第
六
巻
）。

（
30
）
季
吟
と
具
慶
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
朝
岡
興
禎
『
古
画
備
考
』（
嘉

永
三
年
（
一
八
五
〇
）
起
筆
。
引
用
は
『
古
画
備
考
』（
思
文
閣
、
明
37
・

6
）
に
よ
る
）
の
「
三
十
四　

住
吉
家
」（
嘉
永
四
年
六
月
八
日
起
筆
）
に

以
下
の
記
述
が
あ
る
。

住
吉
具
慶
、〈
七
十
五
ニ
テ
死
、
先
桂
舟
話
、〉

○
季
吟
ト
具
慶
ト
、
京
ヨ
リ
召
出
サ
レ
シ
コ
ト
、
三
王
外
記
憲
王
ノ
所

ニ
ア
リ
、

○
或
人
物
語
、
元
禄
の
比
、
住
吉
氏
に
、
源
氏
物
語
の
絵
を
命
ぜ
ら
る
、

仰
に
其
方
存
寄
に
叶
る
達
人
と
、
相
談
い
た
し
、
認
候
様
に
と
の
事
也
、

此
時
北
村
季
吟
を
吹
挙
し
、
京
都
へ
申
遣
呼
下
候
、
五
百
石
を
下
さ
る
、

其
節
季
吟
よ
り
、
源
氏
総
帖
の
和
解
を
書
置
る
一
軸
を
、
住
吉
に
お
く

る
、
尤
自
筆
也
、
又
宗
丹
の
水
さ
し
を
送
る
、
右
の
謝
礼
な
る
べ
し
、

住
吉
氏
右
の
一
軸
を
秘
し
て
、
他
見
を
ゆ
る
さ
ず
、
予
が
友
人
鈴
木
氏
、

虫
干
の
時
、
見
得
た
り
と
語
り
し
、
此
事
を
田
安
殿
御
聞
及
、
御
所
望

仰
下
さ
れ
し
御
返
答
に
、
私
に
は
難
レ
仕
上
意
を
伺
候
而
、
其
上
に
可

レ
仕
候
と
申
せ
し
故
、
御
一
覧
は
な
き
也
、〈
見
聞
私
記
〉

（
31
）
注
（
29
）
掲
出
書
の
解
題
で
海
野
氏
は
以
下
の
ご
と
く
論
じ
ら
れ
る
。

「
拾
穂
軒
季
吟
翁
の
わ
ら
は
べ
の
見
や
す
か
ら
ん
た
め
に
と
て
か
き
て

お
の
れ
に
お
く
れ
る
也
」
と
あ
る
部
分
は
、
本
書
の
伝
領
に
季
吟
が
関

わ
っ
た
こ
と
を
伝
え
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
一
文
は
、「
わ
ら
は
べ
の
見

0

0

0

0

0

0

や
す
か
ら
ん
た
め
に

0

0

0

0

0

0

0

0

と
て
か
き
て
」
と
、
幼
童
・
婦
女
子
を
対
象
と
し

た
入
門
書
・
梗
概
書
の
創
作
意
図
を
示
す
序
文
や
奥
書
類
に
常
套
的
な

文
辞
を
含
む
た
め
、「
か
き
て
」
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
『
忍
草
』
の
作

者
を
湖
春
で
は
な
く
季
吟
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
跋
文
末

尾
に
「
拾
穂
軒
」
の
名
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
と
併
せ
て
、『
忍
草
』
の

作
者
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
迫
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
、

文
字
通
り
季
吟
手
写
の
『
忍
草
』
が
送
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
と
読
む
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
が
季
吟
周
辺
か
ら
直
接
的
に
譲
渡
さ
れ
た
伝

本
で
あ
る
こ
と
に
相
違
は
な
く
、
そ
の
点
に
お
い
て
本
書
の
資
料
的
価

値
が
減
ず
る
こ
と
は
な
い
が
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、『
忍
草
』
の
直

接
の
執
筆
対
象
が
病
を
診
た
医
師
「
を（

尾

上

氏

）

の
へ
う
ぢ
」
で
あ
っ
た
ら
し
い

点
、
俳
諧
師
周
辺
の
伝
称
が
『
忍
草
』
の
作
者
を
湖
春
と
す
る
点
、
他

に
『
忍
草
』
の
作
者
を
季
吟
と
す
る
明
徴
が
見
あ
た
ら
な
い
点
な
ど
か

ら
、
本
書
末
尾
に
付
記
さ
れ
た
「
拾
穂
軒
」
の
署
名
は
聊
か
不
自
然
で

は
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
『
忍
草
』
の
作
者
は
や
は
り
湖
春
で
あ
っ
た

と
考
え
て
お
き
た
い
。	

（
772
～
773
頁
）

（
32
）
注
（
29
）
掲
出
書
の
解
題
に
お
い
て
、
海
野
氏
は
「
奥
書
冒
頭
の
「
此

よ
つ
の
と
き
に
わ
か
て
る
巻
」
は
、
当
該
本
の
外
題
に
「
源
氏　

冬
」
と
記

さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
本
書
が
本
来
は
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
四
分
冊
で
伝
え

ら
れ
た
こ
と
を
言
う
と
考
え
ら
れ
る
」（
772
頁
）
と
正
宗
文
庫
本
が
も
と
は

四
冊
か
ら
な
る
と
推
定
さ
れ
た
。
洲
本
図
書
館
本
が
四
冊
か
ら
な
る
こ
と
は

そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

※
引
用
に
際
し
て
、
割
書
・
小
書
・
肩
付
は
〈
〉
で
、
改
行
は
／
で
示

し
た
。
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
、
濁
点
や
句
読
点
、
訓
点
を
適

宜
附
し
た
。『
源
氏
物
語
微
意
』
の
注
記
は
翻
刻
の
通
し
番
号
で
所

在
を
示
し
た
。
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日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
『
源
氏
物
語
微
意　

中
』
翻
刻

【
凡
例
】

一
、
底
本
に
は
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
、
北
村
季
吟

『
源
氏
物
語
微
意　

中
』（
請
求
記
号
：911.104/K

i.68/18

）
を

用
い
た
。

一
、
底
本
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
可
能
な
限
り
原
文
の
ま
ま
と
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
、
改
行
・
清
濁
・
誤
字
・
脱
字
な
ど
に
操
作
を

加
え
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
字
体
は
適
宜
通
行
の
も

の
に
改
め
、
合
字
は
開
き
「［
］」
で
示
し
、
意
の
通
じ
な
い
箇
所

や
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
箇
所
等
に
は
「（
マ
マ
）」
と
傍
記
し
た
。

な
お
、
注
記
263
（
63
丁
ウ
）
の
み
、
小
書
の
箇
所
に
さ
ら
に
小
字

が
あ
る
た
め
、「〈
〉」
で
小
字
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

一
、
丁
移
り
の
際
に
は
、
行
末
に
「
」
Ｘ
丁
オ
（
も
し
く
は
ウ
）」
と
、

丁
数
と
丁
の
表
裏
を
示
し
た
。

一
、『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
が
記
さ
れ
る
箇
所
に
は
、
行
頭
に
丸
括

弧
囲
み
数
字
で
巻
次
を
示
し
た
。
巻
名
が
注
記
同
様
、
一
字
下
げ

で
記
さ
れ
て
お
り
、
注
記
に
紛
れ
易
い
た
め
の
処
置
で
あ
る
。
た

だ
し
、
巻
名
が
あ
る
べ
き
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
な
い
藤
袴
巻
（
53

丁
オ
）、
藤
裏
葉
巻
（
67
丁
オ
）
に
つ
い
て
は
丸
括
弧
囲
み
で
補
っ

た
。
な
お
、
若
菜
巻
は
上
下
に
分
か
た
れ
、
雲
隠
巻
も
注
記
を
有

す
る
た
め
、
巻
次
は
55
ま
で
と
な
る
。
ま
た
、
注
記
ご
と
に
通
し

番
号
を
付
し
、
行
頭
に
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
番
号
は
上
・
中
・
下

巻
を
通
し
て
用
い
る
。

一
、
そ
の
他
、
備
考
を
「（
）」
で
示
し
た
。

【
翻
刻
】

（
遊
紙
1
丁
）

(21)　

乙
女
巻

151　

此
巻
は
は
し
め
に
薄
雲
女
院
の
御

は
て
の
事
朝
顔
斎
院
御
染
服

の
事
な
と
有
て
次
に
夕
霧
の

元
服
の
こ
と
入
学
の
こ
と
等
を

か
け
り
光
君
今
の
御
威
勢
に
て

一
子
の
官
位
心
の
ま
ゝ
に
あ
る
へ
き

を
態
六
位
に
な
し
て
大
学
の
道	

」
1
丁
オ

に
い
ら
し
め
給
は
ん
と
の
事
を
か
き

て
万
人
の
教
子
を
養
ふ
道
の

本
意
な
る
へ
き
心
は
へ
を
か
け
り

柳
屯
田
の
勧
学
の
文
に
子
を
教

（
マ
マ
）ふ

に
は
必
教
ゆ
教
る
と
き
は
す
な

は
ち
か
な
ら
す
を
こ
そ
か
也
を
こ
そ

か
な
る
と
き
は
必
勤
む
つ
と
む
る

と
き
は
必
な
る
学
ぶ
と
き
は
庶
人	

」
1
丁
ウ

の
子
も
公
卿
と
な
る
ま
な
は
さ
る

と
き
は
公
卿
の
子
も
庶
人
と
な
る
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と
い
ま
し
め
い
へ
る
心
に
も
か
な
ひ
て

殊
勝
な
る
し
わ
さ
也
心
を
と
ゝ
め

て
み
る
へ
き
巻
な
る
へ
し

152
た
か
き
家
の
こ
と
し
て
つ
か
さ
か
う
ふ
り

心
に
か
な
ひ
世
中
さ
か
り
に
を
こ
り
な

ら
ひ
ぬ
れ
は
学
問
な
と
に
身
を
く
る
し	

」
2
丁
オ

め
ん
事
は
い
と
遠
く
な
ん
覚
ゆ
へ
か
め
る

つ
か
さ
は
官
也
か
う
ふ
り
は
位
な
り

官
位
心
に
任
せ
て
よ
に
を
こ
り
ぬ

れ
は
学
問
に
身
を
く
る
し
む
る
こ
と

は
迂
遠
に
覚
ゆ
へ
き
と
也
榊
巻

に
大
宮
の
御
せ
う
と
の
藤
大
納
言

の
子
の
頭
の
弁
と
い
ふ
か
世
に
あ
ひ

花
や
か
な
る
若
人
に
て
思
ふ
事
な	

」
2
丁
ウ

き
な
る
へ
し
と
有
悪
后
か
た
の
人
々

世
に
あ
ひ
思
ふ
事
な
き
ま
ゝ
に
人
の

短
を
の
み
う
か
ゝ
ひ
そ
し
り
し
あ
り

さ
ま
道
な
く
学
問
な
と
に
う
と
か
り

し
二
条
の
お
と
ゝ
の
一
家
の
ふ
る
ま

ひ
と
は
雲
泥
の
心
は
へ
な
る
光
君
の

詞
な
る
へ
し

153
か
く
も
ん
な
と
し
て
す
こ
し
物
の
心
も	

」
3
丁
オ

え
侍
ら
は
そ
の
う
ら
み
は
を
の
つ
か
ら

と
け
侍
り
な
ん
と
聞
え
給
ふ

夕
霧
い
ま
お
さ
な
き
ほ
と
は
官
位

浅
き
恨
み
有
と
も
学
に
入
て
仁

義
忠
孝
の
道
を
し
り
ま
な
は
さ

る
と
き
は
公
卿
の
子
も
庶
人
と
な
る

こ
と
は
り
を
心
得
給
は
ゝ
其
う
ら
み
は

と
け
ん
と
也
ま
こ
と
に
此
源
氏
の	

」
3
丁
ウ

詞
は
世
中
の
父
子
の
道
の
至
極
の

道
理
な
る
へ
し
大
宮
の
詞
は
婦
人

の
仁
と
て
其
子
の
た
め
に
か
へ
り
て

悪
き
わ
さ
也
彼
勧
学
文
に
父
母

其
子
を
養
ひ
て
教
さ
る
は
こ
れ

其
子
を
愛
せ
さ
る
也
と
い
へ
る
心
を
思
へ
し

154
か
し
こ
に
て
は
え
物
習
ひ
給
は
し
と
て

し
つ
か
な
る
所
に
こ
め
奉
り
給
へ
る
也
け
り	

」
4
丁
オ

大
宮
の
御
方
に
て
は
あ
ま
り
に
御
寵

愛
な
れ
は
学
問
え
し
給
は
し
と
て
二
条

院
の
東
院
に
局
を
作
り
て
こ
め
置

て
偏
に
学
問
を
は
け
ま
し
め
給
ふ
と

也
是
も
勧
学
文
の
教
る
と
き
は

必
厳
也
と
い
へ
る
に
か
な
へ
り

155
い
と
よ
く
ね
ん
し
て
い
か
て
さ
る
へ
き
ふ
み

と
も
と
く
よ
み
は
て
ゝ
ま
し
ら
ひ
も
し	

」
4
丁
ウ
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厳
な
る
と
き
は
必
つ
と
む
勤
る
時

は
必
成
と
い
へ
る
心
に
か
な
へ
り
か
く
て

夕
霧
の
君
終
に
あ
め
の
し
た
の
か
た

め
と
な
り
給
ひ
て
六
条
院
の
い
み
し
き

御
あ
と
を
も
さ
の
み
は
あ
ら
し
果
す

太
政
大
臣
に
も
あ
か
り
有
徳
の
え

ら
ひ
に
も
か
な
ひ
給
ふ
へ
き
君
と
な
り

給
へ
り	

」
5
丁
オ

156
は
か
せ
才
人
と
も
と
こ
ろ
え
た
り

朱
雀
院
の
御
時
二
条
の
太
政
大
臣
の

世
を
ま
つ
り
こ
ち
給
ひ
し
比
は
か
せ
の

い
と
ま
あ
る
よ
し
榊
巻
に
あ
り
し

と
は
か
は
り
た
る
世
の
さ
ま
な
る
へ
し

157
猶
う
め
つ
ほ
ゐ
給
ひ
ぬ

秋
好
の
立
后
な
り
人
よ
り
さ
き
に
ま

い
り
給
ひ
し
こ
き
て
ん
に
も
さ
し
こ
え	
」
5
丁
ウ

御
母
か
た
に
て
し
た
し
く
お
は
す
へ
き

王
女
御
に
も
こ
え
て
此
宮
の
立
后

の
事
ま
つ
は
源
氏
の
御
心
よ
せ
か
つ

ま
た
こ
き
て
ん
は
絵
合
の
巻
に

御
ゑ
を
帝
に
ひ
め
て
心
や
す
く
も

御
ら
ん
せ
さ
せ
す
な
や
ま
し
聞
え

給
ひ
つ
る
事
あ
り
女
御
の
わ
さ
に

は
あ
ら
す
父
権
大
納
言
の
御
心
わ
か	

」
6
丁
オ

わ
か
し
か
り
し
ゆ
へ
な
か
ら
此
一
こ
と

よ
ろ
つ
の
事
に
わ
た
る
へ
し
王
女

御
は
ち
ゝ
式
部
卿
宮
源
氏
の
君
の

す
ま
に
お
は
せ
し
比
悪
后
か
た
に

心
を
よ
せ
て
御
と
ふ
ら
ひ
も
な
く
て

紫
上
も
う
ら
め
し
く
思
召
た
る
事

な
と
有
て
人
よ
り
す
く
れ
給
へ
か
し
と

も
源
氏
君
思
召
さ
ぬ
故
に
ひ
と
り	

」
6
丁
ウ

梅
つ
ほ
の
御
幸
と
な
り
し
さ
ま
也

158
お
と
ゝ
太
政
大
臣
に
あ
か
り
給
て

薄
雲
巻
に
帝
の
実
父
な
る
よ
し

を
し
ろ
し
め
し
て
源
氏
君
を
尊
敬
せ

さ
せ
給
ふ
所
に
す
て
に
此
官
に
あ

か
り
給
は
ん
あ
ら
ま
し
有
し
こ
ゝ

に
て
ま
こ
と
に
任
し
た
る
也

159
い
み
し
う
お
も
ひ
か
は
し
て
け
さ
や
か
に
は	

」
7
丁
オ

今
も
は
ち
聞
え
給
は
す

礼
記
内
則
篇
に
七
年
［
シ
テ
］
男
女
不
レ
同
セ

レ
席
ヲ
不
レ
共
レ［
ト
モ
］
ニ
セ
食
ヲ
と
あ
り
夕
霧
十
二
歳

雲
ゐ
雁
十
四
歳
な
る
を
寵
愛
に
お

ほ
れ
て
か
く
ひ
と
つ
所
に
て
見
習
ひ

は
し
め
給
ひ
し
故
の
有
さ
ま
を
書
て
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お
さ
な
き
人
を
養
ふ
教
を
か
け
り

160
ち
か
う
つ
か
ふ
ま
つ
る
大
宮
の
御
か
た
の	

」
7
丁
ウ

ね
ひ
人
と
も
さ
ゝ
め
き
け
り

人
の
陰
こ
と
す
ま
し
く
遠
慮
あ
る

へ
き
こ
と
の
い
ま
し
め
に
か
け
り
可
付
心
所
也

161
さ
ゝ
め
き
こ
と
の
人
々
は
い
と
か
う
は
し
き

香
の
う
ち
そ
よ
め
き
い
つ
る
は
く
は
さ
の

君
の
お
は
し
ま
し
つ
る
と
こ
そ
思
ひ
つ
れ

陰
こ
と
す
る
は
遠
慮
な
き
故
な
れ
は

又
此
か
う
は
し
き
香
の
す
る
も
遠
慮	

」
8
丁
オ

す
へ
き
事
を
遠
慮
も
な
く
夕
霧
と

お
も
ひ
て
内
府
と
し
ら
さ
り
し
み
な

つ
ゝ
し
む
心
な
く
懈
怠
の
心
よ
り
あ
や

ま
ち
た
る
こ
と
を
か
き
て
万
事
に

心
つ
か
ひ
を
懈
怠
せ
さ
れ
と
の
教
を
書
也

162
お
ゝ
し
う
あ
さ
や
き
た
る
御
心
に
は
し
つ
め

か
た
し　

是
内
府
の
か
と
有
て
な

た
ら
か
な
ら
ぬ
心
に
て
大
宮
の
御	

」
8
丁
ウ

し
わ
さ
を
恨
む
御
心
の
し
つ
め
か
た
き

と
也
舜
は
父
こ
そ
う
の
我
を
こ
ろ
さ

む
と
せ
し
を
た
に
怨
む
る
心
ま
し
ま
さ

さ
り
き
此
内
府
も
天
下
を
治
る
器
に

お
は
し
ま
す
身
に
て
不
孝
の
し
わ
さ
を

ろ
か
な
る
有
さ
ま
を
か
き
て
世
人
の
教

と
す
又
前
に
大
宮
も
さ
や
う
の
気

色
は
御
ら
ん
す
ら
ん
物
を
世
に
な
く	

」
9
丁
オ

か
な
し
う
し
給
ふ
む
ま
こ
に
て
ま
か
せ

て
み
給
ふ
ら
ん
と
あ
り
夕
霧
を
大

宮
愛
し
給
は
ゝ
内
府
も
と
も
に
愛

し
給
ふ
へ
き
事
也
記
ノ
内
則
ニ
云
曽
子
曰

孝
子
之
養
レテ
老
也
楽
二マ
［
シ
メ
］
其
心
一ヲ
不
レ
違
二ハ
其
志
一ニ
是

故
ニ
父
母
ノ
之
所
レ
愛
ス
ル
亦
愛
レス
之
ヲ
と
こ
そ
侍

れ
夕
霧
は
源
氏
の
一
子
葵
上
の
は
ら

な
れ
は
内
府
も
に
く
み
給
ふ
へ
き
ゆ
へ	

」
9
丁
ウ

な
し
然
と
も
こ
き
て
ん
梅
つ
ほ
に

后
を
ひ
き
こ
さ
れ
給
ふ
宿
意
有
て

雲
ゐ
の
雁
を
東
宮
の
御
よ
に
出
し
た

て
ゝ
其
残
念
を
晴
な
ん
と
思
給
ふ
こ

と
の
夕
霧
故
に
た
か
ふ
へ
き
に
て
か
く

不
礼
不
孝
を
も
か
へ
り
み
す
物
く
る
お

し
き
け
し
き
し
給
ふ
た
と
ひ
夕
霧
を

今
更
隔
て
給
ふ
と
も
い
か
て
其
け
か
れ	

」
10
丁
オ

を
す
ゝ
き
給
ふ
へ
き
是
亦
愚
な
る
し
わ

さ
に
不
孝
不
慈
の
と
か
を
を
か
し

遠
き
慮
り
お
は
せ
ぬ
有
さ
ま
な
り

さ
て
行
末
に
夕
霧
昇
進
し
給
ひ
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雲
ゐ
の
雁
も
中
空
な
る
さ
ま
に
て

も
て
あ
く
み
給
ひ
て
終
に
藤
裏

葉
巻
に
て
ま
け
て
め
あ
は
せ
給
ひ

つ
る
ま
こ
と
に
一
朝
の
怒
し
つ
め
か
た	

」
10
丁
ウ

く
て
長
き
悔
み
と
成
し
有
さ
ま
前

車
の
く
つ
か
へ
る
は
後
車
の
い
ま
し
め

そ
と
み
せ
し
ら
す
る
心
は
へ
な
る
へ
し

163
お
と
ゝ
御
け
し
き
あ
し
く
て

御
母
に
対
し
て
怒
れ
る
け
し
き
ま
た

を
ろ
か
に
あ
や
ま
れ
る
し
わ
さ
な
り
孝

子
の
有
さ
ま
は
か
や
う
に
は
あ
ら
す

礼
記
祭
義
篇
曰
孝
子
ノ
之
有
二ル
深
愛
一	

」
11
丁
オ

者
ノ
ハ
必
有
二
和
気
一
有
二ル
和
気
一
者
ハ
必
有
二
愉

色
一
有
二
愉
色
一
者
ハ
必
有
二リ
婉エ

ン
ヤ
ウ容

一
と
こ
そ

侍
れ
た
と
ひ
大
宮
の
御
し
わ
さ
う
ら

め
し
き
御
あ
や
ま
り
と
お
ほ
す
と
も
親

に
対
す
る
礼
儀
に
た
か
へ
り
礼
記

内
則
篇
曰
父
母
有ア

レ
ハレ

過
ア
ヤ
マ
チ

下
レシ
気
ヲ
怡

ヨ
ロ
コ
ハ
シレ
色
ヲ
柔

ヤ
ハ
ラ
ケ

　

レ
声
ヲ
以
テ

諫イ
サ
ム

諫
メ
若
シ
不
レス
ハ
入
ラ

起ヲ
コ
シ

レ
敬
ヲ
起
レシ
テ
孝
ヲ
説ヨ

ロ
コ
フ
ト
キ
ハ

則
復
タ
諫
ム
と
こ
そ
侍
る
な
れ
世
に
親	

」
11
丁
ウ

も
た
る
人
此
内
府
の
不
孝
の
さ
ま
遠

慮
な
き
し
わ
さ
を
も
と
か
し
く
思
は
ゝ

此
礼
記
の
お
も
む
き
よ
く
心
得
て
忘
る

ま
し
き
物
な
る
へ
し

164
猶
し
つ
め
か
た
く
侍
て
な
ん
と
な
み
た
を
し

の
こ
ひ
給
ふ

も
と
か
し
く
お
ゝ
し
か
ら
ぬ
有
さ
ま
也

165
さ
す
か
に
い
と
お
し
け
れ
と	

」
12
丁
オ

い
と
お
し
と
は
思
ひ
な
か
ら
私
心
し
つ
め

か
た
く
て
母
君
に
不
敬
不
孝
を
な
す

こ
と
此
内
府
に
か
き
ら
す
世
上
に
ま
ゝ

あ
る
わ
さ
な
れ
は
か
く
か
き
て
み
習
は

せ
て
心
あ
る
人
も
と
か
し
と
お
も
は
ゝ
つ

つ
し
む
へ
し
と
の
心
は
へ
な
る
へ
し

166
思
は
す
な
る
事
の
侍
れ
は
い
と
く
ち
お
し
う
な
ん

父
母
之
所
愛
亦
愛
之
の
心
を
し
り
給
は	

」
12
丁
ウ

ぬ
ゆ
へ
の
御
怨
み
詞
も
と
か
し
き
有
さ
ま
也

167
か
く
れ
あ
る
ま
し
き
事
な
れ
と
心
を
や
り
て

あ
ら
ぬ
こ
と
ゝ
た
に
い
ひ
な
さ
れ
よ

十
目
の
見
る
所
十
手
の
ゆ
ひ
さ
す
所

を
こ
そ
か
な
る
物
を
い
か
て
か
や
う
の
事

あ
ら
ぬ
事
と
い
ひ
な
す
か
ひ
の
侍
ら
ん

是
亦
ま
と
ひ
は
な
は
た
し
く
を
ろ
か
な

る
御
事
な
り
隠
れ
あ
る
ま
し
き
事
と	

」
13
丁
オ

な
ら
は
其
上
に
て
思
案
も
遠
慮
も
あ

る
へ
き
事
な
る
へ
し
只
な
た
ら
か
に
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て
夕
霧
雲
居
の
お
さ
な
き
ほ
と

に
か
ゝ
る
事
あ
る
聞
え
よ
ろ
し
か
ら
す

は
其
心
か
ま
へ
は
か
り
有
て
か
く
け
や

け
く
は
あ
ら
て
た
か
ひ
の
歎
き
愁
へ
も

な
き
や
う
に
大
宮
に
も
其
心
む
け

を
申
て
ゆ
く
〳
〵
は
其
ほ
い
た
か
え
す	

」
13
丁
ウ

と
も
今
の
外
聞
を
つ
く
ろ
ふ
へ
き
さ
ま

し
め
し
あ
は
せ
給
は
ま
し
か
は
不
孝
不
慈

の
と
か
も
な
く
光
君
と
の
御
中
も

う
る
は
し
く
万
方
安
全
の
は
か
り
こ
と

な
る
へ
き
を
其
遠
慮
お
は
せ
す
あ
ち

き
な
か
り
し
有
さ
ま
に
書
出
て
み
る

人
の
教
と
す
る
な
る
へ
し
す
へ
て
作
物
語

は
か
や
う
に
書
な
さ
て
は
物
の
あ
は
れ
も	

」
14
丁
オ

興
も
す
く
な
く
て
み
る
人
の
教
に
す
る

故
も
う
す
き
に
よ
り
て
態
か
や
う
に
も
と

か
し
く
か
け
る
な
る
へ
し

168
あ
な
い
み
し
や
大
納
言
と
の
に

此
め
の
と
の
詞
す
へ
て
遠
慮
な
く
軽
薄

の
有
さ
ま
也
後
に
も
物
の
は
し
め
の
六

位
す
く
せ
よ
な
と
過
言
し
て
藤
裏

葉
巻
に
て
浅
み
と
り
わ
か
は
の
菊	

」
14
丁
ウ

を
露
に
て
も
こ
き
紫
の
色
と
か
け

き
や
と
夕
霧
の
の
給
ひ
し
に
は
ち

く
る
し
め
る
浅
は
か
な
る
女
の
有
さ
ま
也

169
大
宮
を
の
み
う
ら
み
聞
え
給
ふ

返
す
〳
〵
内
府
の
理
に
迷
ひ
給
へ
る
心

を
い
ふ
也
め
つ
ら
し
か
ら
ぬ
事
な
れ
と

礼
記
ノ
祭
義
ニ
曰
曽
子
曰
父
母
悪

ニ
ク
メ
ハレ

之
ヲ
懼

ヲ
ソ
レ
テ而

無
レシ
怨
ル
［
コ
ト
］
内
則
曰
父
母
怒
テ
不
レ［
シ
テ
］
説

ヨ
ロ
コ
ハ而

撻
ム
チ
ウ
ツ
テ

レ
之
ヲ
流
セ
［
ト
モ
］

	

」
15
丁
オ

レ
血
ヲ
不
二
敢
テ

疾ニ
ク
ミ

怨ウ
ラ
ミ

一

起ヲ
コ
シ

レ
敬
ヲ
起
レス
孝
と
こ
そ
侍
れ

親
を
う
ら
む
る
こ
と
は
り
何
こ
と
に
も

な
き
と
し
る
へ
し

170
御
い
と
ま
ゆ
る
さ
れ
か
た
き
を
う
ち
む
つ
か
り

給
て
う
へ
は
し
ふ
〳
〵
に
お
ほ
し
め
し
た
る
を

し
ゐ
て
御
む
か
へ
し
給
ふ

内
府
の
わ
か
〳
〵
し
さ
の
猶
改
ら
さ
る

有
さ
ま
也
帝
し
ふ
〳
〵
に
思
召
御
い
と
ま	

」
15
丁
ウ

ゆ
る
さ
れ
か
た
き
を
か
く
し
ゐ
て
ま
か
て

給
ふ
へ
き
か
は
か
や
う
の
事
に
て
后
を

も
ひ
き
こ
さ
れ
給
ひ
け
ん
と
し
ら
せ

た
る
か
き
さ
ま
也
是
亦
人
へ
の
示
し
也

171
お
も
ひ
の
ほ
か
に
へ
た
て
有
て
お
ほ
し
な
す
も

つ
ら
く
な
ん　

母
宮
に
か
や
う
に
お
ほ
し

め
さ
れ
給
ふ
事
も
か
の
一
旦
の
い
か
り
の
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し
つ
め
か
た
き
故
也
す
へ
て
人
い
か
る
時
は	

」
16
丁
オ

善
悪
邪
正
も
思
ひ
分
す
我
意
の
ふ
る

ま
ひ
を
な
し
て
後
悔
の
事
誰
も
あ

る
へ
き
也
其
時
く
ひ
て
は
何
の
か
ひ
な

し
か
ね
て
其
心
を
忘
す
し
て
い
か
る
心

の
あ
ら
ん
時
は
よ
ろ
つ
立
帰
り
お
も
ひ

め
く
ら
し
思
ひ
し
つ
む
へ
し
此
内
府
も
日

こ
ろ
は
か
く
を
ろ
か
に
の
み
は
お
は
さ
ね
と

弘
徽
殿
を
梅
壺
に
こ
え
ら
れ
雁
を	

」
16
丁
ウ

霧
に
さ
ま
た
け
ら
る
ゝ
と
は
ら
た
ち

い
か
り
給
ふ
心
よ
り
不
孝
不
慈
不
忠
君
臣

父
子
の
道
た
え
て
よ
ろ
つ
心
つ
き
な
き

有
さ
ま
な
る
事
を
か
き
て
此
草
子
見

る
人
に
し
め
す
も
の
な
ら
し

172
め
て
た
く
と
も
物
の
始
め
の
六
位
す
く
せ

よ
と
つ
ふ
や
く　

後
生
を
そ
る
へ
し
と

い
ふ
事
有
て
来
者
の
今
に
し
か
さ
ら	

」
17
丁
オ

む
こ
と
を
し
ら
ね
は
浅
官
卑
位
と
て

も
み
た
り
に
あ
な
と
る
へ
き
に
あ
ら

ね
と
浅
き
女
心
に
か
く
放
言
し
て

後
に
は
ち
く
る
し
み
し
事
見
ん
人

を
ろ
そ
か
に
お
も
ふ
へ
か
ら
す

173
き
ぬ
の
す
そ
を
ひ
き
な
ら
し
給
ふ

夕
霧
ま
め
人
に
お
は
し
け
れ
と
猶
好

色
の
ふ
る
ま
ひ
雲
ゐ
の
雁
此
五
節	

」
17
丁
ウ

に
か
き
ら
す
落
葉
の
宮
の
御
こ
と

な
と
も
是
亦
光
君
の
御
あ
た
け
を

み
な
ら
ふ
所
あ
れ
は
な
る
へ
し
父
の
子

を
養
ふ
う
へ
に
心
あ
る
へ
き
わ
さ
な
ら
ん
か
し

174
く
は
さ
の
君
は
か
う
く
る
し
き
道
な
ら
て
も

ま
し
ら
ひ
あ
そ
ひ
ぬ
へ
き
物
を
と

教
則
必
厳
な
る
こ
ゝ
ろ
は
へ
な
り

175
か
へ
さ
に
わ
た
ら
せ
給
ふ
お
と
ゝ
も
も
ろ	

」
18
丁
オ

と
も
に
さ
ふ
ら
ひ
給
ふ

零
落
の
時
を
見
捨
さ
せ
給
は
ぬ
さ

ま
哀
也
悪
后
二
条
太
政
大
臣
の
ま
ゝ

な
り
し
世
と
は
か
は
れ
る
心
な
る
へ
し

176
世
を
た
も
ち
給
ふ
へ
き
御
す
く
せ
は
け
た
れ
ぬ

物
に
こ
そ
と
い
に
し
へ
を
く
ひ
お
ほ
す

と
か
な
き
を
讒
し
給
ひ
し
は
て
の
我

身
に
む
く
ふ
有
さ
ま
み
つ
か
ら
も
悔	

」
18
丁
ウ

給
ふ
事
を
書
て
誰
も
此
く
ひ
あ
る
へ

け
れ
は
人
は
正
直
を
も
と
ゝ
し
て
仁
愛

を
わ
す
る
へ
か
ら
さ
る
物
な
る
へ
し

177
御
賀
の
事
た
い
の
う
へ
お
ほ
し
ま
う
く
る

須
磨
の
比
つ
ら
く
振
舞
給
へ
る
父
君
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な
れ
と
猶
孝
行
の
め
て
た
き
紫

上
の
有
さ
ま
を
書
て
彼
内
府
の
母
宮

を
う
ら
む
事
の
故
に
不
孝
な
り
し
と
同
巻	

」
19
丁
オ

に
く
ら
へ
書
て
善
悪
の
さ
ま
を
み
す
る
也

178
五
月
の
御
あ
そ
ひ
所
に
て
水
の
ほ
と

り
に
さ
う
ふ
う
へ
し
け
ら
せ
て

ほ
た
る
の
巻
か
く
へ
き
微
意
也

179
に
し
の
ま
ち
は　

明
石
上
住
給
ふ
へ
き
冬

の
御
方
也
只
今
は
い
ま
た
渡
給
は
ぬ
也

180
御
は
こ
の
ふ
た
に
色
々
の
花
紅
葉
を
こ

き
ま
せ
て
こ
な
た
に
奉
ら
せ
給
へ
り	

」
19
丁
ウ

こ
て
ふ
の
巻
か
く
へ
き
微
意
な
る
へ
し

181
お
と
ゝ
此
紅
葉
の
御
せ
う
そ
こ
い
と
ね
た
け

な
め
り
春
の
花
盛
に
此
御
い
ら
へ
は
聞
え
給
へ

是
来
春
の
花
さ
か
り
に
此
返
報
は

あ
る
へ
し
と
也
是
光
君
卅
四
歳
の

九
月
也
来
春
卅
五
歳
の
三
月
に
こ
そ

此
御
い
ら
へ
あ
る
へ
き
を
諸
抄
に
あ
や

ま
り
て
卅
六
歳
の
春
と
す
何
ゆ
へ
に	

」
20
丁
オ

か
く
は
け
ま
し
給
ふ
御
い
ら
へ
の
一
年

を
隔
つ
へ
き
湖
月
抄
に
は
し
め
て
こ
の

明
る
年
の
源
氏
君
卅
五
歳
の
三
月
な

る
よ
し
を
一
説
に
し
る
せ
り
是
則
正

説
と
用
ゆ
へ
し

(22)　

玉
鬘
巻

182　

花
鳥
餘
情
云
此
巻
は
乙
女
巻
に
次
第

を
た
て
は
六
条
院
卅
五
歳
の
三
月
よ
り	

」
20
丁
ウ

十
二
月
ま
て
の
事
を
い
へ
る
也
云
々
是
御

誤
り
な
る
へ
し
此
巻
の
源
氏
の
年

齢
卅
四
歳
の
九
月
よ
り
十
二
月
ま
て

の
事
あ
り
乙
女
巻
に
卅
四
歳
の
八
月

に
六
条
院
移
徒
の
沙
汰
有
し
其
次
の

九
月
よ
り
な
る
へ
し
猶
湖
月
抄
に
委

け
れ
は
略
之
且
又
此
巻
は
忠
孝
を

も
と
ゝ
し
て
君
臣
の
道
を
教
と
み
ゆ	

」
21
丁
オ

183
た
ゝ
此
姫
君
京
に
ゐ
て
奉
る
へ
き
こ
と
を

お
も
へ
わ
か
身
の
け
う
を
は
な
思
ひ
そ

是
少
弐
か
末
期
に
豊
後
介
等
の
子
共

に
遺
言
也
此
親
の
心
さ
し
を
捨
か
た
く

し
て
豊
後
介
も
妻
子
を
捨
て
京
に

姫
君
を
具
し
ま
い
ら
せ
し
也
忠
孝
の
至
也

184
神
仏
こ
そ
は
さ
る
へ
き
か
た
に
も
道
ひ
き
給
へ

信
心
い
た
つ
ら
な
る
ま
し
き
事
を
書
て	

」
21
丁
ウ

人
に
し
め
す
也
八
幡
初
瀬
な
と
に

ま
う
て
給
て
其
し
る
し
有
し
事
也

185
ま
た
う
へ
に
き
か
せ
た
て
ま
つ
ら
て



北村季吟の源氏学（二）（宮川）

― 56 ―

右
近
か
心
つ
か
ひ
殊
勝
也
す
ま
の
御
う
つ

ろ
ひ
の
ゝ
ち
紫
上
に
候
す
る
身
の
こ
の

上
を
さ
し
を
き
て
光
君
に
の
み
此
事
を

申
上
へ
き
こ
と
は
り
な
け
れ
は
な
り

186
右
近
を
御
あ
し
ま
い
り
に
め
す	

」
22
丁
オ

光
君
か
ね
て
玉
か
つ
ら
の
行
衛
を
尋

よ
と
仰
せ
を
か
れ
し
に
前
に
哀
な
る

人
を
見
い
て
し
よ
し
を
聞
給
て
其
事

に
や
と
ゆ
か
し
く
お
ほ
し
め
す
か
ら
に

右
近
に
聞
給
は
ん
と
て
御
足
ま
い
り

に
と
て
め
す
な
り

187
右
近
に
か
た
ら
ひ
て
わ
ら
ひ
給
ふ

紫
上
の
愛
敬
つ
き
お
か
し
き
御
有
さ
ま	

」
22
丁
ウ

也
さ
る
ま
し
き
心
と
み
ね
は
あ
や
う
し
な

と
た
ゝ
に
の
給
は
ゝ
御
た
は
ふ
れ
な
か
ら

右
近
か
身
に
と
り
て
は
迷
惑
す
へ
し
か
く

右
近
に
い
ひ
て
笑
ひ
給
ふ
故
に
右
近
か

心
や
す
か
る
へ
し
さ
き
に
玉
か
つ
ら
の

御
事
を
光
君
に
取
分
申
た
ら
ん

を
紫
上
後
に
聞
給
て
は
と
遠
慮

せ
し
右
近
か
心
は
へ
と
相
か
な
へ
り	

」
23
丁
オ

か
や
う
に
有
て
こ
そ
主
従
の
中

は
和
合
し
て
う
る
は
し
く
侍
へ
け
れ

188
う
へ
あ
な
わ
つ
ら
は
し
ね
ふ
た
き
に

さ
き
に
右
近
も
今
聞
え
さ
せ
侍
ら

む
と
て
聞
え
さ
し
今
光
君
も
紫
上

に
隠
さ
ま
ほ
し
き
御
け
し
き
な
る
を

さ
と
く
見
し
り
給
へ
る
ゆ
へ
態
ね
ふ

た
き
に
と
て
御
耳
ふ
た
き
給
へ
る
也	

」
23
丁
ウ

よ
の
つ
ね
の
さ
か
な
き
心
あ
る
女
な
ら

は
隠
す
事
は
と
り
わ
き
聞
ま
ほ
し

く
す
へ
き
物
を
是
紫
上
の
巨
め
き
て

う
ら
な
き
有
さ
ま
也
か
く
て
こ
そ

光
君
の
な
ら
ひ
な
き
御
覚
に
て
侍
ら
め

189
う
へ
に
も
今
そ
か
の
有
し
む
か
し
の
世
の

こ
ゝ
に
て
終
に
玉
か
つ
ら
の
御
事

を
紫
上
に
語
給
ふ
也
う
ら
な
き
妹
背	

」
24
丁
オ

の
中
の
さ
ま
也
紫
上
お
と
な
し
や
か

に
き
か
ぬ
や
う
に
し
給
へ
は
と
て
語
り

出
給
は
す
は
隔
給
ふ
に
な
る
へ
け
れ
は
也

190
北
の
ま
ち
に
物
す
る
人
の
な
み
に
は

前
に
も
右
近
か
心
の
う
ち
に
故
君
物

し
給
は
ま
し
か
は
明
石
の
御
方
は
か
り
の

覚
え
に
は
を
と
り
給
は
さ
ら
ま
し
と

有
し
に
あ
ひ
応
し
た
り
但
こ
ゝ
に	

」
24
丁
ウ

六
条
院
の
北
の
ま
ち
に
明
石
上
お
は
す
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や
う
な
れ
と
も
こ
ゝ
は
ま
た
九
月
の

こ
と
に
て
ま
つ
北
の
町
は
明（

マ
マ
）上の

ゐ
給
ふ

へ
き
に
て
わ
れ
は
か
ほ
な
る
は
ゝ
そ
原

な
と
う
へ
な
し
ま
う
け
給
へ
る
故
に

か
く
あ
ら
ま
し
こ
と
に
光
君
の
宣
ひ

し
也
実
に
は
此
十
月
に
明
石
上
は
北
の

ま
ち
に
殿
う
つ
り
し
給
ふ
と
し
る
へ
し	

」
25
丁
オ

191
そ
の
人
の
御
子
な
と
は
し
ら
せ
さ
り
け
り

六
条
院
に
玉
か
つ
ら
を
迎
へ
給
ふ
へ

き
な
れ
は
ま
つ
内
府
の
御
む
す
め
な
と

は
人
に
し
ら
せ
さ
る
と
也

192
此
と
く
ち
に
い
る
へ
き
人
は

玉
か
つ
ら
の
け
さ
う
人
源
氏
の
む
こ

な
る
へ
き
人
な
と
こ
そ
い
る
へ
け
れ
の
心

也
蛍
兵
部
卿
な
と
猶
う
ち
あ
らは

イ

ぬ	
」
25
丁
ウ

人
の
け
し
き
見
あ
つ
め
ん
と
お
ほ
し
め

す
微
意
な
る
へ
し

193
ふ
こ
の
す
け
の
心
は
へ
を
有
か
た
き
物
に

ま
こ
と
に
身
を
捨
妻
子
を
捨
し

心
は
へ
忠
節
を
ろ
か
な
ら
ぬ
も
の

な
れ
は
其
功
を
顕
し
給
ふ
へ
き
心
は
へ
也

194
人
を
し
た
か
へ
こ
と
を
こ
ふ
身
と
な
れ
る
は

孟
津
抄
云
豊
後
介
孝
心
有
て
遺
言	

」
26
丁
オ

を
た
か
へ
す
忠
貞
に
て
玉
か
つ
ら
を
京
へ

具
し
奉
し
に
こ
た
へ
て
面
目
を
ほ
と

こ
し
け
る
な
る
へ
し
私
按
小
君
か
光
君

に
ま
め
な
ら
ぬ
者
な
れ
と
し
た
し
き
家

司
に
は
猶
か
そ
へ
給
へ
り
し
と
あ
る
は
光

君
の
人
を
捨
給
ぬ
仁
心
を
か
け
り
然

と
も
さ
し
て
恩
賞
は
み
え
す
右
近
の

そ
う
は
ゆ
け
い
に
な
り
豊
後
介
は	

」
26
丁
ウ

か
く
此
殿
中
へ
は
出
入
す
へ
か
ら
ぬ
も
の
ゝ

家
司
と
な
り
有
司
と
な
り
し
な
と

恩
賞
に
あ
つ
か
る
有
さ
ま
を
書

て
人
は
忠
貞
な
る
へ
き
教
を
い
へ
り

195
山
吹
の
う
ち
き
の
袖
口
い
た
く
す
ゝ
け
た

る
を
う
つ
ほ
に
て
う
ち
か
つ
け

貧
者
貨
財
を
以
礼
と
せ
す
の
心
を

人
に
し
め
す
な
る
へ
し	

」
27
丁
オ

196
こ
た
い
の
う
た
よ
み
は

是
よ
り
末
摘
花
の
哥
の
一
体
に

ま
つ
は
れ
て
は
た
ら
き
た
る
か
た
な

き
を
あ
さ
け
り
判
し
給
ふ
事
を
書
て

す
へ
て
哥
読
人
の
教
を
か
け
り

(23)　

初
音
巻

197　

泯
（
マ
マ
）江

入
楚
に
或
説
云
玉
か
つ
ら
の
巻
の
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末
十
二
月
に
き
ぬ
く
は
り
と
て
有
し	

」
27
丁
ウ

其
明
る
正
月
也
二
条
六
条
院
す
み

分
て
さ
ら
た
め
た
る
正
月
也
云
々

此
説
花
鳥
等
の
諸
抄
の
様
に
か
は
り

て
此
巻
を
源
氏
君
卅
五
歳
と
い
ふ
に

相
か
な
へ
り
尤
用
ゆ
へ
し
猶
湖
月
抄

に
委

198
み
す
の
う
ち
の
を
ひ
か
せ
な
ま
め
か
し
く

吹
匂
は
し
て
物
よ
り
こ
と
に
け
高
く
お
ほ
さ
る	

」
28
丁
オ

人
の
す
み
所
う
る
は
し
く
あ
ら
ま
ほ
し
き

教
に
か
け
り
六
条
院
の
御
か
た
〳
〵
誰

か
明
石
上
に
を
と
る
へ
き
人
お
は
し
ま
す

さ
れ
と
此
人
一
人
風
流
心
に
く
き
故
に

物
よ
り
こ
と
に
け
高
く
お
ほ
し
年
始

の
御
枕
も
こ
ゝ
に
定
め
給
へ
り
し
由

を
か
き
て
み
る
人
の
心
つ
か
ひ
の
た
め

な
る
へ
し	

」
28
丁
ウ

199
さ
す
か
に
み
つ
か
ら
の
も
て
な
し
は
か
し
こ
ま
り

を
き
て　

し
つ
ら
ひ
は
け
高
く
思
ひ
あ

か
り
し
さ
ま
光
君
の
思
ひ
人
姫
君
の

御
母
な
れ
は
尤
さ
は
あ
る
へ
く
し
て
さ

す
か
に
光
君
に
対
す
る
自
身
の
も
て

な
し
は
礼
儀
あ
る
有
さ
ま
又
人
の
心

つ
か
ひ
の
見
な
ら
は
し
に
か
け
り

200
猶
し
た
に
は
ほ
の
す
き
た
る
す
ち
の
心
を	

」
29
丁
オ

是
は
好
色
の
事
に
も
あ
ら
す
詩
歌

管
絃
な
と
の
風
流
の
か
た
を
い
ふ
な
り

201
も
て
し
つ
め
す
く
よ
か
な
る
う
は
へ
は
か
り

細
流
云
人
は
実
法
は
か
り
に
て
も
叶
ぬ

物
也
花
実
を
相
兼
す
し
て
は
と
也

私
案
是
夕
霧
を
ほ
め
給
ふ
詞
也
人
の
教
也

(24)　

胡
蝶
巻

202　

此
巻
は
乙
女
巻
に
て
秋
好
中
宮
よ
り	

」
29
丁
ウ

紫
上
に
紅
葉
を
ま
い
ら
せ
給
へ
り
し
返

報
あ
り
尤
源
氏
君
卅
五
歳
六
条
院
新

造
の
翌
年
な
る
へ
し
諸
抄
あ
や
ま
り

て
源
氏
卅
六
歳
と
い
へ
り
乙
女
巻
の

紅
葉
奉
給
ひ
し
又
明
る
年
と
い
へ
る
は
相
違
也

203
わ
か
御
心
に
も
す
く
よ
か
に
お
や
か
り
は
つ

ま
し
き
御
心
や
そ
ふ
ら
ん

玉
か
つ
ら
顔
か
た
ち
す
く
れ
心
は
せ
ら
う	

」
30
丁
オ

あ
る
に
実
の
御
む
す
め
な
ら
ね
は
光
君

の
好
色
の
心
に
わ
か
物
に
も
と
お
ほ

す
也
是
う
き
世
の
人
情
也
然
と
も
夕
霧
に

も
兄
弟
の
よ
し
の
給
ひ
て
い
ひ
か
は
さ

せ
給
ひ
花
散
里
の
御
方
に
も
御
子
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の
よ
し
の
給
ひ
あ
つ
け
世
上
へ
も
其
お

も
む
き
に
て
蛍
兵
部
卿
髭
黒
大
将
岩

も
る
中
将
な
と
さ
へ
正
し
く
源
氏
の
御	

」
30
丁
ウ

む
す
め
と
お
も
ひ
て
を
の
〳
〵
い
ひ
寄

給
へ
れ
は
今
更
引
か
へ
て
密
通
あ

る
へ
き
道
理
な
し
其
故
に
お
り
〳
〵

忍
ひ
か
た
く
て
は
た
は
れ
な
と
し

給
ひ
つ
れ
と
終
に
い
さ
き
よ
く
髭

黒
大
将
に
ゆ
る
し
て
実
父
の
内
府
に

も
あ
ら
は
し
給
ひ
御
む
す
め
の
数
に
て

御
処
分
な
と
も
有
し
也
是
た
と
ひ	

」
31
丁
オ

人
し
れ
ぬ
こ
と
ゝ
て
も
理
に
そ
む
き

世
の
聞
え
も
か
た
わ
な
ら
ん
事
は

忍
ひ
か
た
き
を
も
よ
く
堪
忍
ひ
て

す
ま
し
き
事
と
の
い
ま
し
め
を
書
な
る
へ
し

204
す
へ
て
女
の
物
つ
ゝ
み
せ
す
心
の
ま
ゝ
に

も
の
ゝ
あ
は
れ
を
も
し
り
顔
つ
く
り

お
か
し
き
事
を
も
み
し
ら
む
な
ん
其

つ
も
り
あ
ち
き
な
か
る
へ
き	

」
31
丁
ウ

物
つ
ゝ
み
は
物
を
つ
ゝ
し
む
也
花
と
り
に

つ
け
て
懸
想
す
る
に
か
ろ
く
な
ひ
く
を

い
ま
し
め
給
ふ
詞
也
是
な
へ
て
の
女
の
い

ま
し
め
也
あ
た
に
み
る
へ
か
ら
す
細
流
に
ね
き

こ
と
を
さ
の
み
聞
け
ん
社
こ
そ
は
て
は

な
け
き
の
森
と
な
る
ら
め
と
い
ふ
古

今
の
哥
を
引
り
心
を
つ
け
て
み
る
へ
し

205
か
つ
は
ひ
か
〳
〵
し
う
け
し
か
ら
ぬ
わ
か
心
の	

」
32
丁
オ

ほ
と
も
思
し
ら
れ
給
け
り

是
玉
か
つ
ら
に
た
ひ
〳
〵
忍
ひ
か
た
き

心
を
あ
ら
は
し
給
ふ
と
い
へ
と
実
は
い
さ

き
よ
き
心
を
み
せ
た
る
詞
な
る
へ
し

206
女
か
や
う
に
も
な
ら
ひ
給
は
さ
り
つ
る
を

い
と
う
た
て
お
ほ
ゆ
れ
と
お
ほ
と
か
な

る
さ
ま
に
て
物
し
給
ふ　

玉
か
つ
ら
思
ひ
の

外
な
る
御
有
さ
ま
を
う
た
て
覚
え	

」
32
丁
ウ

給
へ
と
上
﨟
し
く
お
ほ
と
か
に
て

さ
ま
あ
し
か
ら
し
と
思
ふ
心
あ
る
さ
ま

也
又
人
の
を
し
へ
な
る
へ
し

207
な
つ
か
し
き
ほ
と
な
る
御
そ
と
も
の
け
は

ひ
は
い
と
よ
う
ま
き
ら
は
し
す
へ
し
て

ち
か
や
か
に
ふ
し
給
へ
は
い
と
心
う
く

か
く
忍
ひ
あ
ま
り
給
ふ
源
氏
の
し
わ
さ
に

玉
か
つ
ら
の
同
心
の
け
し
き
あ
ら
は
さ
き	

」
33
丁
オ

に
源
氏
の
い
ま
し
め
給
ふ
物
の
哀
を
も

し
り
か
ほ
つ
く
り
お
か
し
き
こ
と
を
も

見
し
ら
ん
な
ん
其
つ
も
り
あ
ち
き
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な
か
る
へ
き
と
の
給
へ
る
心
に
た
か
ひ
て

終
に
は
浅
ま
れ
給
ふ
へ
し
女
は
男
に

も
ま
さ
り
て
好
色
な
る
へ
き
も
の

な
る
に
玉
か
つ
ら
此
の
ち
た
ひ
〳
〵

の
源
氏
の
た
は
ふ
れ
に
も
さ
ま
よ
く	

」
33
丁
ウ

の
か
れ
て
人
の
思
は
ん
こ
と
を
憚
り
過
し

て
心
清
く
お
は
せ
し
故
に
女
の
ほ
ん

に
す
へ
し
と
お
と
ゝ
た
ち
定
め

給
ふ
よ
し
真
木
柱
巻
に
あ
り
偏

に
女
の
い
ま
し
め
に
か
く
な
る
へ
し

208
う
と
き
も
し
た
し
き
も
む
け
の
親
さ
ま

に
思
ひ
聞
え
た
る
を
か
う
や
う
の
け
し
き

の
も
り
い
て
は
い
み
し
う
人
わ
ら
は
れ
に	

」
34
丁
オ

う
き
名
に
も
あ
る
へ
き
か
な

前
に
い
と
心
う
く
人
の
思
は
ん
事
も

珍
ら
か
に
い
み
し
う
覚
ゆ
と
あ
る

首
尾
な
り
よ
の
つ
ね
の
は
か
な
き
女

心
は
人
の
思
は
ん
こ
と
の
憚
り
を
も
か
へ

り
み
す
好
色
の
わ
さ
は
国
中
の
人

し
れ
ぬ
こ
と
な
れ
は
不
義
の
わ
さ

を
も
な
す
へ
き
に
此
玉
か
つ
ら
の
心
は
へ	

」
34
丁
ウ

の
ち
ま
て
遠
慮
ふ
か
ゝ
り
し
事
を

書
て
女
に
見
習
は
せ
ん
と
な
る
へ
し

(25)　

蛍
巻

209
い
と
よ
く
す
き
給
ひ
ぬ
へ
き
心
ま
と
は
さ

む
と
か
ま
へ
あ
り
き
給
ふ
な
り
け
り

光
君
の
此
し
わ
さ
ま
こ
と
の
友
弟

の
道
に
あ
ら
す
只
好
色
の
す
さ
み
わ

さ
な
れ
は
う
た
て
あ
る
御
心
也
け
り	

」
35
丁
オ

と
草
子
の
地
に
批
判
し
て
後
世
の

教
と
す
る
に
や
す
へ
て
吾
朝
に

中
古
の
風
俗
世
の
盛
り
に
栄
花

を
極
め
し
あ
ま
り
か
へ
り
て
王
法

の
正
し
き
道
を
と
ろ
え
つ
ゝ
上
つ
か
た

よ
り
は
し
め
只
好
色
に
の
み
ふ
け
り

て
此
光
君
の
し
わ
さ
を
万
に
こ
の

み
し
ゆ
へ
此
物
語
も
其
世
の
風
俗
に	

」
35
丁
ウ

さ
ま
〳
〵
ま
さ
な
き
事
の
み
有
し
に
光

君
の
一
人
の
う
へ
に
書
な
し
て
所
々
に

其
い
ま
し
め
の
詞
を
書
添
て
後
人
の

心
つ
か
ひ
と
せ
し
と
み
る
へ
し

210
さ
る
は
ま
こ
と
に
ゆ
か
し
け
な
き
さ
ま
に

は
も
て
な
し
は
て
し
と
お
と
ゝ
は
お
ほ
し
け
り

光
君
実
に
玉
か
つ
ら
を
わ
か
物
と

せ
ん
と
は
思
ひ
定
め
給
は
さ
る
と
也	

」
36
丁
オ

わ
か
む
す
め
と
披
露
の
ゝ
ち
あ
る
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ま
し
き
し
わ
さ
な
れ
は
此
物
語
の

所
々
に
た
ひ
〳
〵
光
君
此
用
意

有
け
る
よ
し
を
書
て
侍
り
是
亦

人
の
か
や
う
の
不
義
の
ふ
る
ま
ひ
を

学
ひ
う
ら
や
む
事
や
あ
ら
ん
の
こ
ゝ

ろ
つ
か
ひ
な
る
へ
し

211
人
の
心
を
や
ふ
り
も
の
ゝ
あ
や
ま
ち
す	

」
36
丁
ウ

ま
し
き
人
は
か
た
く
こ
そ
有
け
れ

此
詞
は
人
の
心
を
も
や
ふ
る
ま
し
く

あ
や
ま
ち
す
ま
し
き
は
か
た
き
と
の
心

也
是
前
に
此
宮
達
を
さ
へ
さ
し

は
な
ち
た
る
人
伝
に
聞
え
給
ふ
ま

し
き
事
也
か
し
御
声
こ
そ
お
し

み
給
ふ
と
も
す
こ
し
け
ち
か
く
た
に

こ
そ
な
と
い
さ
め
聞
え
給
ひ
し
は
す
て	
」
37
丁
オ

に
此
宮
に
ゆ
る
し
給
ふ
や
う
な
る
詞

な
か
ら
実
は
心
見
の
し
わ
さ
な
り
し

事
し
ら
れ
た
り
是
亦
女
の
も
の

つ
ゝ
み
せ
す
心
の
ま
ゝ
に
物
の
哀
を
も

知
か
ほ
つ
く
り
お
か
し
き
こ
と
を
も
み

し
ら
ん
な
ん
其
つ
も
り
あ
ち
き
な

か
る
へ
き
と
い
ま
し
め
給
ひ
し
本
意
た

か
は
ぬ
物
な
り
こ
ゝ
に
て
玉
か
つ
ら
の	

」
37
丁
ウ

貞
節
の
心
な
く
は
必
宮
の
御
け
し
き

に
な
ひ
く
有
さ
ま
な
と
有
て
亦

光
君
に
浅
ま
れ
給
ふ
へ
き
所
也
さ
れ

と
御
み
つ
か
ら
は
ひ
き
入
て
は
る
か
に

も
て
な
し
給
ふ
よ
し
を
書
て
玉
鬘
の

し
わ
さ
を
ほ
め
て
後
み
ん
人
の
教
と
す

212
五
日
は
む
ま
は
の
お
と
ゝ
に

乙
女
巻
に
五
月
の
御
遊
ひ
所
と
い
ひ	

」
38
丁
オ

た
り
し
首
尾
な
り

213
人
の
う
へ
を
な
ん
つ
け
お
と
し
め
さ
ま

の
事
い
ふ
人
を
は
い
と
お
し
き
物
に
し
給
へ
は

い
と
お
し
き
物
に
と
は
笑
止
な
る
事
に

お
ほ
す
儀
也
人
を
あ
し
さ
ま
に
い
ふ

を
用
意
な
し
と
き
ら
ひ
給
ふ
心
也

是
世
上
の
を
し
へ
な
る
へ
し

214
あ
な
む
つ
か
し
女
こ
そ
物
う
る
さ
か
り
せ
す	

」
38
丁
ウ

人
に
あ
さ
む
か
れ
ん
と
う
ま
れ
た
る
物
な
れ

ゑ
物
か
た
り
は
誠
は
す
く
な
き
に
玉
か

つ
ら
の
心
い
れ
給
へ
る
を
益
な
し
と

い
さ
め
給
ふ
詞
也
実
は
彼
お
か
し
き

こ
と
を
も
見
し
ら
ん
な
ん
其
つ
も
り

あ
ち
き
な
か
る
へ
き
と
い
ま
し
め
給
ひ

し
に
同
意
な
り
亦
人
の
教
也



北村季吟の源氏学（二）（宮川）

― 62 ―

215
す
へ
て
何
事
も
む
な
し
か
ら
す
な
り
ぬ
や	

」
39
丁
オ

法
華
寿
量
品
に
諸
所
言
説
皆

実
不
虚
と
い
へ
る
心
也
文
句
の
九
巻

湖
月
抄
に
委

216
け
に
た
く
ひ
お
ほ
か
ら
ぬ
こ
と
ゝ
も
は
こ
の

み
あ
つ
め
た
ま
へ
り
け
ん
か
し

藤
壺
朧
月
夜
六
条
御
息
所
源

内
侍
な
と
の
た
く
ひ
よ
に
あ
ら
ゆ
る
忍

す
と
い
ふ
事
と
も
な
る
へ
し
今
作	

」
39
丁
ウ

物
語
に
光
君
一
人
の
上
に
書
て

人
の
い
ま
し
め
に
せ
し
を
わ
さ
と
か
く

い
へ
る
草
子
地
也

217
姫
君
の
御
ま
へ
に
て
此
世
な
れ
た
る
も
の

か
た
り
な
と
な
よ
み
き
か
せ
給
ふ
そ
み

そ
か
心
つ
き
た
る
も
の
ゝ
む
す
め
な
と
は

お
か
し
と
に
は
あ
ら
ね
と
か
ゝ
る
事
世
に
は

有
け
り
と
見
馴
給
は
ん
そ
ゆ
ゝ
し
き
や	

」
40
丁
オ

此
を
し
へ
万
人
に
わ
た
る
へ
し
ひ
と
り

明
石
の
姫
君
に
と
の
み
は
思
ふ
へ
か
ら
す

非
礼
勿
視
と
こ
そ
聖
人
は
い
ま
し
め

給
へ
り
け
れ
よ
か
ら
ぬ
わ
さ
は
み
る
に

つ
け
て
を
の
つ
か
ら
内
心
う
つ
り
て

ま
さ
な
き
物
な
れ
は
也
此
源
氏
君
の

い
ま
し
め
の
詞
を
か
け
る
に
つ
け
て

紫
式
部
此
草
子
を
か
き
し
心
は
へ	

」
40
丁
ウ

こ
の
さ
ま
〳
〵
の
好
色
の
わ
さ
を
見

習
へ
と
い
ふ
に
は
あ
ら
す
偏
に
勧
善

　

徴
（
マ
マ
）悪
し
て
い
ま
し
む
へ
き
本
意
な

る
こ
と
推
量
る
へ
し
し
か
ら
す
は
い
か

て
か
か
ゝ
る
こ
と
世
に
在
け
り
と
見

習
ひ
ぬ
へ
き
つ
い
ゑ
あ
る
事
を

五
十
四
帖
心
を
つ
く
し
筆
を
ふ
る
ひ

て
書
つ
ら
ね
侍
ら
ん
ま
こ
と
に	

」
41
丁
オ

君
臣
父
子
の
道
朋
友
の
信
菩
提

の
縁
に
至
る
ま
て
こ
と
〳
〵
く
此
一
部

に
し
め
し
て
わ
か
国
の
至
宝
な
る
よ
し

河
海
花
鳥
細
流
等
に
か
き
し
る
し

給
へ
り
し
は
故
あ
る
事
と
思
ふ
へ
し

218
こ
よ
な
し
と
た
い
の
御
か
た
聞
給
は
ゝ
こ
ゝ

ろ
を
き
給
ひ
つ
へ
く
な
ん　

至玉

鬘
也

前
に
ま
こ
と
の
わ
か
ひ
め
君
を
か
く
し	

」
41
丁
ウ

も
も
て
さ
は
き
給
は
し
と
い
へ
る
首
尾
也

219
も
し
さ
や
う
の
名
の
り
す
る
人
あ
ら
は

近
江
の
君
を
か
き
出
ん
微
意
也
且
又

此
お
と
ゝ
の
心
ふ
か
ゝ
ら
ぬ
を
い
は
ん

と
て
か
け
る
な
る
へ
し
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(26)　

常
夏
巻

220
あ
そ
ん
や
さ
や
う
の
落
葉
を
た
に

此
詞
源
氏
も
雲
ゐ
の
事
を
内
府
に	

」
42
丁
オ

申
給
ふ
に
同
心
し
給
は
ぬ
を
す
こ
し
い

き
と
を
り
て
嘲
り
給
ふ
詞
也
源
氏
の
口

入
給
ふ
事
物
語
に
は
み
え
ね
と
行
幸

巻
に
其
お
も
む
き
は
み
え
た
り

221
か
ゝ
り
火
こ
そ
よ
け
れ
と
て
人
め
し
て

次
の
篝
火
巻
か
く
へ
き
心
は
へ
也

222
い
と
け
し
か
ら
ぬ
御
こ
ゝ
ろ
な
り
や

例
の
い
ま
し
め
の
詞
な
り
光
君
此
玉	

」
42
丁
ウ

か
つ
ら
に
か
や
う
の
御
か
ま
へ
あ
る
ま
し

き
こ
と
な
れ
は
也
世
の
人
と
し
て
は

猶
あ
る
ま
し
き
事
と
し
ら
し
め
ん
と
也

223
ま
く
る
や
う
に
て
も
な
ひ
か
め

一
旦
の
い
か
り
に
遠
慮
な
く
雲
ゐ
の

雁
を
渡
し
給
へ
り
し
か
と
ほ
と
へ
て
お

ほ
し
し
つ
む
へ
れ
は
聊
悔
し
き
心
出
来
給
へ
る

さ
ま
也
世
に
か
や
う
の
た
く
ひ
お
ほ
か
る
へ
し	

」
43
丁
オ

か
ね
て
思
案
あ
る
へ
き
事
の
教
な
り

224
こ
と
な
る
事
な
き
詞
を
も
の
と
や
か
に

を
し
し
つ
め
て
い
ひ
出
し
た
る
は
う
ち
聞

み
ゝ
こ
と
に
お
ほ
え
お
か
し
か
ら
ぬ
哥
語

を
す
る
も
こ
は
つ
か
ひ
つ
き
〳
〵
し
く
て

何
事
も
い
ひ
な
し
に
よ
り
て
よ
く
な
る

物
と
の
教
へ
也
い
か
に
秀
逸
の
哥
な

り
と
も
お
そ
ろ
し
き
こ
ゑ
し
て
い
へ
は
無	

」
43
丁
ウ

曲
と
也
此
段
万
事
に
わ
た
る
教
也

(27)　

篝
火
巻

225
と
も
あ
れ
か
く
も
あ
れ

内
府
の
し
わ
さ
の
遠
慮
な
き
を
笑
止

に
思
ひ
給
ふ
心
な
り
湖
月
抄
に
委

226
御
こ
と
を
枕
に
て
も
ろ
と
も
に
そ
ひ
ふ
し
給

前
に
や
う
〳
〵
な
つ
か
し
う
う
ち
と
け

聞
え
給
ふ
と
有
て
こ
ゝ
に
て
そ
ひ
ふ
し	

」
44
丁
オ

給
ふ
と
有
然
と
も
実
事
は
な
し
真

木
柱
巻
に
殿
も
い
と
お
し
う
人
々

も
思
ひ
う
た
か
ひ
け
る
す
ち
を
心
き

よ
く
あ
ら
は
し
給
て
我
心
な
か
ら
う
ち

つ
け
に
ね
ち
け
た
る
事
は
こ
の
ま
す

か
し
と
む
か
し
よ
り
の
事
も
お
ほ
し
出
て

と
あ
り
光
君
の
け
さ
う
を
玉
か
つ
ら

も
は
し
め
の
や
う
に
は
お
は
し
ま
さ
て	

」
44
丁
ウ

源
氏
の
御
心
の
ま
ゝ
に
を
し
た
ち
て
な

と
も
も
て
な
し
給
は
ね
は
心
や
す
く

て
う
ち
と
け
給
ひ
て
の
事
と
知
へ
し
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諸
抄
其
義
を
用
ゆ
猶
お
く
に

う
ち
と
け
ぬ
さ
ま
に
物
を
つ
ゝ
ま
し

と
お
ほ
し
た
る
け
し
き
い
と
ら
う
た

け
也
と
あ
り
玉
か
つ
ら
の
用
意
あ

る
さ
ま
也
光
君
に
ひ
た
す
ら
に
は	

」
45
丁
オ

同
心
な
か
り
し
事
を
し
る
へ
し

(28)　

野
分
巻

227
あ
ち
き
な
く
見
奉
る　

夕
霧
の
紫

上
を
見
給
ふ
也
野
分
の
物
さ
は
か
し
き

ま
き
れ
に
人
々
も
心
つ
か
ひ
す
へ
き
所

に
も
心
つ
け
さ
り
し
さ
ま
也
か
や
う
の

騒
動
の
時
一
入
こ
ゝ
ろ
す
へ
き
教
也

228
お
ほ
つ
か
な
さ
に
な
ん
参
り
て
侍
つ
る	

」
45
丁
ウ

夕
霧
学
問
の
し
る
し
に
孝
あ
る
心
也

229
心
く
る
し
き
に
ま
か
て
侍
な
ん

六
条
院
は
こ
と
な
る
事
な
く
人
も

あ
ま
た
あ
れ
は
大
宮
の
御
方
の
心

苦
し
さ
に
ま
か
て
給
は
ん
と
也
又
孝
心
也

230
三
条
の
宮
と
六
条
院
と
に
参
り
て
御

覧
せ
ら
れ
給
は
ぬ
日
な
し

細
流
云
ゆ
ふ
霧
の
つ
と
め
た
る
な
り	

」
46
丁
オ

九
条
殿
遺
誡　

礼
記
文
王
世
子
等
湖

月
抄
に
委　

孟
津
抄
云
数
な
ら
ぬ

者
ま
て
も
日
々
に
父
を
見
ま
ふ
へ
き
事
也

231
中
将
夜
も
す
か
ら
あ
ら
き
風
の
音
に
も

す
ゝ
ろ
に
物
哀
や　

夕
霧
紫
上
を
思
ふ

心
也
必
か
や
う
に
思
ふ
へ
き
事
な
れ
は

光
君
の
夕
霧
を
疎
く
な
ら
は
し

給
ふ
又
い
ま
し
め
也
桐
壺
の
帝
の
光
君	

」
46
丁
ウ

を
愛
の
あ
ま
り
に
藤
壺
に
し
た
し
く

せ
さ
せ
給
へ
る
末
の
ま
さ
な
き
に
て

お
も
ひ
あ
は
す
へ
し

232
け
ち
か
き
か
た
は
ら
さ

（
マ
マ
）に
立
の
き
さ
ふ
ら
ひ

人
々
お
も
ふ
へ
き
心
つ
か
ひ
な
り

233
人
々
け
さ
や
か
に
お
と
ろ
き
顔
に
は
あ
ら
ね
と

中
宮
の
御
方
の
物
馴
て
ら
う
〳
〵
し
き
様
也

234
こ
う
ち
き
引
お
と
し
て
け
ち
め
み
せ
た
る
い
と	

」
47
丁
オ

い
た
し　

明
石
上
光
君
に
礼
儀
あ

る
を
ほ
め
た
る
也
初
音
巻
に
み
つ

か
ら
の
も
て
な
し
は
か
し
こ
ま
り
を
き

て
と
有
し
と
同
し
平
生
の
用
意
と
み
ゆ

235
い
と
よ
く
み
ゆ
か
く
た
は
ふ
れ
給
ふ
け
し
き

の
し
る
き
を
あ
や
し
の
わ
さ
や

源
氏
玉
か
つ
ら
へ
の
け
さ
う
を
人
に
し
ら

れ
し
と
お
ほ
し
又
忍
ひ
〳
〵
の
御
こ
と	

」
47
丁
ウ

な
れ
は
人
は
し
ら
し
と
お
ほ
す
ら
ん
も
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た
ひ
か
さ
な
る
に
つ
け
て
は
を
の
つ
か

ら
夕
霧
さ
へ
見
い
て
給
へ
る
よ
し
を

書
て
世
に
閑
居
し
て
不
善
の
わ
さ

を
な
し
て
人
は
よ
も
し
ら
し
と
思
ふ
事

も
終
に
あ
ら
は
れ
す
と
い
ふ
事
な
き

そ
と
の
教
を
か
け
り
実
に
慎
独
つ
ゝ

屋
漏
に
も
恥
す
の
み
あ
ら
ま
ほ
し	

」
48
丁
オ

236
猶
み
は
て
ま
ほ
し
け
れ
と
ち
か
ゝ
り
け
り

と
み
え
奉
ら
し
と
思
ひ
て
立
さ
り
ぬ

紫
上
の
御
方
に
て
け
は
ひ
お
そ
ろ
し

く
て
立
さ
る
に
そ
と
い
ひ
け
近
き

か
た
は
ら
い
た
さ
に
立
の
き
て
さ
ふ
ら

ひ
給
ふ
と
あ
る
心
つ
か
ひ
と
同
し
心
を

つ
く
へ
き
事
と
も
な
る
へ
し

(29)　

行
幸
巻	
」
48
丁
ウ

237　

初
音
巻
よ
り
此
巻
ま
て
源
氏
の
御

年
齢
卅
五
歳
と
み
る
へ
し
扨
此
巻

と
野
分
巻
と
の
間
に
九
月
十
月
十

一
月
等
の
事
は
こ
も
り
て
十
二
月
大

原
野
行
幸
の
事
よ
り
書
出
て
次

の
年
源
氏
卅
六
歳
の
二
月
の
事
ま

て
此
巻
に
あ
り

238
お
こ
か
ま
し
う
も
や
な
と
お
ほ
し
か
へ
さ
ふ	

」
49
丁
オ

と
に
か
く
に
思
案
し
給
ひ
て
も
思
ひ
の

ま
ゝ
に
玉
か
つ
ら
を
わ
か
物
と
し
給
ひ
か

た
き
心
也
世
に
一
旦
の
心
に
任
せ
て
遠

慮
な
く
せ
し
事
の
後
悔
あ
る
事
お

ほ
し
此
思
案
の
や
う
に
よ
く
〳
〵
思
ひ

め
く
ら
し
て
お
ほ
つ
か
な
き
事
は
思
ひ
返
し

て
す
へ
か
ら
す
と
の
教
を
か
け
り
万
の

事
の
中
に
殊
に
男
女
の
道
は
国
中	

」
49
丁
ウ

の
人
し
れ
ぬ
事
な
れ
は
私
心
に
任
て

あ
や
ま
ち
あ
る
事
貴
賤
老
少
と
も
に

お
ほ
し
忍
ひ
難
き
を
よ
く
堪
忍
て
わ
か

た
め
人
の
た
め
よ
か
ら
ぬ
事
は
す
ま
し
き
也

239
色
く
ろ
く
ひ
け
か
ち
に
み
え
て
い
と
心
つ
き
な
し

美
艶
の
玉
か
つ
ら
け
さ
う
の
人
々
お
ほ

か
り
し
中
に
こ
と
に
心
つ
き
な
し
と
こ

こ
に
て
見
か
き
り
給
へ
る
大
将
に
終
に	

」
50
丁
オ

と
つ
き
給
へ
る
事
縁
に
ひ
か
る
ゝ
世
の

習
ひ
に
て
思
ふ
に
別
思
は
ぬ
に
そ
ふ
浮

世
の
さ
ま
を
か
ゝ
む
と
て
か
く
兼
て
髭

黒
を
見
お
と
し
給
ふ
事
を
い
へ
り
奇

（
マ
マ
）な

る
文
意
に
や
猶
玉
か
つ
ら
の
心
は
へ
あ
る

へ
き
故
も
あ
る
へ
し

240
か
の
こ
と
は
お
ほ
し
な
ひ
き
ぬ
ら
ん
か
し
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玉
鬘
に
宮
仕
を
す
ゝ
め
給
ふ
詞
也	

」
50
丁
ウ

次
に
も
猶
お
ほ
し
た
て
な
と
た
え
す

す
ゝ
め
給
ふ
と
あ
り
此
か
く
す
ゝ
め
給
ふ

も
猶
玉
か
つ
ら
へ
け
さ
う
の
絶
ぬ
故
な
り

兵
部
卿
大
将
な
と
に
嫁
し
て
は
思
ふ
心

か
な
へ
か
た
し
宮
仕
へ
に
て
は
里
亭
へ

出
給
は
ん
折
も
逢
見
給
は
ん
の
内
意
前

　

前
（
マ
マ
）に

も
有
し
な
り

241
心
の
そ
ら
な
く　

夕
霧
祖
母
の
御
病
気	

」
51
丁
オ

を
見
あ
つ
か
ひ
給
て
心
の
を
き
所
な
く
お

ほ
す
孝
心
を
い
ふ
な
り

242
此
中
将
の
い
と
あ
は
れ
に

前
に
こ
ゝ
ろ
の
空
な
く
と
有
し
首
尾
也

243
か
う
く
ち
お
し
き
に
こ
り
の
す
ゑ
に

濁
悪
世
に
さ
は
か
り
す
ゝ
き
給
ふ
ほ
と

す
む
へ
き
水
は
有
か
た
か
ら
ん
と
な
り

一
た
ひ
夕
霧
ゆ
へ
に
け
か
れ
給
へ
る
雲	

」
51
丁
ウ

ゐ
の
雁
の
名
は
き
よ
め
か
た
か
ら
ん
と
也

湖
月
抄
に
は
泯

（
マ
マ
）江
入
楚
の
儀
を
用
ゆ

所
好
に
し
た
か
ふ
へ
し

244
女
官　

に
よ
う
く
は
ん
と
よ
む
へ
し
に
よ

く
は
ん
と
い
ふ
は
女
御
更
衣
よ
り
以
下
の

宮
仕
の
女
の
惣
名
也
内
侍
所
等
の
役

人
を
い
ふ
に
は
に
よ
う
く
は
ん
と
読
習
也

245
あ
や
し
の
こ
と
ゝ
も
や	

」
52
丁
オ

内
府
の
御
む
す
め
の
光
君
へ
ま
き
れ

お
は
し
た
る
を
あ
や
し
の
事
と
も
や

と
也
其
故
の
御
た
は
ふ
れ
そ
と
今

彼
野
分
の
朝
の
事
を
思
合
給
ふ
也

246
か
ら
衣
又
か
ら
衣
〳
〵

か
や
う
に
お
な
し
詞
を
た
ひ
〳
〵
よ
む

こ
と
哥
読
の
若
は
あ
る
へ
き
事
な
れ

は
心
す
へ
し
と
の
教
に
か
く
な
る
へ
し	

」
52
丁
ウ

247
き
け
は
か
れ
も
お
と
り
は
ら
な
り
と

あ
ふ
な
け
に
の
給
ふ

近
江
の
君
い
や
し
く
そ
た
ち
給
ひ
し

故
に
万
事
遠
慮
な
き
有
さ
ま
を
書

て
誰
も
遠
慮
な
く
み
た
り
な
ら
は

亦
近
江
君
そ
と
心
得
の
た
め
に
云
な
る
へ
し

(30)
（
藤
袴
巻
）

248
御
袖
を
ひ
き
う
こ
か
し
け
り

夕
霧
の
け
さ
う
を
忍
ひ
か
ね
て
顕	

」
53
丁
オ

は
し
給
ふ
也
此
玉
か
つ
ら
に
か
く
人
々
の

け
さ
う
の
事
を
か
く
は
世
上
の
人
情

に
て
か
く
さ
ま
〳
〵
の
む
つ
か
し
き
こ
と

あ
ら
ん
に
も
さ
す
か
に
人
に
く
か
ら
す
又
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わ
か
貞
節
を
も
た
て
ゝ
あ
へ
し
ら
ふ
へ

き
教
な
る
へ
し
此
玉
か
つ
ら
の
い
ら
へ

と
も
の
い
つ
れ
に
も
に
く
か
ら
て
お
も

し
ろ
く
い
ひ
の
か
れ
給
へ
る
を
女
の
本
と	

」
53
丁
ウ

此
巻
に
書
と
ゝ
め
た
り
心
を
つ
く
へ
し

249
か
た
は
ら
い
た
け
れ
は
か
ゝ
ぬ
な
り

夕
霧
の
光
君
の
懸
想
あ
る
を
も

知
な
か
ら
此
女
君
に
た
は
ふ
れ
に
て

も
か
や
う
の
有
さ
ま
あ
る
へ
き
事
な
ら

ね
は
か
た
は
ら
い
た
け
れ
は
と
あ
さ
け
り

て
か
ゝ
す
と
の
心
も
亦
い
ま
し
め
に
や

250
此
み
や
つ
か
へ
を
し
ふ
〳
〵
に
こ
そ
思
給
へ
れ	

」
54
丁
オ

此
光
君
と
夕
霧
の
御
有
さ
ま
を
見

る
に
宮
の
れ
ん
し
給
へ
る
人
に
て
い
と

心
ふ
か
き
哀
を
つ
く
し
い
ひ
な
や
ま
し

給
ふ
に
心
や
し
み
給
ふ
ら
ん
又
う
へ
を
見

奉
り
給
て
は
い
と
め
て
た
く
お
は
し
け
り

と
思
ひ
給
へ
り
な
と
の
給
へ
る
事
今
の
世

の
父
子
の
あ
い
た
に
て
い
ふ
へ
き
事
に
あ

ら
す
中
古
此
時
分
の
風
俗
か
や
う
の	

」
54
丁
ウ

こ
と
に
憚
り
な
か
り
し
に
や
又
作
り

物
語
に
て
人
の
い
ま
し
め
な
る
へ
き
事

と
も
を
か
く
に
よ
り
て
か
や
う
に
も
書

た
る
に
や
は
か
り
か
た
し

251
年
比
か
く
て
は
く
ゝ
み
聞
え
給
ふ
け
る
御
心
さ

し
を
ひ
か
さ
ま
に
こ
そ
は
人
は
申
な
れ

此
夕
霧
の
源
氏
の
御
け
し
き
を
見

む
と
思
へ
る
も
亦
此
玉
か
つ
ら
に
御
け	

」
55
丁
オ

さ
う
の
事
を
人
の
疑
ふ
な
と
い
ふ
事

も
皆
父
子
の
間
に
思
ひ
い
ふ
事
と
も

に
あ
ら
す
是
亦
其
比
の
風
俗
に
て

憚
り
な
か
り
し
さ
ま
に
や
又
作
物
語
な

れ
は
か
や
う
に
書
て
人
に
し
ら
れ
し
と

思
ひ
て
も
必
よ
に
し
ら
れ
て
其
か

く
れ
な
く
沙
汰
せ
ら
る
ゝ
物
な
れ
は

誰
も
い
ま
し
む
へ
し
と
の
教
に
書
に
や	

」
55
丁
ウ

252
さ
り
や
か
く
人
の
を
し
は
か
る
あ
ん
に
お
つ

る
こ
と
も
あ
ら
ま
し
か
は
い
と
口
お
し
く

あ
る
ま
し
き
事
は
い
か
に
つ
く
ろ
は
ん

と
す
る
事
も
首
尾
逢
か
た
く
ま
さ
な

き
わ
さ
を
み
つ
か
ら
思
知
給
ふ
さ
ま
也

253
お
ほ
と
の
ゝ
御
お
も
む
け
の
こ
と
な
る
に
こ
そ

は
あ
な
れ
ま
こ
と
の
親
の
御
心
た
に
た
か

は
す
は
と
此
弁
の
お
も
と
に
も
せ
め
給
ふ	

」
56
丁
オ

此
詞
を
み
る
に
内
府
の
御
心
は
鬚
黒

を
と
思
召
に
よ
り
て
終
に
玉
か
つ
ら
を
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大
将
の
え
給
ふ
へ
き
心
み
え
た
り

254
女
の
御
心
は
へ
に
此
君
を
な
ん
ほ
ん
に
す
へ

き
と
お
と
ゝ
た
ち
さ
た
め
聞
え
給
ひ
け
り

此
け
さ
う
の
人
々
に
も
け
に
く
か
ら
ぬ

物
か
ら
み
つ
か
ら
の
貞
節
た
か
え
す

光
君
の
の
か
れ
か
た
き
御
有
さ
ま
に	

」
56
丁
ウ

も
さ
す
か
に
心
き
よ
く
い
ひ
の
か
れ
給
ふ

さ
ま
の
賢
く
労
あ
り
し
玉
か
つ
ら
の

ふ
る
ま
ひ
を
世
人
の
か
ゝ
み
と
い
へ
る
は

誠
に
人
の
教
に
か
け
る
な
る
へ
し

(31)　

真
木
柱
巻

255　

此
巻
源
氏
君
卅
六
歳
の
正
月
よ
り

卅
七
歳
の
十
一
月
玉
か
つ
ら
の
男
子
を

う
み
給
へ
る
事
な
と
書
て
さ
て
其	

」
57
丁
オ

あ
と
に
秋
の
夕
の
た
ゝ
な
ら
ぬ
に
と

書
た
る
に
一
年
を
く
は
へ
て
卅
八
歳

の
秋
ま
て
の
事
有
と
心
得
へ
し
諸

抄
の
義
不
用
之

256
ほ
と
ふ
れ
と
い
さ
ゝ
か
う
ち
と
け
た
る

御
け
し
き
も
な
く
思
は
す
に
う
き
す
く
せ

也
け
り
と
思
ひ
入
た
る
さ
ま
の
た
ゆ
み
な
き

是
実
父
お
と
ゝ
な
と
髭
黒
に
と
お
も	

」
57
丁
ウ

む
き
給
ふ
故
に
弁
の
お
も
と
媒
し
て
終

に
玉
か
つ
ら
を
大
将
得
給
へ
り
け
れ
と
玉

鬘
の
本
意
な
ら
て
う
ち
と
け
給
は
ぬ

さ
ま
を
い
へ
り
実
父
も
光
君
も
ゆ
る
し

給
へ
る
事
を
た
ゝ
に
か
く
し
ふ
〳
〵
な
る

へ
き
い
は
れ
な
け
れ
と
も
光
君
の
御
心
も

猶
は
な
れ
ぬ
さ
ま
な
る
に
う
ち
つ
け
に

大
将
に
う
ち
と
け
給
は
ゝ
光
君
へ
も
を	

」
58
丁
オ

の
つ
か
ら
憚
り
あ
る
へ
く
入
内
あ
る
へ
き

御
身
な
る
に
其
恐
れ
も
あ
る
へ
し
又

蛍
兵
部
卿
な
と
懇
に
の
給
ひ
し
あ
た

り
に
も
さ
す
か
に
お
も
ふ
所
有
て
玉

か
つ
ら
の
心
と
は
大
将
に
な
ひ
か
ぬ
さ
ま

を
み
せ
て
媒
の
弁
の
お
も
と
を
も
疎
み

給
へ
る
け
し
き
な
る
へ
し
然
と
も
世
と
ゝ

も
に
歎
き
給
へ
り
し
光
君
の
懸
想	

」
58
丁
ウ

を
の
か
れ
て
世
上
の
疑
ひ
を
心
清
く

は
な
れ
給
へ
れ
は
玉
鬘
の
身
に
と
り

て
は
さ
い
は
ゐ
と
い
ふ
へ
し
同
し
事
の

内
に
も
宮
仕
し
給
て
も
こ
き
て
ん
秋

好
の
は
ゝ
か
り
あ
り
又
猶
源
氏
の
け

さ
う
の
か
れ
か
た
く
又
蛍
兵
部
卿
な
と

の
風
流
に
美
麗
な
る
か
た
に
な
ひ
き

給
ひ
て
は
玉
か
つ
ら
好
色
に
め
て
ゝ
心	

」
59
丁
オ
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と
な
ひ
き
給
ふ
に
似
て
光
君
の
御
心
の

中
恐
あ
り
て
心
よ
か
ら
す
心
つ
き
な
し
と

み
お
と
し
給
へ
り
し
髭
黒
に
逢
給
て

か
く
う
ち
と
け
ぬ
け
し
き
あ
れ
は
諸
方
の

恨
み
も
薄
く
光
君
を
い
と
ひ
か
て
ら
に

実
父
の
お
も
む
け
に
し
た
か
ふ
や
う
な
ら
む

は
ゝ
か
り
も
な
し
と
か
く
に
ら
う
あ
り
い

た
り
ふ
か
き
有
さ
ま
に
や
奥
の
巻
に	

」
59
丁
ウ

も
玉
か
つ
ら
の
心
と
は
髭
黒
に
あ
ひ
給
は

ぬ
さ
ま
に
し
な
し
給
へ
る
を
源
氏
も
ほ

め
給
ひ
し
事
あ
り
賢
女
の
有
さ
ま
を
面

白
く
書
出
た
る
作
物
語
の
さ
ま
奇
々
妙
々

257
を
の
か
あ
ら
ん
こ
な
た
は
い
と
人
わ
ら
へ
な
る
さ
ま

に
し
た
か
ひ
な
ひ
か
て
も
物
し
給
な
ん
と
の
給
ひ
て

式
部
卿
宮
の
身
の
威
勢
に
ほ
こ
る
の
み
に

て
短
慮
に
お
は
し
ま
す
さ
ま
也
女
は
三	
」
60
丁
オ

従
の
礼
有
て
嫁
し
て
は
夫
に
し
た
か
ふ
へ

き
物
な
れ
は
大
将
の
さ
り
給
は
ぬ
か
き
り

は
御
子
と
も
な
と
も
お
は
す
る
中
を

引
き
り
に
取
返
し
給
ふ
ま
し
き
御
事
也

こ
と
に
も
の
ゝ
け
に
煩
ひ
や
つ
れ
て
た
け

き
事
も
な
き
北
の
方
な
る
を
や
果
し
て

後
悔
し
給
へ
る
事
を
書
て
世
人
の
教
と
す

258
此
お
ほ
北
の
か
た
そ
さ
か
な
も
の
な
り
け
る	

」
60
丁
ウ

心
さ
か
な
く
あ
る
ま
し
き
い
ま
し
め
の
詞
也

259
は
し
た
な
か
り
し
に
こ
と
つ
け
か
ほ
な
る

を
宮
に
は
い
み
し
う
め
さ
ま
し
か
り
歎
き
給
ふ

は
し
た
な
く
北
の
方
を
迎
へ
と
り
て
大

将
お
は
し
け
る
に
も
出
逢
給
は
す
姫

君
を
も
み
せ
ま
い
ら
せ
す
な
と
あ
り
し
恨

に
か
こ
つ
け
て
音
信
も
絶
て
し
給
ぬ

を
歎
き
悔
み
給
ふ
也
是
ま
た
人
の
し
う	

」
61
丁
オ

と
ゝ
し
て
心
す
へ
き
教
な
る
へ
し

260
ま
め
た
ち
て
さ
ふ
ら
ひ
給
へ
は
え
お
ほ
す
さ

ま
な
る
み
た
れ
事
も
う
ち
出
さ
せ
給
は
て

是
亦
玉
鬘
の
貞
節
あ
り
労
あ
る

さ
ま
な
る
に
帝
も
え
乱
さ
せ
給
は

さ
る
と
也
女
の
心
た
ゝ
し
き
に
い
か
て

み
た
る
ゝ
た
は
れ
男
あ
ら
ん
人
の
不
義

を
な
す
は
わ
か
し
わ
さ
の
あ
た
な
る
故	

」
61
丁
ウ

そ
と
人
に
教
ゆ
る
書
さ
ま
也
且
又

玉
鬘
の
ふ
る
ま
ひ
女
の
本
な
る
有
さ
ま
也

261
お
し
む
へ
か
め
る
人
も
身
を
つ
み
て
心
く
る
し
う

な
ん　

身
を
つ
み
て
と
は
わ
か
身
を
つ
み

て
人
の
痛
き
を
し
る
心
也
君
子
の

絜
矩
の
道
上
に
に
く
む
所
下
に
使
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こ
と
な
か
れ
下
に
に
く
む
と
こ
ろ
上
に

つ
か
ふ
ま
つ
る
事
な
か
れ
前
後
左
右	

」
62
丁
オ

み
な
し
か
り
こ
れ
天
下
を
平
に
す

る
要
道
と
か
や
大
学
の
章
句
に

見
ゆ
冷
泉
院
を
天
暦
の
聖
代
に

比
し
て
か
け
り
と
い
へ
り
薄
雲
巻
に
も

道
々
の
文
を
御
覧
の
事
あ
り
こ
ゝ

に
此
御
心
つ
か
ひ
あ
る
よ
し
を
か
き
光

君
を
実
父
と
し
ろ
し
め
し
て
よ
り
御

位
を
も
ゆ
つ
ら
ん
と
お
ほ
し
め
し
終
に	

」
62
丁
ウ

尊
号
を
奉
り
給
へ
る
大
孝
の
さ
ま

大
王
王
季
を
追
王
せ
し
上
古
の
聖
人

に
も
か
よ
ひ
た
る
書
さ
ま
又
奇
妙
に
や

262
さ
る
も
の
ゝ
く
せ
な
れ
は
色
め
か
し
う

近
江
君
の
さ
ま
偏
に
狂
言
な
か
ら

又
人
の
教
也
つ
ゝ
し
み
思
ふ
へ
き
所
也

263
秋
の
夕
の
た
ゝ
な
ら
ぬ
に

此
前
に
其
年
の
十
一
月
に
と
有
て
こ
ゝ	

」
63
丁
オ

に
秋
の
夕
と
か
け
る
又
一
年
を
添
て

源
氏
君
卅
八
歳
ま
て
か
け
る
と
見
る
へ

し
前
〈
ニ
〉
註
ス
ル
コ
ト
シ
さ
て
梅
か
枝
藤
裏
葉
の

巻
を
過
て
若
菜
の
巻
に
光
君
四
十

歳
に
て
御
賀
の
事
な
と
あ
る
に
年

数
た
か
は
さ
る
物
也

(32)　

梅
か
え
の
巻

264
か
う
と
も
は
む
か
し
い
ま
の
と
り
な
ら
へ
さ
せ	

」
63
丁
ウ

給
て
御
か
た
〳
〵
に
く
は
ら
せ
奉
給
ふ
二
く
さ

つ
ゝ
合
せ
さ
せ
給
へ
と
聞
え
さ
せ
給
へ
り

明
石
の
姫
君
入
内
あ
る
へ
き
用
意
に

薫
物
を
合
せ
給
ふ
へ
き
こ
と
を
朝
顔
の

斎
院
紫
上
花
散
里
明
石
上
な
と
へ
二

種
つ
ゝ
あ
つ
ら
へ
給
ふ
也
か
や
う
に
て
其

人
々
の
御
心
つ
か
ひ
其
風
流
な
と
試

給
は
ん
と
て
な
り
か
く
女
か
た
へ
は
た
き
物	

」
64
丁
オ

又
後
に
男
方
へ
は
手
本
巻
物
な
と
あ

つ
ら
へ
給
へ
り
是
も
其
才
覚
有
職
の

ほ
と
を
こ
ゝ
ろ
み
給
ふ
へ
き
と
な
る
へ
し

よ
き
人
は
お
と
こ
も
を
ん
な
も
其
才

覚
風
流
常
に
嗜
む
へ
き
た
め
の
教
也

栄
耀
に
ほ
こ
り
て
た
ゝ
に
酒
宴
遊
興

に
の
み
か
ゝ
つ
ら
ひ
文
筆
藝
能
を
も
た

し
な
ま
ぬ
を
い
ま
し
め
心
付
ん
た
め
と
知
へ
し	

」
64
丁
ウ

265
人
の
ね
ん
こ
ろ
な
り
し
き
さ
み
に
な
ひ
き
な

ま
し
か
は
な
と
人
し
れ
す
お
ほ
し
な
け
き
て

光
君
の
懇
に
口
入
給
ひ
し
時
承
引
し

給
は
さ
り
し
あ
や
ま
り
を
悔
み
給
ふ
也
物
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の
い
き
を
ひ
時
節
時
宜
心
す
へ
き
い
ま
し
め
也

266
か
の
御
を
し
へ
こ
そ
な
か
き
た
め
し
に
は
有
け
れ

桐
壺
の
帝
の
賢
き
御
教
訓
を
思
出
給
也

親
の
い
さ
め
は
た
と
ひ
を
ろ
か
な
る
に
て
も	

」
65
丁
オ

子
を
大
切
に
思
ひ
て
い
ふ
故
に
子
の

た
め
後
ま
て
悪
か
ら
ぬ
や
う
に
と
て

い
ふ
へ
き
を
ま
し
て
賢
き
親
の
詞
は

一
生
の
規
範
な
る
へ
き
を
子
の
若
気

に
て
し
た
か
は
さ
ら
ん
は
愚
痴
放
埒

不
孝
不
義
数
々
つ
み
お
も
き
わ
さ

な
る
へ
し
此
夕
霧
へ
の
教
訓
万
人

の
子
た
る
も
の
ゝ
い
ま
し
め
な
る
へ
し	

」
65
丁
ウ

よ
く
心
を
つ
け
て
み
る
へ
き
也

267
い
さ
ゝ
か
の
こ
と
の
あ
や
ま
り
も
あ
ら
は

か
ろ
〳
〵
し
き
そ
し
り
を
や
を
は
ん
と

つ
ゝ
み
し
た
に　

是
ら
の
詞
を
ろ

そ
か
に
み
る
へ
か
ら
す
随
分
つ
ゝ
し

み
て
た
に
猶
時
と
し
て
さ
し
出
る

私
心
に
ひ
か
れ
て
す
き
〳
〵
し
き

と
か
を
お
ふ
事
あ
り
ま
し
て
つ
ゝ	

」
66
丁
オ

し
む
心
も
な
き
人
を
や
是
源
氏
の

朧
月
夜
故
す
ま
の
愁
有
し
事
を

の
給
へ
と
も
是
を
み
る
人
の
万
事
に

わ
た
る
へ
き
を
し
へ
な
り

268
お
と
ゝ
の
く
ち
い
れ
給
ひ
し
に
し
ふ
ね
か

り
き
と
て
ひ
き
た
か
へ
給
ふ
な
る
へ
し

源
氏
君
内
府
に
口
入
給
ひ
し
こ
と

物
語
に
は
み
え
す
所
々
に
其
お
も
む	

」
66
丁
ウ

き
は
有
し
此
詞
に
て
慥
に
口
入
給
ひ

し
と
み
す
へ
き
た
め
に
書
出
し
詞
也

269
い
か
に
せ
ま
し
猶
や
す
ゝ
み
い
て
ゝ
気
色

を
や
と
ら
ま
し　

此
詞
次
に
藤
の

う
ら
は
の
巻
を
書
て
雁
を
霧
に

あ
は
せ
給
ふ
事
を
い
は
ん
微
意
也

(33)
（
藤
裏
葉
巻
）

270
な
と
い
と
こ
よ
な
く
は
か
う
し
し
給
へ
る

雲
ゐ
の
雁
を
夕
霧
に
ゆ
る
し
給	

」
67
丁
オ

は
ん
心
を
あ
ら
は
し
給
ふ
詞
な
り

271
お
と
ゝ
の
御
ま
へ
に
て
か
く
な
ん
と
て

内
府
の
文
を
光
君
に
夕
霧
の
み
せ

申
給
ふ
也
父
君
へ
の
礼
儀
な
り

272
い
と
か
う
さ
く
に
ね
ひ
ま
さ
る
人
な
り

夕
霧
を
内
府
ほ
め
給
ふ
詞
也
此
巻
の

さ
ま
乙
女
巻
な
と
の
さ
ま
と
は
雲
泥
の

け
し
き
な
り
は
し
め
に
思
案
あ
る
へ
き	

」
67
丁
ウ

こ
と
を
一
旦
の
い
か
り
に
し
損
し
給
へ
る
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か
ろ
〳
〵
し
さ
を
書
て
人
の
教
と
す
る

な
る
へ
し
此
跡
に
お
と
ゝ
の
御
掟
の

あ
ま
り
す
く
み
て
名
残
く
つ
お
れ
給
ひ

ぬ
る
を
世
人
も
い
ひ
出
る
事
あ
ら
ん
や

と
源
氏
の
給
へ
る
詞
あ
り
人
々
兼
て

お
も
ふ
へ
き
を
し
へ
な
り
心
を
つ
く
へ
し

273
わ
か
か
た
た
け
う
思
ひ
か
ほ
に
心
を
こ
り
し	

」
68
丁
オ

て
す
き
〳
〵
し
き
心
は
へ
な
と
も
ら
し
給
ふ
な

我
に
理
有
て
人
の
屈
し
た
る
時
に

そ
れ
に
ほ
こ
り
て
人
を
な
み
し
過
言

な
と
す
る
事
あ
る
ま
し
き
こ
と
の

い
ま
し
め
な
り
万
事
に
渡
る
教
訓
な
り

274
つ
み
も
の
こ
る
ま
し
う
そ
ま
め
や
か
な
る

御
心
さ
ま
な
と
の
年
比
こ
と
心
な
く
て
ね
ん
し

過
し
給
へ
る
な
と
を
有
難
う
お
ほ
し
ゆ
る
す	
」
68
丁
ウ

実
法
に
お
は
す
る
夕
霧
に
難
面
き

つ
み
を
み
ゆ
る
し
給
ふ
と
也
人
忠
信
を

主
と
す
へ
き
よ
し
の
教
と
し
る
へ
し

此
巻
内
府
の
過
を
改
め
給
へ
る
故
に

万
事
ま
と
か
に
う
る
は
し
く
成
た
り

過
則
勿
憚
改
と
の
聖
言
誠
な
る
哉

275
あ
せ
ち
の
北
方
な
と
も
か
ゝ
る
か
た
に
て

う
れ
し
と
お
も
ひ
聞
え
給
へ
り	

」
69
丁
オ

乙
女
巻
に
て
雲
ゐ
の
雁
の
め
の
と

あ
な
い
み
し
や
大
納
言
殿
に
き
こ
し

め
さ
ん
こ
と
も
な
と
い
ひ
し
浅
は
か

な
り
し
女
詞
の
軽
薄
な
り
し
を

い
ま
し
め
い
は
ん
と
て
か
け
る
詞
な
る
へ
し

276
つ
ゐ
に
あ
る
へ
き
こ
と
の
か
く
隔
た
り
て

過
し
給
ふ
を
か
の
人
も
物
し
と
思
ひ
歎
か
る

ら
ん
此
御
心
に
も
や
う
〳
〵
お
ほ
つ
か
な
く	

」
69
丁
ウ

あ
は
れ
に
お
ほ
し
し
る
ら
ん

紫
上
の
此
思
ひ
や
り
仁
愛
深
く
お
い

ら
か
な
る
心
は
せ
誠
に
あ
ま
た
の
中

に
す
く
れ
給
へ
る
所
也
他
の
女
心
な
ら
は

お
さ
な
き
よ
り
我
こ
そ
お
ふ
し
た
て
た
れ

は
実
母
に
し
た
し
み
あ
ら
せ
し
と

殊
更
に
へ
た
て
侍
ら
ん
か
し
か
く
お

と
な
し
や
か
に
お
は
す
る
故
に
源
氏
の	

」
70
丁
オ

君
も
よ
く
お
ほ
し
よ
る
か
な
と
感
し

給
ひ
明
石
上
も
思
ふ
事
か
な
ひ
て
自

得
し
御
中
ら
ひ
あ
ら
ま
ほ
し
く
な
と

し
て
い
つ
か
た
も
〳
〵
ま
ろ
く
ふ
し
な
く

侍
し
世
上
の
女
見
習
ん
為
に
か
け
り
と

み
ゆ

277
あ
さ
み
と
り
若
葉
の
菊
を
露
に
て
も
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こ
き
む
ら
さ
き
の
色
と
か
け
き
や
か
ら
か	

」
70
丁
ウ

り
し
折
の
ひ
と
詞
こ
そ
忘
ら
れ
ぬ

（
マ
マ
）

	
今
中
納
言
に
な
り
給
ひ
て
六
位
す
く
せ

と
い
ひ
し
大
輔
乳
母
に
夕
霧
の
給
へ

る
哥
也
こ
れ
梅
か
枝
巻
に
浅
緑
き

こ
え
こ
ち
し
御
め
の
と
と
も
に
納
言
に

の
ほ
り
て
み
え
ん
の
御
心
ふ
か
ゝ
る
へ
し

と
有
し
首
尾
也

278
あ
る
し
の
御
座
は
く
た
れ
る
を
せ
ん
し	

」
71
丁
オ

有
て
な
を
さ
せ
給
ふ
ほ
と
め
て
た
く
み
え

た
れ
と
帝
は
猶
限
あ
る
い
や
〳
〵
し
さ
を

尽
し
て
み
せ
奉
給
ぬ
事
を
な
ん
お
ほ
し
け
る

冷
泉
院
の
孝
の
御
心
也
誠
や
延
喜
帝

と
や
ら
ん
天
子
に
父
母
な
し
と
の
給
は
せ
し

御
誤
り
に
地
獄
に
お
ち
さ
せ
給
ふ
な
と

い
ふ
事
あ
り
上
一
人
よ
り
下
庶
人
に
至
る

ま
て
孝
は
徳
の
本
也
昔ム

カ
シ者
明
王
之
以	

」
71
丁
ウ

レ
孝
ヲ
治
二ム
天
下
一ヲ
也
云
々
孝
経
に
み
え
た
り

愛
敬
親
に
つ
か
う
ま
つ
る
に
尽ツ

キ

て

徳
教
百
姓
に
く
は
ゝ
り
四
海
に
刑ノ

リ

す

蓋
シ
天
子
之
孝
な
り
と
も
い
へ
る
を
や

(34)　

若
菜
巻
上

279
あ
は
れ
な
る
御
ゆ
つ
り
に
こ
そ
は
あ
な
れ

紫
上
お
と
な
〳
〵
し
き
御
詞
也
す
へ
て

此
巻
に
女
三
宮
六
条
院
の
本
台
に	

」
72
丁
オ

入
給
ふ
事
を
か
け
る
は
紫
上
の
奇
特

を
あ
ら
は
し
て
世
上
の
女
わ
ら
は
の

心
つ
か
ひ
の
本
に
す
へ
き
た
め
な
る
へ
し

人
富
貴
自
在
な
る
ほ
と
は
誰
も
み

さ
を
ゝ
た
て
や
す
し
貧
賤
零
落

に
て
貞
節
う
る
は
し
き
事
は
有
徳

の
人
な
ら
て
は
有
か
た
し
年
寒
く

し
て
松
柏
の
凋
む
に
後
る
こ
と
を	

」
72
丁
ウ

知
と
い
へ
り
今
ま
て
の
紫
上
の
ら
う
〳
〵

し
さ
よ
り
女
三
宮
の
入
お
は
し
て
後
の

有
さ
ま
一
入
哀
を
書
つ
く
し
て
終
に

光
君
の
御
心
さ
し
女
三
宮
よ
り
ま
さ

り
て
有
し
よ
り
け
に
浅
か
ら
ぬ
御

中
な
り
し
能
々
心
を
付
て
み
侍
へ
し

280
い
か
て
か
は
か
は
か
り
の
く
ま
は
な
か
ら
ん

お
と
な
し
や
か
に
物
を
ね
た
く
お
ほ
す	

」
73
丁
オ

心
は
な
き
紫
上
と
い
へ
と
式
部
卿
宮

の
北
方
の
う
け
は
し
け
に
日
比
の
給
ひ

し
に
さ
れ
は
こ
そ
と
思
は
れ
ん
か
妬
き

な
と
覚
給
ふ
ほ
と
の
心
の
く
ま
は
あ
ら
ん
と
也

281
今
は
さ
り
と
も
と
の
み
我
身
を
思
ひ
あ



北村季吟の源氏学（二）（宮川）

― 74 ―

か
り　

明
石
上
朝
顔
斎
院
な
と
の

疑
ひ
有
し
か
と
終
に
事
も
な
く
て

過
に
け
れ
は
今
は
さ
り
と
も
と
御
心	

」
73
丁
ウ

お
ち
ゐ
た
る
に
と
也
細
流
云
紫
上

い
ま
は
本
台
に
双
ふ
方
な
く
み
え
し

に
か
や
う
の
事
出
来
ぬ
る
は
是
則

盛
者
必
衰
の
理
あ
ら
は
れ
侍
云
々

282
こ
と
の
わ
つ
ら
ひ
お
ほ
く
い
か
め
し
き
事
は

む
か
し
よ
り
こ
の
み
給
は
ぬ
御
心
に
て

を
こ
り
を
退
け
給
ふ
心
也
人
の
教
也

283
な
ま
は
し
た
な
く
お
ほ
さ
る
れ
と
つ
れ	

」
74
丁
オ

な
く
の
み
も
て
な
し
て

こ
れ
よ
り
以
下
の
紫
上
の
心
は
へ
所
々

皆
世
の
女
の
見
習
ふ
へ
く
書
た
る
物

也
よ
く
〳
〵
心
え
て
み
る
へ
し

284
さ
は
か
り
の
ほ
と
に
成
ぬ
る
人
は
い
と
か

く
は
お
は
せ
ぬ
物
を
と
め
と
ま
れ
と
み
ぬ

や
う
に
ま
き
ら
は
し
て
や
ま
給
ひ
ぬ

か
や
う
に
を
く
れ
給
へ
る
所
を
尋
常	

」
74
丁
ウ

の
女
は
態
其
さ
か
を
見
出
し
笑
む

や
う
に
の
み
す
へ
き
を
お
と
な
し

や
か
な
る
有
さ
ま
か
へ
り
て
光
君
の
御

心
さ
し
添
へ
き
也
み
る
人
心
す
へ
し

285
さ
し
な
ら
ひ
め
か
れ
す
見
奉
り
給
へ
る

年
比
よ
り
も
台

（
マ
マ
）の
上
の
御
有
さ
ま
そ

猶
有
か
た
く　

女
三
宮
お
は
し
て
紫

上
に
夜
離カ

レ

な
と
有
て
後
弥
光
君	

」
75
丁
オ

の
御
心
さ
し
添
る
さ
ま
也
是
に
く
け

に
妬
み
恨
み
た
ら
ん
よ
り
猶
ま
さ

れ
る
夫
の
心
さ
し
帚
木
巻
に

そ
れ
に
つ
け
て
も
憐
ま
さ
る
へ
し

お
ほ
く
は
我
心
も
み
る
人
か
ら
お
さ

ま
り
も
す
へ
し
と
い
へ
る
に
叶
へ
る
者
に
や

286
御
返
も
時
々
に
つ
け
て
聞
え
か
は
し
給
ふ

朧
月
夜
の
尚
侍
貞
心
な
き
有
さ	

」
75
丁
ウ

ま
昔
よ
り
の
本
性
改
ら
さ
る
心
は

へ
を
書
て
よ
に
み
く
る
し
か
る
へ
き
こ

と
の
い
ま
し
め
に
書
な
る
へ
し
朱
雀

院
御
遁
世
の
ゝ
ち
は
か
へ
り
て
い
さ
き

よ
く
か
や
う
の
御
返
事
な
と
も
絶

て
こ
そ
あ
る
へ
き
に
女
の
御
有
さ
ま

の
猶
に
こ
れ
る
所
有
し
よ
り
男

君
も
い
ひ
か
ゝ
つ
ら
ひ
給
て
終
に
逢	

」
76
丁
オ

み
え
給
ひ
し
事
又
よ
の
い
ま
し
め
な
る
へ

し
も
と
よ
り
つ
し
や
か
な
る
所
は
お

は
せ
さ
り
し
人
と
い
ひ
え
心
つ
よ
く
も
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も
て
な
し
給
は
す
な
と
か
け
る
筆

誅
の
詞
な
る
へ
し

287
な
こ
り
お
ほ
く
の
こ
り
ぬ
ら
ん
御
物
語
の

と
ち
め
に
は
け
に
残
り
あ
ら
せ
ま
ほ
し

き
わ
さ
な
め
る
を　

尚
侍
の
御
こ
ゝ	

」
76
丁
ウ

ろ
猶
光
君
に
は
な
れ
ぬ
を
中
納
言

見
知
た
れ
は
猶
あ
は
せ
ま
い
ら
せ
た
く

思
ふ
心
也
君
君
た
ら
ね
は
臣
々
た
ら
ぬ

有
さ
ま
世
人
の
心
つ
け
に
書
た
る
へ
し

288
女
君
さ
は
か
り
な
ら
ん
と
心
え
給
へ
れ
と

お
ほ
め
か
し
く
も
て
な
し
て
お
は
す

前
に
も
思
ひ
あ
は
せ
給
ふ
事
も

あ
れ
と
姫
君
の
御
こ
と
の
ゝ
ち	

」
77
丁
オ

は
何
事
も
い
と
過
ぬ
る
か
た
の
様ヤ

ウ

に
は
あ
ら
す
す
こ
し
隔
る
心
そ
ひ

て
見
し
ら
ぬ
や
う
に
て
お
は
す
と

あ
り
よ
の
つ
ね
な
ら
は
か
や
う
の

こ
と
今
更
に
あ
る
ま
し
き
事
と
も

諫
め
申
給
ふ
へ
け
れ
と
女
三
宮
い
り

給
ひ
て
の
後
は
隔
て
ゝ
見
し
ら
ぬ
さ

ま
し
給
ふ
也
然
と
も
猶
光
君
心
苦	

」
77
丁
ウ

し
く
お
ほ
す
事
を
次
の
詞
に
中
〳
〵

う
ち
ふ
す
へ
な
と
し
給
へ
ら
ん
よ
り
も

と
か
け
り
此
と
き
声
な
き
も
こ
ゑ
あ

る
に
ま
さ
れ
り
と
い
へ
る
た
く
ひ
堪
能

の
藝
も
賢
女
の
ふ
る
ま
ひ
も
お
も
む

き
は
同
し
か
る
へ
し
心
を
付
て
み
る
へ
し

289
か
く
に
く
け
な
く
さ
へ
聞
え
か
は
し
給
へ
は
こ

と
な
を
り
て
め
や
す
く
な
ん
有
け
る	

」
78
丁
オ

紫
上
の
心
お
さ
〳
〵
し
き
ゆ
へ
に
万
方
め

や
す
く
有
し
と
也
又
人
の
教
な
る
へ
し

290
い
か
め
し
き
事
は
せ
ち
に
い
さ
め
申
給
へ
は

前
に
い
か
め
し
き
事
は
昔
よ
り
こ
の
み

給
は
ぬ
御
心
に
て
み
な
か
へ
さ
い
申
給
ふ

と
有
し
首
尾
也
此
次
に
も
世
中
の

煩
ひ
な
ら
ん
こ
と
更
に
せ
さ
せ
給
ふ
ま

し
く
な
ん
と
い
な
ひ
申
給
ふ
事
度
々	

」
78
丁
ウ

に
な
り
ぬ
れ
は
と
有

291
其
と
し
の
二
月
の
そ
の
夜
の
夢
に

こ
ゝ
に
て
明
石
上
を
心
高
く
思
初
し
事

の
故
を
云
也
若
紫
す
ま
明
石
等
の
巻
に
有

し
こ
と
な
り
物
語
の
書
さ
ま
奇

（
マ
マ
）也

292
お
と
ゝ
の
君
の
あ
な
た
に
あ
り
と

明
石
上
の
心
つ
か
ひ
殊
勝
也
又
み
せ

な
ら
は
せ
ん
の
心
と
し
る
へ
し	

」
79
丁
オ

293
よ
こ
さ
ま
に
い
み
し
き
め
を
み
た
ゝ
よ
ひ
し
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も
此
人
ひ
と
り
の
た
め
に
こ
そ
有
け
れ

須
磨
明
石
の
両
巻
よ
り
紫
式
部
石

山
に
て
書
初
し
と
い
ひ
つ
た
ふ
る
も

此
事
ひ
と
つ
の
一
部
の
趣
向
の
も
と

な
り
し
故
な
る
へ
し
只
今
夜
は
十
五
夜

也
け
り
と
い
ふ
は
か
り
に
は
あ
ら
し
か
し

294
こ
れ
は
又
具
し
て
た
て
ま
つ
る
へ
き
物
侍
り	

」
79
丁
ウ

下
巻
の
住
吉
ま
う
て
あ
る
へ
き
微
意
也

295
さ
り
や
よ
く
こ
そ
ひ
け
し
に
け
れ

紫
上
の
明
石
上
を
お
と
し
め
あ
な
と
る

心
露
も
な
く
か
へ
り
て
は
ま
は
ゆ
き

ま
て
数
ま
へ
あ
へ
し
ら
ひ
給
ふ
に
明
石
上

そ
れ
に
つ
の
る
心
な
く
身
の
ほ
と
を

知
て
よ
ろ
つ
卑
下
し
給
ふ
故
紫
上
と

も
中
よ
く
源
氏
君
の
御
心
に
も
よ
く	
」
80
丁
オ

か
な
ひ
て
さ
な
を
し
所
な
く
た
れ
も

物
し
給
ふ
め
れ
は
心
や
す
く
な
ん
と
の
給
へ

は
明
石
上
さ
り
や
よ
く
こ
そ
卑
下
し

に
け
れ
と
思
ひ
つ
ゝ
け
ら
る
ゝ
也
紫
上

と
明
石
上
と
の
た
か
ひ
の
心
む
け
誠
に

み
な
ら
ふ
へ
き
と
こ
ろ
な
り

296
お
さ
〳
〵
け
さ
や
か
に
物
ふ
か
く
は
み
え
す

女
三
宮
の
御
か
た
の
有
さ
ま
也
か
や
う	

」
80
丁
ウ

の
事
の
ゆ
へ
に
衛
門
督
の
あ
や
ま
ち

も
い
て
き
た
る
さ
ま
な
り

297
女
房
な
と
も
お
と
な
〳
〵
し
き
は
す
く
な
く

お
と
な
し
く
物
馴
た
る
は
物
こ
と
に

よ
く
気
を
付
る
故
に
あ
や
ま
ち
す
く

な
し
わ
か
や
か
に
さ
れ
は
め
る
は
物
ふ
か

き
こ
と
な
き
ゆ
へ
に
つ
ゝ
し
む
か
た
も

を
ろ
そ
か
也
猫
の
つ
な
に
み
す
を
あ
け	

」
81
丁
オ

し
を
心
つ
け
さ
り
し
等
の
こ
と
あ
や

ま
ち
あ
る
へ
き
所
な
れ
は
人
の
心
得
の

た
め
の
を
し
へ
な
り

298
か
く
こ
と
さ
ま
に
な
り
給
へ
る
は
い
と
口
お
し
く

む
ね
い
た
き
こ
ゝ
ち
す
れ
は

衛
門
の
か
み
か
く
あ
る
ま
し
く
お
ほ
け
な

き
こ
と
を
思
ひ
初
て
終
に
女
三
宮
の

御
身
を
も
い
た
つ
ら
に
な
し
奉
り
我	

」
81
丁
ウ

も
あ
ら
は
に
は
か
な
く
な
れ
り
万
人

の
教
に
か
け
り
よ
く
〳
〵
心
を
と
ゝ
め

て
見
侍
る
へ
し
悪
を
み
て
は
湯
を

さ
く
る
か
こ
と
く
し
て
を
そ
れ
つ
ゝ

し
む
へ
し
私
の
心
に
任
て
我
も
悪
を

知
す
し
も
あ
ら
す
な
か
ら
し
ゐ
て

非
を
と
く
る
事
あ
る
へ
か
ら
す
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299
お
と
ゝ
の
君
も
と
よ
り
ほ
い
有
て
お
ほ
し	

」
82
丁
オ

を
き
て
た
る
か
た
に
お
も
む
き
給
は
ゝ

と
た
ゆ
み
な
く
お
も
ひ
あ
り
き
け
り

お
さ
な
き
よ
り
ら
う
た
く
懇
に
し

お
は
し
け
る
光
君
の
御
た
め
に
か
く

う
し
ろ
く
ら
き
心
さ
し
ま
こ
と
に
身
を

ほ
ろ
ほ
す
へ
き
た
ね
な
る
へ
し
か
や
う
の

す
ち
な
き
事
一
念
も
思
ふ
へ
か
ら
す

300
み
す
の
そ
は
あ
ら
は
に
引
あ
け
ら
れ
た	

」
82
丁
ウ

る
を
と
み
に
ひ
き
な
を
す
人
も
な
し

女
三
宮
の
女
房
達
若
き
は
お
ほ
く
お

と
な
〳
〵
し
き
は
す
く
な
か
り
し
ゆ
へ

物
こ
と
に
心
を
つ
く
る
事
な
き
有
様

也
又
い
ま
し
め
に
か
く
と
み
る
へ
し

301
う
ち
き
す
か
た
に
て
立
給
へ
る
人

女
三
宮
也
前
に
夕
霧
の
い
と
わ
か
く

お
ほ
と
き
給
へ
る
一
す
ち
に
て
お
さ
〳
〵	

」
83
丁
オ

け
さ
や
か
に
物
ふ
か
く
は
み
え
す
と
思
へ

り
し
首
尾
な
り
貴
女
の
い
ま
し
め
也

302
此
人
の
か
く
の
み
忘
ぬ
物
に
こ
と
ゝ
ひ
物
し

給
ふ
こ
そ
わ
つ
ら
は
し
く
侍
れ
心
く
る
し
け
な
る

有
さ
ま
も
見
給
へ
あ
ま
る
心
も
や
添
侍
ら
ん

女
三
宮
お
も
〳
〵
し
く
お
く
深
く
お
は

し
ま
さ
は
つ
か
へ
人
の
侍
従
も
か
や
う
に
は

え
申
ま
し
く
か
つ
此
お
ほ
け
な
き
文
の	

」
83
丁
ウ

使
を
も
え
す
ま
し
き
に
か
ろ
め
奉
て

ま
さ
な
き
使
を
も
し
か
や
う
に
も
申
也

且
又
侍
従
ま
こ
と
の
忠
節
の
物
な
ら
は

た
と
ひ
女
三
宮
は
若
々
し
く
お
は
す
と
も

を
の
れ
た
ふ
と
み
て
か
ゝ
る
使
を
も
す

ま
し
く
侍
る
を
お
く
ふ
か
ゝ
ら
ぬ
若
人

に
て
物
に
心
も
つ
か
ぬ
者
な
れ
は
終
に

あ
ち
き
な
き
媒
し
て
わ
り
な
き
折	

」
84
丁
オ

の
文
を
も
遠
慮
な
く
み
せ
申
て
し
と

ね
の
下
に
さ
し
は
さ
み
給
へ
る
は
か
な
き

わ
さ
に
し
な
し
侍
し
高
き
も
賤
き
も

見
給
ひ
あ
さ
み
て
つ
ゝ
し
み
侍
る
へ
し

(35)　

若
菜
巻
下

303
お
ほ
か
た
に
て
は
お
し
く
め
て
た
し
と
思
ひ

聞
ゆ
る
院
の
御
た
め
な
ま
ゆ
か
む
心
や
そ

ひ
に
た
ら
ん	

」
84
丁
ウ

平
生
に
は
安
全
永
久
と
思
ひ
奉
る
光

君
を
女
三
宮
に
物
申
た
き
心
あ
る
よ

り
と
く
ほ
い
と
け
て
遁
世
を
も
し
給
へ

か
し
と
思
ふ
悪
心
も
そ
ふ
と
也
若
菜
上

に
お
と
ゝ
の
君
も
と
よ
り
ほ
い
有
て
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お
ほ
し
を
き
て
た
る
か
た
に
お
も
む
き

給
は
ゝ
と
思
ひ
し
事
あ
る
首
尾
也

人
の
性
は
善
な
る
物
な
か
ら
気
質
の
偏	

」
85
丁
オ

に
ひ
か
れ
て
か
ゝ
る
悪
念
お
こ
り
や
す
し

其
悪
念
の
ゆ
く
す
ゑ
は
人
を
そ
こ
な
ひ

国
を
乱
し
終
に
身
を
ほ
ろ
ほ
し
子
孫
を

も
絶
し
侍
る
へ
し
さ
れ
は
悪
念
心
に

き
さ
ゝ
ん
は
し
め
に
を
そ
れ
は
ゝ
か
り

て
必
思
ひ
き
り
侍
る
へ
し
あ
や
ま
り
て

は
改
る
に
は
ゝ
か
る
事
な
か
れ
と
日

日
に
思
ひ
出
す
へ
し
も
と
よ
り
道
に
心	

」
85
丁
ウ

さ
し
て
敬
の
一
字
を
胸
に
つ
け
て
悪

念
あ
ら
し
と
お
も
は
ん
も
の
は
天
の
道

に
か
な
ひ
て
仏
神
の
加
護
を
も
か
う

ふ
り
身
を
全
く
家
久
し
く
し
て
誠

の
た
の
し
み
あ
る
へ
く
こ
そ

304
わ
れ
さ
へ
お
も
ひ
つ
き
ぬ
る
こ
ゝ
ち
す

夕
霧
の
朋
友
に
信
あ
る
心
は
せ
是

亦
学
問
の
ゆ
へ
な
る
へ
し	

」
86
丁
オ

305
こ
れ
は
さ
る
わ
き
ま
へ
心
も
お
さ
〳
〵
侍
ら
ぬ
物

な
れ
と　

衛
門
督
女
三
宮
を
な
ひ
け

ま
い
ら
せ
ま
ほ
し
き
心
あ
る
に
東
宮
の
此

猫
の
心
の
ま
た
な
つ
き
か
た
き
と
仰

ら
る
ゝ
を
も
う
た
て
お
も
ひ
て
是
は

さ
や
う
の
人
を
わ
く
心
も
侍
ら
ぬ
物
と

い
へ
る
な
る
へ
し
人
情
を
よ
く
う
つ
し
出

た
る
作
り
物
語
の
さ
ま
奇
妙
に
や	

」
86
丁
ウ

306
心
の
中
に
あ
な
か
ち
に
お
こ
か
ま
し
く
か
つ
は

お
ほ
ゆ　

お
こ
か
ま
し
と
思
ひ
な
か
ら
も
な
を

え
や
ま
て
春
宮
よ
り
め
す
に
も
ま
い
ら

せ
す
取
こ
め
ら
る
ゝ
を
ろ
か
な
る
さ
ま

を
書
て
又
い
ま
し
め
と
す
る
な
る
へ
し
す
へ

て
我
か
お
こ
か
ま
し
と
知
な
か
ら
心
を
あ
さ
む

き
て
あ
ら
た
め
さ
る
故
に
終
に
身
を
ほ
ろ

ほ
す
に
も
至
る
へ
し
お
こ
か
ま
し
と
思
ひ
知	

」
87
丁
オ

は
し
め
に
あ
ら
た
め
て
や
ま
ん
を
智
と
す
へ
し

307
い
み
し
く
事
と
も
そ
き
す
て
ゝ
世
の
煩
ひ

あ
る
ま
し
く
と
は
ふ
か
せ
給
へ
と

自
由
な
る
へ
き
御
身
に
猶
倹
約
な
る

こ
と
光
君
の
本
性
に
て
前
に
も
其

心
あ
り
人
の
教
と
し
る
へ
し

308
さ
る
は
尼
君
を
は
お
な
し
く
は
し
は
の
ふ
は

か
り
に
人
め
か
し
く
て　

老
者
を
は
や
す	

」
87
丁
ウ

む
し
給
ふ
心
は
せ
を
書
て
又
教
と
す
る
也

309
こ
と
〳
〵
し
き
さ
ま
な
ら
て
わ
た
り
給
ふ
へ
く

朱
雀
院
の
御
賀
あ
る
へ
き
微
意
也
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310
い
と
か
く
具
し
ぬ
る
人
は
よ
に
久
し
か
ら
ぬ

紫
上
物
の
け
に
わ
つ
ら
ひ
給
ふ
事
此
末

に
あ
り
さ
や
う
の
事
か
く
へ
き
た
め

に
か
け
る
こ
と
は
也

311
わ
か
つ
み
あ
る
心
ち
し
て
や
み
に
し
な
く	

」
88
丁
オ

さ
め
に
中
宮
を
か
く

か
や
う
の
御
物
か
た
り
の
ゆ
へ
に
つ
き

よ
り
て
故
六
条
の
御
息
所
の
霊
気

紫
上
を
な
や
ま
し
ま
い
ら
せ
給
ふ
と

見
せ
ん
た
め
に
か
き
し
詞
也

312
し
は
し
こ
そ
い
と
あ
る
ま
し
き
事
に
い
ひ

　

返

（
マ
マ
）

し
け
れ
物
ふ
か
ゝ
ら
ぬ
わ
か
人
は

大
事
と
あ
る
へ
き
こ
と
は
初
め
よ
り	

」
88
丁
ウ

取
あ
へ
ま
し
き
也
小
侍
従
心
よ
は
く
取

あ
へ
て
終
に
心
ゆ
る
ひ
し
て
女
三
宮
の

御
た
め
あ
ち
き
な
き
事
し
い
て
た
り

悪
を
み
て
は
湯
を
さ
く
る
か
こ
と
く
す

へ
し
非
礼
勿
聴
な
と
い
ふ
事
忘
る
ま
し
き
也

313
ゆ
か
の
し
も
に
い
た
き
お
ろ
し
奉
る
に

衛
門
督
は
し
め
は
か
く
お
ほ
け
な
き

を
し
ら
せ
奉
ら
ん
は
か
り
に
と	

」
89
丁
オ

文
な
と
ま
い
ら
せ
て
只
今
も
猶
わ
か

心
に
も
い
と
け
し
か
ら
ぬ
こ
と
な
れ
は

け
ち
か
く
中
〳
〵
思
ひ
み
た
る
ゝ
事

も
ま
さ
る
へ
き
事
ま
て
は
思
ひ
も
よ
ら

す
い
み
し
き
ち
か
こ
と
を
さ
へ
せ
し
か
と

か
く
近
付
ま
い
ら
せ
て
は
其
つ
ゝ
し

み
も
忘
れ
後
の
自
他
の
た
め
を
も

か
へ
り
み
す
か
く
お
ほ
け
な
く
成
果	

」
89
丁
ウ

た
り
是
世
の
す
こ
し
心
あ
る
者
の

不
善
を
な
す
事
皆
か
く
の
こ
と
し

初
め
つ
ゝ
し
む
心
あ
る
も
其
所
に

至
り
て
は
か
く
あ
ち
き
な
く
な
る

わ
さ
な
れ
は
か
ね
て
思
ひ
き
り
て

不
善
を
つ
ゝ
し
め
と
の
教
な
る
へ
し

314
さ
か
し
く
お
も
ひ
し
つ
む
る
心
も
う
せ
て

一
た
ひ
つ
ゝ
し
み
を
忘
る
れ
は
果
々	

」
90
丁
オ

は
か
や
う
に
わ
か
身
も
よ
に
ふ
る
さ
ま

な
ら
す
跡
た
え
て
な
と
ま
て
思
ふ

心
に
な
り
ゆ
く
は
世
の
不
義
を
な

す
男
女
の
あ
り
さ
ま
皆
か
く
の
こ
と

く
な
れ
は
よ
く
〳
〵
慎
む
へ
し
と
の
心
也

315
さ
て
も
い
み
し
き
あ
や
ま
ち
し
つ
る
身

か
な
よ
に
あ
ら
ん
事
こ
そ
ま
は
ゆ
く
成

ぬ
れ
と
お
そ
ろ
し
く
空
は
つ
か
し
き	

」
90
丁
ウ

悪
事
を
な
せ
る
人
み
な
此
後
悔
あ
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る
へ
し
そ
れ
も
や
か
て
あ
や
ま
ち
を

あ
ら
た
め
は
今
よ
り
後
た
に
身
安
く

心
の
と
か
な
る
へ
き
に
は
し
め
も
悪
事

と
我
も
知
な
か
ら
つ
み
を
を
か
し
た
る

人
な
れ
は
猶
改
め
あ
へ
ぬ
う
ち
に

度
か
さ
な
り
て
終
に
身
を
ほ
ろ
ほ

す
に
至
る
事
必
せ
り
か
ね
て
思
ふ
へ	

」
91
丁
オ

き
い
ま
し
め
に
か
け
る
詞
な
る
へ
し

316
世
中
し
つ
か
な
ら
ぬ
く
る
ま
の
を
と
な
と

を
よ
そ
の
事
に
聞
て
人
や
り
な
ら
ぬ

つ
れ
〳
〵
に
く
ら
し
か
た
く
お
ほ
ゆ

賀
茂
の
祭
と
て
都
の
物
見
に
す
る

こ
と
も
心
に
あ
や
ま
ち
あ
れ
は
興

な
く
冷
し
く
覚
ゆ
是
人
の
わ
さ

な
ら
す
わ
か
悪
を
せ
し
故
な
れ
は
人
や	
」
91
丁
ウ

り
な
ら
す
と
書
也
よ
に
悪
を
な
し

た
る
人
の
心
の
を
に
ゝ
一
生
世
を
を
ち

を
そ
れ
て
よ
ろ
つ
の
た
の
し
み
な
く

な
る
事
悪
事
を
な
せ
し
ゆ
へ
の
大
損

也
恐
る
へ
く
つ
ゝ
し
む
へ
し

317
中
宮
の
御
こ
と
に
て
も
い
と
う
れ
し
く

前
に
此
み
や
す
所
の
事
を
紫
上
に

語
り
給
へ
る
所
に
中
宮
を
か
く
と
り	

」
92
丁
オ

た
て
ゝ
人
の
恨
み
を
も
し
ら
す
こ
ゝ

ろ
よ
せ
奉
る
を
あ
の
世
に
て
も
見
な

を
さ
れ
な
ん
と
の
給
ひ
し
ゆ
へ
に
い
ま

霊
の
か
く
申
す
な
る
へ
し

318
中
宮
に
も
此
よ
し
を
つ
た
え
聞
え
給
へ

此
御
息
所
生
て
の
よ
に
人
を
妬
み

苦
し
め
給
ひ
し
む
く
ひ
に
悪
道
に

お
ち
て
修
法
読
経
の
た
ふ
と
か
る
へ	

」
92
丁
ウ

き
わ
さ
も
身
の
く
る
し
き
ほ
の
を
と

な
る
と
也
誠
に
世
の
女
の
疾

（
マ
マ
）妬
悪
念

絶
さ
る
人
に
い
ま
し
む
る
詞
な
る
へ
し

319
よ
に
か
し
こ
く
お
は
す
る
人
も
い
と
か
く
御

心
ま
と
ふ
事
に
あ
た
り
て
は
え
し
つ
め
給
ぬ

た
と
ひ
心
の
ま
と
は
ん
時
も
よ
く
心
を

し
つ
め
て
未
練
な
る
ま
し
き
こ
と
ゝ
の

い
ま
し
め
な
る
へ
し
但
こ
ゝ
の
心
は
紫	

」
93
丁
オ

上
を
大
切
に
思
召
さ
ま
を
い
ふ
な
ら
し

320
た
ち
ぬ
る
月
よ
り
物
き
こ
し
め
さ
て
い

た
く
あ
を
み
そ
こ
な
は
れ
給
ふ

女
三
宮
懐
姙
し
給
て
悪
疽
の
御
気
色

也
彼
柏
木
の
夢
に
獣
を
見
し
も
し
る

き
わ
さ
な
る
へ
し　

男
女
の
中
の
不

義
は
人
し
れ
ぬ
事
と
思
へ
と
か
や
う
の
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隠
し
か
た
く
罪
さ
り
か
た
き
事
有	

」
93
丁
ウ

を
そ
る
へ
き
い
ま
し
め
を
か
く
な
る
へ
し

321
か
の
人
も
か
く
わ
た
り
給
へ
り
と
き
く
に
お
ほ

け
な
く
心
あ
や
ま
り
し
て
い
み
し
き
事
と

も
を
か
き
つ
ゝ
け
て
を
こ
せ
給
へ
り

世
の
不
義
を
な
し
悪
事
を
な
す
人

は
し
め
は
み
つ
か
ら
も
不
義
悪
事
と

い
ふ
事
を
知
て
随
分
に
隠
し
忍
ふ
と

す
れ
と
つ
の
り
て
後
は
其
憚
を
も	

」
94
丁
オ

忘
れ
て
人
め
を
も
し
ゐ
て
つ
ゝ
み

あ
へ
す
の
み
成
行
て
か
く
光
君
の
お

は
す
る
時
し
も
ね
た
く
心
や
ま
し
く

さ
へ
成
て
さ
ま
〳
〵
書
つ
ゝ
け
て
文
を
ま

い
ら
せ
し
を
ろ
か
な
る
わ
さ
を
心
あ
や

ま
り
し
て
と
い
ふ
な
る
へ
し
さ
て
顕
れ

て
の
千
悔
万
悔
何
の
か
ひ
あ
ら
ん
法
に

あ
ら
す
は
す
る
事
な
か
れ
と
戒
る
心
に
や	

」
94
丁
ウ

322
さ
し
は
さ
み
し
を
わ
す
れ
に
け
り

か
や
う
の
大
事
を
忘
れ
給
は
ん
と
は
侍

従
も
し
ら
し
柏
木
も
し
り
給
は
し
な
を

女
三
宮
み
つ
か
ら
も
し
り
給
ふ
ま
し
然
と
も

忘
る
ゝ
と
い
ふ
事
人
に
在
て
顕
れ
ま
し

き
と
思
ふ
事
も
不
意
に
あ
ら
は
る
ゝ

習
ひ
あ
る
事
を
書
て
世
人
に
不
義

不
法
を
な
し
て
あ
ら
は
れ
ま
し
き
と	

」
95
丁
オ

思
ふ
事
な
か
れ
み
る
事
き
く
こ
と

い
ふ
事
う
こ
く
事
に
も
法
に
あ
ら
す
は

す
ま
し
き
と
は
し
め
よ
り
つ
ゝ
し
み
を
そ

る
へ
し
と
の
を
し
へ
に
か
く
な
る
へ
し

323
故
院
の
う
へ
も
か
く
御
心
に
は
し
ろ
し
め
し
て

や
し
ら
す
か
ほ
を
つ
く
ら
せ
給
ひ
け
ん

薄
雲
の
御
こ
と
の
む
く
ひ
に
て
か

や
う
の
事
あ
る
に
や
と
柏
木
巻
に	

」
95
丁
ウ

薫
の
生
れ
給
ふ
所
に
光
君
お
ほ
し
知

け
る
事
あ
り
世
界
の
因
果
の
道

理
を
か
き
て
悪
事
を
い
ま
し
め
侍
る
也

324
い
と
あ
さ
ま
し
く
い
つ
の
ほ
と
に
さ
る
事

出
来
け
ん　

よ
も
あ
ら
は
れ
し
と
思
ふ
こ

と
の
今
更
悔
て
か
ひ
な
き
有
さ
ま
を

書
し
る
し
て
兼
て
用
心
す
へ
き
い

ま
し
め
と
す
か
や
う
の
事
を
柏
木
の	

」
96
丁
オ

身
の
上
と
み
れ
は
よ
そ
の
事
の
や
う

な
れ
と
も
是
は
作
り
物
語
に
て
世
間

の
あ
り
さ
ま
を
か
け
る
物
な
れ
は
面
々

身
の
上
の
事
と
思
ひ
て
外
の
事

と
は
見
る
へ
か
ら
す
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325
か
の
御
心
よ
は
さ
も
す
こ
し
か
る
く
思
ひ

な
さ
れ
給
ひ
け
り

朧
月
夜
も
玉
か
つ
ら
に
く
ら
へ
て
か
ろ	

」
96
丁
ウ

か
ろ
し
き
を
見
お
と
し
給
ふ
也
女
の
か

ろ
〳
〵
し
き
を
い
ま
し
め
し
詞
な
り

326
お
と
ゝ
母
北
の
か
た
お
ほ
し
さ
は
き
て

柏
木
の
ま
さ
な
き
心
あ
や
ま
り
に

父
母
の
う
れ
へ
に
さ
へ
な
り
て
不
孝

の
つ
み
さ
へ
浅
か
ら
ぬ
有
さ
ま
也
論

語
に
父
母
は
た
ゝ
其
病
の
み
を

う
れ
ふ
と
い
へ
り
父
母
い
ま
す
と
き	

」
97
丁
オ

は
友
に
ゆ
る
す
に
死
を
も
て
せ
す

と
も
あ
り
身
を
心
に
ま
か
せ
て

あ
た
な
る
わ
さ
に
身
を
か
へ
り
み
ぬ

や
う
の
事
君
子
の
せ
さ
る
所
也

す
こ
し
心
あ
ら
ん
士
子
心
す
へ
き
所
也

(36)　

柏
木
巻

327
後
の
世
の
を
こ
な
ひ
に
ほ
い
ふ
か
く
す
ゝ
み

に
し
を
親
た
ち
の
御
恨
み
を
思
ひ
て	

」
97
丁
ウ

衛
門
督
も
父
母
の
孝
心
に
て
発
心
を
も

思
ひ
と
ま
る
ま
て
の
遠
慮
は
有
け
れ
と

誠
の
心
さ
し
な
く
敬
を
忘
ぬ
ま
て
は
あ

ら
ぬ
あ
や
ま
り
に
女
三
宮
を
し
た
ふ
は

不
義
不
忠
不
信
な
る
と
の
つ
ゝ
し
み
な

か
り
し
ゆ
へ
終
に
身
を
か
ろ
〳
〵
し
く

あ
や
な
き
恋
路
に
た
は
れ
て
身
を
わ

つ
ら
ひ
身
を
ほ
ろ
ほ
し
て
父
母
の
不
孝	

」
98
丁
オ

に
至
る
有
さ
ま
を
か
き
て
皆
人
如
此
の

事
あ
る
へ
し
慎
む
へ
し
と
の
心
な
る
へ
し

328
わ
れ
よ
り
外
に
誰
か
は
つ
ら
き
心
つ
か
ら

も
て
そ
こ
な
ひ
つ
る
に
こ
そ
あ
め
れ
と
思
ふ

に
う
ら
む
へ
き
人
も
な
し

悪
人
の
悪
を
な
す
も
悪
と
は
み
つ
か
ら

も
し
れ
と
人
は
し
ら
し
と
思
ひ
て
心
を

あ
さ
む
き
て
悪
を
な
し
て
も
し
幸
に	

」
98
丁
ウ

ま
ぬ
か
れ
て
も
安
き
空
な
く
恐
る
心

絶
せ
す
は
何
の
ま
ぬ
か
れ
し
か
ひ
あ
ら
ん

ま
し
て
其
悪
あ
ら
は
れ
て
身
を
い
た

つ
ら
に
な
す
ら
ん
時
は
い
か
に
く
や
し
く
侍
る

へ
き
さ
れ
は
か
り
に
も
悪
を
な
す
へ
か
ら
す

悪
を
な
し
て
其
と
か
を
か
う
ふ
り
身
を

ほ
ろ
ほ
す
に
い
た
り
て
は
人
々
み
な
こ
の

柏
木
衛
門
の
か
み
に
こ
と
な
ら
す
と
し
ら	

」
99
丁
オ

せ
ん
た
め
に
か
け
る
詞
な
る
へ
し
こ
ゝ

ろ
つ
か
ら
も
て
そ
こ
な
ふ
と
い
ふ
事
心
を

つ
く
へ
し
一
念
ひ
る
か
へ
し
て
心
つ
か
ら
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善
を
な
さ
は
此
恨
み
な
く
悔
み
な
く
一

生
必
身
安
楽
な
る
へ
き
も
の
を

329
お
と
ゝ
な
と
の
お
ほ
し
た
る
け
し
き
そ

い
み
し
き
や
き
の
ふ
け
ふ
す
こ
し
よ
ろ
し
か

り
つ
る
を
な
と
か
い
と
よ
は
け
に
は
み
え
給
ふ	

」
99
丁
ウ

と
さ
は
き
給
ふ

親
と
し
て
子
の
病
ひ
を
う
れ
ふ
る

は
い
か
に
堪
か
た
く
悲
し
か
る
へ
き
に

其
う
れ
へ
を
親
に
か
け
な
か
ら
ひ

そ
か
に
や
を
ら
す
へ
り
い
て
ゝ
侍
従

と
か
た
ら
ひ
て
病
ひ
を
重
く
し
て

又
か
く
さ
は
か
し
ま
い
ら
す
る
こ
と

不
孝
の
う
へ
の
不
孝
な
る
へ
し
他
の	

」
100
丁
オ

ふ
る
ま
ひ
に
も
此
た
く
ひ
の
事
有
と

い
へ
と
わ
き
て
か
や
う
の
わ
り
な
き

恋
路
に
親
に
し
ら
せ
す
身
を
ぬ
す

み
出
て
我
身
も
く
る
し
め
親
に
な

け
き
を
か
く
る
事
あ
る
ま
し
き
事
也

330
さ
て
も
あ
や
し
や
わ
か
よ
と
ゝ
も
に

お
そ
ろ
し
と
思
ひ
し
事
の
む
く
ひ
な
め
り

藤
壺
の
御
事
を
光
君
思
ひ
あ
た	

」
100
丁
ウ

り
給
へ
る
さ
ま
也
細
流
に
も
此
物
語

一
切
の
む
く
ひ
を
か
け
り
と
あ
り

ま
こ
と
に
因
果
の
理
ま
ぬ
か
れ
ぬ

こ
と
な
れ
は
悪
事
を
つ
ゝ
し
む
へ
き

也
朧
月
夜
尚
侍
は
兄（

マ
マ
）嫂
也
そ
の

む
く
ひ
は
す
ま
の
愁
あ
り
藤
壺
の

御
事
は
終
に
世
に
し
ら
れ
す
其

難
も
な
か
り
し
か
と
又
か
ゝ
る
む	

」
101
丁
オ

く
ひ
を
か
き
て
光
君
み
つ
か
ら
お

も
ひ
あ
た
り
給
へ
る
さ
ま
を
書
た
る

は
不
善
不
義
の
ふ
る
ま
ひ
を
世
人

に
い
ま
し
む
る
心
と
し
る
へ
し

331
久
し
う
わ
つ
ら
ひ
給
ふ
ほ
と
よ
り
は
こ
と

に
い
た
う
も
そ
こ
な
は
れ
給
は
さ
り
け
り

を
も
き
病
者
に
逢
て
の
愛

（
マ
マ
）拶

か
く
あ
る
へ
き
事
な
り
行
幸
巻
に	

」
101
丁
ウ

大
宮
の
御
煩
ひ
を
光
君
お
は
し
と
ふ

ら
ひ
給
ふ
詞
に
も
此
心
つ
か
ひ
あ
り

332
お
や
に
も
つ
か
ふ
ま
つ
り
さ
し
て
い
ま

さ
ら
に
御
心
と
も
を
な
や
ま
し
君
に

つ
か
ふ
ま
つ
る
事
も
な
か
は
の
ほ
と
に
て

今
更
に
と
い
ふ
詞
心
を
付
へ
し
親
の

子
を
お
ふ
し
た
つ
る
事
む
つ
き
の
内

よ
り
あ
け
ま
き
の
ほ
と
い
く
は
く
の	

」
102
丁
オ

苦
労
に
て
成
人
の
ゝ
ち
彼
お
さ
な
き



北村季吟の源氏学（二）（宮川）

― 84 ―

ほ
と
の
御
心
つ
く
し
す
こ
し
休
め
ぬ

へ
き
ゝ
さ
み
と
な
り
て
又
今
更
に
病

の
う
れ
へ
を
か
け
さ
き
た
ち
て
死

な
ん
さ
か
さ
ま
の
歎
き
を
か
く
る
と

の
心
也
柏
木
の
身
を
つ
ゝ
し
ま
ぬ
心

一
つ
に
て
不
孝
不
忠
の
つ
み
ふ
か
き
こ

と
を
か
き
て
人
の
子
人
の
臣
と
し
て
は	

」
102
丁
ウ

身
を
全
く
す
へ
き
い
ま
し
め
を
い
ふ
に
や

333
い
ま
は
の
ほ
と
に
も
の
給
ひ
を
く
こ
と

侍
し
か
は　

前
に
柏
木
の
一
条
に
物
し
給
ふ

宮
こ
と
に
ふ
れ
て
と
ふ
ら
ひ
給
へ
な
と

夕
霧
に
遺
言
せ
ら
れ
し
事
也
此

心
に
て
と
ふ
ら
ひ
給
ふ
は
ま
こ
と
の
朋
友

の
信
な
る
へ
し
た
ひ
か
さ
な
り
て

後
女
二
宮
の
有
さ
ま
ゆ
か
し
く
思
ひ	
」
103
丁
オ

な
り
給
ひ
て
ま
め
人
の
名
を
も
終
に

は
く
た
し
給
へ
り
心
あ
る
へ
き
こ
と
の

を
し
へ
な
り

334
か
の
一
条
の
宮
に
も
つ
ね
に
と
ふ
ら
ひ

聞
え
給
ふ　

女
の
御
あ
た
り
に
は

道
に
心
あ
る
人
は
さ
る
へ
き
故
有

と
も
さ
の
み
は
ち
か
つ
く
ま
し
き

こ
と
の
心
つ
か
ひ
の
た
め
に
か
く
な
る
へ	

」
103
丁
ウ

し
人
非
木
石
皆
有
情
不
如
不
逢

傾
城
色
と
白
楽
天
の
作
り
し
い
ま

し
め
よ
く
〳
〵
お
も
ふ
へ
し
か
く
た
ひ
〳
〵

と
ふ
ら
ひ
給
ひ
て
其
あ
り
さ
ま
を

み
給
ふ
に
つ
け
て
此
宮
こ
そ
は
聞
し

よ
り
は
心
の
お
く
み
え
給
へ
か
た
ち
そ

い
と
ま
ほ
に
は
え
物
し
給
ふ
ま
し
け

れ
と
い
と
見
く
る
し
う
か
た
は
ら
い
た
き	

」
104
丁
オ

ほ
と
に
た
に
あ
ら
す
は
な
と
も
お
も

ひ
よ
り
給
ふ
也
心
つ
か
ひ
あ
る
へ
き

こ
と
也	

」
104
丁
ウ

（
遊
紙
2
丁
）

〔
附
記
〕　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
資
料
の
閲
覧
・
翻
刻
・
複
写

等
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
各
所
蔵
機
関
、『
源
氏
物
語
微
意
』

の
閲
覧
・
翻
刻
を
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
日
本
大
学
総
合
学

術
情
報
セ
ン
タ
ー
、
ご
所
蔵
の
『
為
尹
卿
千
首
和
歌
題
抄
』
に

つ
い
て
、
ご
教
示
お
よ
び
閲
覧
・
複
写
の
機
会
を
賜
り
ま
し
た

佐
々
木
孝
浩
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
み
や
が
わ
・
し
ん
や　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


